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「おまえの婚約が決まった。これは決定事項だ」

　カイトが部屋に入るやいなや、父であるブランヴィル侯こう爵しやくがそう言った。

　ここは侯爵邸の中にある父の執しつ務む室しつ。天てん井じようからは金色の燭しよく台だいが下がり、四方の壁には有名歌劇の一場面を模した絵画が飾かざられ、窓や棚には絹のカーテンがかけられている。

　──この部屋に呼ばれる時は、いつだって面倒な話をされるな。

　カイトは内心で深い溜ため息いきを吐ついた。

「聞こえなかったか？　おまえの婚約が決まった、と言ったのだ」

　黙っているカイトに苛いら立だちを覚えたのか、執務机の前に座る父が眉み間けんに皺しわを寄よせた。

　カイトと向かい合っていても、ペンを握った手元は動いたまま。どうやら父は、溜たまった書類にサインをし続けているようだ。

「父上。いつも申し上げていますが、僕は結婚をするつもりはありません」

　カイトは過去、何度も口にした言葉を繰くり返した。

「そしてこの軍服も、いずれは脱ぐつもりでいます」

　父の前で直立し、黒い軍ぐん帽ぼうを持った手を無意識に胸にあてる。

　カイトが身に着けているのは、リュシオル王国、国軍の制服──黒を基調としたコート風の上着に、同色のズボンと白いシャツだ。細身のタイは、階級によって色が変わる決まりになっている。

「またそのように馬ば鹿かげたことを……」

　父は視線を一度も上げることなく、「はっ」と嘲ちよう笑しようした。

「まだ貿易商人になる気でいるのか？　それだけは許さんと何度も言ったはずだ」

「ですが僕は──」

「金銭的リスクが高すぎる。失敗すれば侯爵家に多大な負ふ債さいをもたらす仕事だ」

「侯爵家の力は借りません。ですのでもちろん迷惑もかけません」

「いいからおまえはおとなしく軍人でいろ。これも決定事項だ」

「…………」

　──これ以上、話をしても無む駄だか。

　カイトは再び、内心で深い溜息を吐いた。

　いつだってこうだ。自分の将来について議論しようと試こころみる時、父は絶対に聞く耳をもたない。『決定事項だ』と、すぐさま話を終わりにしてしまう。

　侯爵家の息子であるカイトに、軍人という安定した職業を強しいる父。そして侯爵家の人間であることを捨て、貿易商人という非安定の職業に就つきたいカイト。

　どちらも貴族的職業であることに違いはないのだが、話はもう何年も平行線のままだ。

「……とにかく、僕は結婚をするつもりはありません」

　最低限これだけは譲ゆずれないと、カイトはぐっと拳こぶしを握った。なぜなら名のある貴族令嬢などと婚姻関係を結んでしまえば、父の思うつぼ。自分は一生、『ブランヴィル』という姓せいを捨てられない立場になってしまうからだ。

　けれど。

「相手の名を聞けば、おまえの気も変わる」

　父にそう言われた瞬間、カイトの心は激しく揺ゆさぶられた。

　自身の結婚に関わる話をされるのは、これが初めてではない。だが父がこのような台詞せりふを口にするのは初めてのことだった。

「おまえも馴な染じみのある娘だ」

　──まさか。

　瞬しゆん時じに脳のう裏りに浮かんだのは、幼い頃に恋こい焦こがれた花のような笑顔。

　もう六、七年前のことになるだろうか。悲しさに押し潰つぶされそうになっていた自分を救ってくれた、温かな少女の存在だった。

「相手の名は──……」

　カイトが抱いだいた予感どおりに、父はその少女の名を告げた。

　その刹せつ那な、忘れられなかった初恋に火がつき、カイトの心がたちまち熱を持つ。彼女と二人でよく聴いた、とあるオルゴールの曲。その音ね色いろが耳の奥によみがえり、いてもたってもいられないような心地に陥おちいる。

　──ダメだ。彼女に会ったら、きっと縛しばられてしまう。

　そう。彼女に笑いかけられた瞬間、カイトはきっとまた恋に落ちてしまうのだ。

　深く深く、決して抜け出せない恋に、どこまでも──。
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「ミクさま、そろそろエクラトンの街まちですわ」

　のんびりと走る二頭立て馬車の中で、侍じ女じよである二は十た歳ちの女性──ルカがそう言った。

「うん。この辺りの景け色しき、よく覚えてる」

　オーランシュ伯はく爵しやく家けの次女、ミクは、馬車の窓から見える景色に視線を移す。

　エクラトンの別荘を最後に訪れたのは、およそ三年前。ミクが十三歳の頃だ。

　だが辺りの景色は、三年経った今も少しも変わっていない。ミクの記憶そのままだ。

「懐なつかしいな……」

　窓から大だい胆たんに顔を出すと、青あお緑みどり色の長い髪が風に揺ゆれた。同色の大きな瞳ひとみには、遠くに広がる秋の空と橙だいだい色の山々、そして小さな街並みが映っている。

　あの街並みの向こうに、抜ばつ群ぐんの透明度を誇るエクラトン湖こが存在しているはずだ。今頃は午後の陽光を存分に受けて、湖面がきらきらと輝いていることだろう。

「やっぱりわたし、エクラトンの別荘が一番好きだな」

　ミクは独ひとり言のように呟つぶやいた。

　ここエクラトンは、王都より馬車で三日ほどの場所にある、この国随ずい一いちの景けい勝しよう地ちだ。貴族たちはこの地にこぞって別荘を持ち、夏には思い思いに休きゆう暇かを楽しんでいる。

「わたくしは初めてですけど、とても美しい場所ですのね」

　向かいに座るルカが、窓の外を見てほうっと息を吐はいた。その仕し種ぐさがとても艶つやっぽくて、目にしたミクまで思わず溜ため息いきを吐つきそうになる。

　ルカは白い肌はだに桃もも色の髪と青い瞳が映える、美しい女性だ。身に着けているのは飾かざり気のない黒いドレスだが、それがまた女性らしい体つきの彼女によく似合っている。

　彼女は二年前からミクの侍女として、伯爵家で生活している。今やミクの良き相談相手となっていた。

「伯爵ご夫妻がお乗りの馬車とは、もうだいぶ離れてしまいましたわね」

　遙はるか先を行く両親の馬車は、すでに街の向こうに消えていた。

「きっと馬を急がせたのよ。お母さま、馬車が大の苦手だもの」

　せっかくの旅行なのにもったいないと、ミクは胸中で思う。

　母と違って、ミクは馬車をのんびり走らせ、辺りの景色を楽しむことが好きだ。普段、父の領地にある伯爵邸からあまり出られないため、外の世界はとにかく新しん鮮せんなのだ。

「ねえ、ルカ。ちょっと街に寄よってもいい？」

　ミクの瞳は好奇心にきらめいた。幼い頃、エクラトンの街には幼おさな馴な染じみの少年──三つ年上の彼とよく遊びに来たのだ。どうせなら久しぶりに立ち寄りたいと、ルカに願う。

「いけませんわ。勝手に街になど寄ったら、伯爵さまに怒られてしまいます」

「大丈夫よ。あの街は治ち安あんもいいし、護ご衛えいだってついてるもの」

　馬車の後方からは、伯爵家が雇った護衛五人が、馬に跨またがりついてくる。

　だが立場上簡単には頷うなずけないのか、ルカは「いけません」と繰くり返した。

「街などに寄って悪い男と出会ってしまったらどうしますの。オーランシュ伯爵家の次女という身分が知れれば、金きん品ぴん目当てでまとわりつかれますわよ」

「そんなことはそうそうないと思うけど……」

「あら、ミクさまは世の中を甘く見てますのね。『運命だ』なんて甘い言葉を囁ささやいて、金銭を巻き上げようとする害虫のような男なんてどこにでもいますのに」

「え……そうなの？」

「ええ。そうなればミクさまのようにウブな女性はいちころですわ」

　害虫のような男にいちころ。そう脅おどされれば、さすがにミクも恐ろしくなった。ルカは経験豊富な女性だ。いつだってミクに様々なことを教えてくれる。

「で、でもねルカ、この街に限っては、そんな心配はしなくても大丈夫だと思うの」

　ルカの話をきちんと受け止めた上で、重ねて街へ立ち寄ることを願った。

「だって小さい頃は、本当によく遊びに来てたのよ」

「ですがもし何かあったらどうしますの？」

「今まで問題が起こった事なんて一度もなかったもの」

「今までが大丈夫だったからと言って──」

「でも少し寄るだけだし……ね？　悪い男の人にもちゃんと気をつけるから」

　親の監かん視しがない状態で街を歩ける機会など、そう巡めぐってはこないのだ。この機会を逃してなるものかと、ミクは「いいでしょう？」と、何度もルカに懇こん願がんする。

　すると彼女は、観念したように息を吐はいた。

「しかたありませんわね。本当に少しだけですわよ？」

　好奇心が発動してしまったミクには、何を言っても無駄だと考えたのだろう。ルカは早速、御ぎよ者しや台に繫つながる小窓を開ける。

「街に立ち寄ります。どこか安全な場所に馬車を停とめてくださいませ」

　馬の手た綱づなを握る御者は、「はいっ」と元気よく答えた。それと同時に、馬車は速度をゆっくりと緩ゆるめ始めたのだ。
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　ここは西の国と呼ばれるリュシオル王国。広大な国土の多くでは農民が果実を作り、各貴族が治める街では職人が建築に腕を振るい、王都では美術や工芸が盛んな豊かな国だ。

　そんなリュシオル王国には、爵しやく位い制度というものが存在する。

　上位から公こう爵しやく、侯こう爵しやく、伯爵、子し爵しやく、男だん爵しやく──各貴族は国内にそれぞれ領地を持ち、普段はそこで生活しているのだ。

　ミクが生まれたオーランシュ伯爵家は、王都の東に広大な領地を持つ有力貴族だ。普段、ミクは領地内に建てられた伯爵邸で、両親と四つ年上の姉、姉の夫と共ともに暮らしている。

　だが今回、『エクラトンの別荘に用事ができた』という父に連れられ、両親とルカと二十数人の使用人たちと共に、旅行に出ることになった。

　なぜ季節外れのこの時期に、別荘に？　と疑問を抱いたものの、旅行が大好きなミクは、大喜びで伯爵邸を出しゆつ立たつしてきたのである。




「ねぇルカ。古書店があったら寄りたいな。それから地図を売っていそうなお店にも。それから雑貨屋とか……あっ、あの果物美お味いしそう！」

「ミクさま、少し落ち着いてくださいませ」

　三年ぶりに訪れたエクラトンの街は、ミクの記憶の中よりも小さかった。

　自分が成長したからだろうか。昔はもっと大きく感じたのに、と、ミクは首を捻ひねる。

　石いし畳だたみの大通りの両脇に立ち並ぶ、レンガ造りの建物たち。その軒のき下したには雑貨屋や鍛か冶じ屋ややパン屋や果物屋など、様々な種類の看板が下がっている。

　湖こ畔はんの別荘で過ごすには季節外れの今だが、街中はそれなりに賑にぎわっていた。付近に住まう商人や農民たちが、買い物に訪れているのだろう。

「お嬢ちゃん、とーっても珍めずらしい工芸品があるよ。ちょっと見ていきなよ！」

　初老の店主にそう声をかけられ、ミクは弾はずむような足取りでそちらに向かった。

　歩く度たびに、青緑色の長い髪と、濃こい紅べに色のドレスの裾すそがふわりと揺れる。

「おじさま、それはどんなものなの？　本当に珍しい？」

　ミクの趣味は、主人公が冒険する物語を読むことと、その中に出てくるような珍しいものを鑑賞することだ。たとえば砂漠の国の物語に登場しそうな金色のランプや、東の国の物語に登場しそうな神獣の置物など、眺めているだけで胸が高たか鳴なってしまう。

『いつか一緒に世界中を旅して、たくさんの珍しいものを自分たちの目で見よう』

　かつてミクは、幼馴染みの少年──名をカイトというのだが、彼とそんな約束をした。そして今も、その約束を彼が覚えていてくれることを、切せつに願っている。

　だからこそ『珍しいものがある』などと声をかけられれば、たちまち吸い寄せられてしまうのだ。それをカイトにも見せてあげたいとの思いが頭を過よぎる。

「ねえ、おじさま。それは本当に珍しいの？」

「ああ、とっても珍しいさ。──ほらっ、音が出る箱だよ」

　ミクが近寄っていくと、店主は得意げな顔で、店先に置かれた木箱を指差した。

　上面に花模様の彫ちよう刻こくが施ほどこされた、両の手の平に載のる程度の大きさの箱。側そく面めんに付いたぜんまいを店主が回せば、箱からは金属を弾はじいたような音が鳴り始める。

　つまりこれは。

「知ってる。オルゴールでしょう？」

　ミクはいくらかがっかりしつつも、その音色に耳を傾かたむけた。

「え？　なんだって？　オル……？」

　店先に並べていても名称までは知らなかったのか、店主は首を傾かしげている。

　確かにこれは、一般的には珍しいものの部類に入るのだろう。高価な工芸品で、この国にはまだあまり流通していないと聞いたことがある。

　しかしミクは、八歳の頃にはもうそれを手に入れていたのだ。

「オルゴールっていうの。中に金属の筒つつが入っていて、それに付いている突とつ起きを弾はじくことによって音が出るんですって」

「へぇ。お嬢ちゃん、詳くわしいんだね」

　その仕組みは、父が外国から取り寄せてくれた物語を読んで知った。オルゴール職人の少年が、魔法のそれを求めて仲間と共に旅に出る話だった。

「おじさま、見せてくれてありがとう。また機会があったら声をかけてね」

　にこりと微笑ほほえんで踵きびすを返すと、数歩離れた場所でルカと護衛の青年が待っていた。残りの護衛たちは、御者と共に馬車の近くで待機しているらしい。

「ねえルカ、もう少し見て回ってもいいでしょう？」

　駆け寄るなり確認すれば、ルカは渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。

「少しだけですわよ」

「ありがとう！」

　軽く視線を巡らせただけでも、興味を惹ひかれる店がたくさん並んでいるのだ。ミクは先頭に立ち、きょろきょろしながら大通りを歩き始める。

　と、その時、ミクの背後でいきなり大きな声が上がった。

「痛いてっ！」

　何？　と弾かれたように振り返れば、そこには一人の男が立っていた。

　無造作にまとめた茶色の長髪と、顎あごに生えた無ぶ精しよう髭ひげが印象的な、二十代半なかば程度の男だ。身に着けているのは穿はき古したようなズボンと、濃のう紺こんの薄汚れた上着。

　どこか痛むのだろうか。彼は左肩の辺りを押さえ、なぜか苦しげに身を屈めている。

「どうかしたんですか？」

　心配になって声をかけると、男は急に声を荒あららげ始めた。

「どうかしたのかじゃないだろ！　あんたのツレが急にぶつかってきたんだ。痛いてて……」

　どうやら伯爵家の護衛と、すれ違いざまに接触してしまったらしい。

「お嬢ちゃん、だいぶいい身なりしてるけど、あんたが主人だろ？　まったく……使用人がしでかしたことの責任はちゃんととってくれよな」

　責任。口の中で繰り返しながらルカを見やると、彼女は無言のまま首を横に振った。その表情から察するに、「相手にしてはいけませんわ」とでも言いたげだ。

　はたしてどうするべきかと頭を悩ませていると、そこで護衛の青年が動いた。

「お嬢さま、私は何もしていません。この男が自みずからぶつかってきたのです」

　護衛の青年は毅き然ぜんとした態度で、「さあ行きましょう」と、歩き出そうとする。

　しかしその時、ミクたちの前に突とつ如じよ、五人の男が立ちはだかった。

「おっと。逃げるのはよくないな。悪いのはそっちだろう？」

　いったいどこから現れたのか、やはり薄汚れた上着を着た男たちは、その顔にそれぞれ笑みを浮かべている。だがその目は欲にぎらりと輝いていた。

　──仲間だ。彼の。

　そこでようやく、ミクは自分たちが暴ぼう漢かんに絡からまれていることを理解した。

　辺りを行き交っていた人々は、いつしかこちらを遠巻きに眺ながめている。不ふ穏おんな空気を察知し、我われ関かんせずといったところなのだろう。興味本位の視線が体のあちこちに刺ささる。

「お嬢ちゃん、名前は？　どうせあっちに別荘を持つ貴族さまなんだろ？」

　どうやら彼らは、初めからミクたちを狙って事を起こしたようだった。

「ここでぶつかったのも運命だと思ってさ、俺たちと仲良くしようぜ？」

　運命を語る男は悪い輩やから。つい先ほどルカにそう聞かされたのは記憶に新しい。

「貴族のご令嬢がお買い物かー。いいなぁ、どうせたんまり持ってきたんだろう？」

「その金、慰い謝しや料りようとして彼に渡しなよ。あんなに痛がってるんだからさぁ」

「絶対にいや！」

　ミクは反射的に叫んでいた。

「本当に怪け我がさせてしまったのなら渡すけど、そうじゃないなら一いつ銭せんも出さないから！」

　いくら伯爵家が裕福だとて、人に絡むことで収入を得ようとする輩に与える金はないのだ。もし与えてしまえば味を占しめて、彼らはこういう事件を繰り返すに決まっている。

「あなたたちに払うくらいなら、その辺に捨てたほうがずっとマシ──」

　そこまで言ったところで、ルカに腕をぐいと摑つかまれた。

「ミクさま、しかたありませんわ。お金を払いましょう」

「えっ！　ちょっと待って、今のわたしの話、聞いてた？」

「支払って無事に済むならそちらのほうがよろしいと思いますの」

　相手はゴミのような男たちですもの。と、ルカは小声で辛しん辣らつな評価を下す。

「ゴミって……でもおかしいよ。どうして理り不ふ尽じんにお金をとられなくちゃいけないの？」

「お気持ちはわかりますけど、それはそれ、これはこれと考えることも時には必要ですわ」

「そうは思えない」

　というか、そもそもそう思いたくないのだ。

「それは困りましたわね……そう考えていただければ楽なのですが」

　ルカは頰に手をあて、考えあぐねるように眉まゆをひそめている。

　そんな表情をしていても、彼女の少し開いた唇からは色香が放たれている気がして、ミクはついどぎまぎした。

「そうですわね……ではわかりましたわ。せめて残りの護衛が来るまでお待ちください」

　それまではあまり騒ぎ立てずに。そうたしなめられて、ミクはひとまず唇を引き結んだ。

　やがてルカがちらりと視線をやれば、護衛の青年が小さく頷いた。彼は踵を返し、伯爵家の馬車に向かって走り出そうとする。

　しかしその時、肩を痛めていたはずの男が一瞬、先に動いた。

「妙みような動きは禁止だぜ」

　長髪の男は護衛の青年の腹を蹴けりつけ、うずくまった彼の肩を強したたかに踏ふみつけたのだ。

「あああ……！」

　掠かすれた呻うめき声が、辺り一帯の空気を揺らす。ミクは驚きに身を震ふるわせながら、泣き叫ぶように長髪の男に願う。

「やめて……！　足をどけて！」

「ミクさま！　わたくしより前に出ないでくださいませ！」

　護衛の元に駆け寄ろうとしたミクの腕を、再びルカが摑んだ。

「いけませんわ。まずは落ち着いてください」

　耳元できつく制止されるが、それでもミクの感情は鎮しずまりそうにない。

「わかったから！　そんなにお金が欲しいなら、全部あげるから！」

　ミクはルカに、金銀の硬貨が入った財布を出すよう命じた。

「へぇ、ずいぶんと聞き分けがよくなったな。そっちが悪いってようやくわかったか？」

「そんなことわかってなんかいない！」

　ミクはリーダーらしき長髪の男を、じろりと睨にらみつける。

「悪いなんて思ってないけど、あなたたちみたいな人でなしには言葉が通じないから……だからお金をあげて消えてもらうだけよ！」

　その代わり彼から足をどけて！　必死に願うと、長髪の男はけたけた笑い出した。

「なんだか苛いらつくお嬢ちゃんだなー。そうだな、少し痛い目に遭わないと理解できないか？　自分が今、どういう状況におかれてるかって」

「そんなことはどうでもいいから、それよりも──」

　彼から足をどけて！　もう何度目かわからないその願いは、声にならずに喉のどの奥で搔かき消えた。なぜなら長髪の男が、にやつきながらミクの眼がん前ぜんに立ったからだ。

「悪く思うなよ？」

　かたく握られた右の拳こぶし。それがこちらに向けられた瞬間、ミクは恐怖に凍こおりついた。

「ミクさま……！」

　ルカの悲鳴のような声を耳に覚えながら、咄とつ嗟さに自分の体を縮ちぢこめる。奥歯をきつく嚙かみしめ、その時がやってくるのを息を止めて身構えた。

　しかしどうしてか、いつまで経ってもミクの体が痛みに襲われることはなかった。

　その代わりに。

「──おい、汚い手で彼女にふれるな」

　低く透き通った声が、ミクの鼓こ膜まくを撫なでたのだ。

　──誰……？

　いつしかぎゅっと閉じていた瞼まぶた。それを反射的に開けると、ミクの視界は真っ黒だった。

　なぜ、と不思議に思って何度も目を瞬しばたたく。すると今度は、長髪の男の痛みに悶もだえる声が聞こえてくる。

　おそるおそる顔を上げて、ようやく理解した。

　自分の視界が真っ黒だったのは、黒衣を着た誰かの背に守られていたから。伯爵家の護衛ではない誰か──背の高い青年がミクの前に立ち、長髪の男を蹴け散ちらしてくれたのだ。

「ちっ……国軍だ、さっさと逃げるぞ！」

　暴漢たちは蜘く蛛もの子を散らすように、あっという間に去っていった。

「ねぇ、大丈夫!?」

　ミクは地面に横たわったままの護衛に駆け寄り、その傍かたわらに膝をつく。

　すると頭上から呆あきれたような声が降ってきた。

「他人の心配もいいが、君こそ大丈夫なのか？　怪我は？」

　ふいに視線を上げると、ミクを助けてくれた青年と目が合った。

　どうしてだろう。その瞬間、彼はどこか苦しげに唇を嚙む。

　年の頃はおそらく二は十た歳ち前後。青い瞳と紺色の髪が印象的な、華はなやかで整った顔立ちの青年だった。身に着けている黒い服はリュシオル王国、国軍の制服。つまり軍人である彼の登場を受けて、先ほどの暴漢たちはいちもくさんに逃げ出したらしい。

　──カイトに似ている？

　その時ミクは、幼い頃に別れたきりの幼馴染みのことを思い出していた。髪や瞳の色、そして顔立ちも、どことなく彼に似ているような気がする。

　幼馴染みの少年も、やはり軍人になっているはずだ。そして年の頃もおおよそ同じ。

　けれど。

　──違う……だってカイトがこんなところにいるわけがないもの。

　国軍の近この衛え隊たいに入った彼は、王都にある国軍宿舎で生活をしているはずだった。

「助けてくださってありがとうございます。助かりました」

　同年代の軍人を見たから、つい彼の面おも影かげを重ねてしまっただけ。そう結論付けて立ち上がると、軍人の青年は軽く息を吐いた。

「俺は『怪我は？』と聞いたんだが」

「わたしよりも彼が……」

　ミクは護衛の青年の側に、再び座り込もうとする。

　しかし軍人の青年に強引に腕を摑まれ、彼のほうに引き寄せられた。結果、ミクは彼と至近距離で向かい合う格好になった。

「怪我をしていないかどうかちゃんと答えてくれ。男たちに絡まれている君を見つけた時、どれだけ焦あせったか」

「す、すみません。怪我はまったくしてないです。ほら、これっぽっちも！」

　ミクは腕を大きく動かし、自らの体に問題がないことを示した。
















「それよりも、護衛をしてくれた彼が」

「あの様子ではおそらく打だ撲ぼくだろう。骨までは折れていないはずだ」

　彼がそう判断した時、二人の真横から「ねえ」と声がかけられる。

「この人のこと、あっちの馬車に運べばいいわけ？　いつまでも転がしてても邪じや魔まなだけでしょう？」

　声の主はもう一人の軍人らしき人物──ルカとそう変わらない年頃に見える女性だった。

「悪い、メイコ。一人でいけるか？」

「貸し一よ。あとで酒でもおごってよね」

　短めの茶色の髪と、意志の強そうな同色の瞳。メイコと呼ばれた女性は、即そく座ざに怪我人を抱えて立ち上がる。いったいどれほど力持ちなのだろう。スカート風の軍服を身に着けた彼女は、大の男を担かついだまま、余裕の表情で通りを歩き始めた。

「よかったですわね、ミクさま。国軍の方が来てくだされば安心ですわ」

　危機が去ったことに安あん堵どしたのか、一歩下がっていたルカが声を明るくした。

「あの、手……」

　なぜか長らく摑まれたままのミクの左腕。そこに視線をやると、軍人の青年は今初めて気づいたかのように苦笑する。

「ああ、すまない」

　囁くように言われたと同時に、彼の手が離れていった。摑まれていた箇か所しよを無意識のうちに握ると、そこにはまだ彼の温ぬくもりがほのかに残っているような気がした。

「怪我がないのは幸いだが、貴族令嬢がたいした護衛もつけずに歩くのは感心しないな」

　やがて彼は、苦言を呈しながら、ミクたちを馬車の方角へ誘導し始めた。

「どうしても街を歩きたいなら、もっと護衛を増やすべきだ」

「安全な街だと思ってたので、つい」

　これに関しては完全にミクに落ち度がある。『もし何かあったらどうしますの？』というルカの忠告を押し切り、自らの好奇心を満たすためだけに街に立ち寄ったのだ。

　──もしこの人が助けてくれなかったら……。

　全員、もっとひどい目に遭っていただろう。

　そう考えたら途と端たんに怖こわくなって、ミクは自分の体をきつく抱きしめる。

「どうかしたのか？」

　声をかけられて顔を上げれば、間近に青い瞳があった。

「やはりどこか痛むのか？」

「いえ、どこも痛くないです」

　気を遣われて、慌あわてて否定する。

「ただ軽々しく行動したことを後悔してて。火に油を注ぐようなことも言っちゃったし」

「ああ、それは大いに後悔すべきだな。君のような少女があの状況に陥った時の正解は、おとなしく金を渡すのみだ」

「でもどうしても納得いかなくて……理不尽すぎるというか」

　すると隣を歩く青年が、くすりと笑みをこぼした。

「君は昔からまっすぐだからな」

「え？　……今、なんて？」

　昔からまっすぐ。そう言われたような気がして聞き返すと、青年は急に足を止めた。

「ここからの道中も気をつけるように」

　言われて初めて気がついた。いつしかミクたちは、伯爵家の馬車の前に着いていたのだ。

「よければ手伝おう。──君が嫌いやじゃなければだが」

　目の前に、黒い手袋をはめた手が差し出される。それにおそるおそる自分の手を載せると、ぐいと腰を抱かれて馬車の中へと乗せられた。

　手袋やドレス越しに感じる、彼の温もり。

　こうして父親以外の男性に補助されることは、ミクにとっては初めての経験だった。だからだろうか。自分とは異ことなる大きな手や逞たくましい腕に、いちいち戸と惑まどってしまう。

　──カイトもきっと、彼のように立派な青年になっているはずだわ。

　やはり考えてしまうのは、幼い頃を共ともに過ごした少年のことだ。目の前の青年の印象がどことなくカイトと被かぶるため、つい彼の面影を探してしまう。

「あのっ……」

　あなたのお名前を教えてくれる？　いったいどこの家の方なの？

　そう問いたくて口を開いた時、青年が「ああ」とふいに手をのばしてきた。

「子こ兎うさぎの耳が汚れてしまったな」

　おそらく護衛の側にしゃがみ込んだ時に付着したのだろう。青年がすくい上げた青緑色の髪の先に、わずかだが土が付いている。

「……これで綺き麗れいになったか」

　彼ははめていた手袋を外すと、細かな砂を丁てい寧ねいに取り除のぞいてくれた。そしてあろうことか、いきなりそこにキスをしたのだ。

「────っ！」

「元気な子兎は好きだが、跳はねっ返りもほどほどにな」

　直後、目の前の扉とびらが息つく間もなく閉じられた。

　続いて御者に出発を促す青年の声が聞こえ、馬に鞭むちが入れられる。

「素す敵てきな方でしたわね。先ほどのゴミのような男たちとは大違いですわ」

　進行方向側の椅い子すに座ったルカが、素直な感想を述べた。けれどミクは何も答えることができずに、閉められた扉をただ呆然と眺め続けていた。

　──ルカの言っていたことは本当だった。

　彼に口づけされた長い髪を両手で握り、ミクは倒れるように椅子に腰を下ろした。

『街などに寄って悪い男と出会ってしまったらどうしますの』

　エクラトンの街に立ち寄る直前、ルカにそう脅されたが、それは間違いではなかったのだ。なぜならミクの心を搔かき乱すような悪い男が、本当にいたのだから。
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　秋といっても冬が間近に迫せまった今、太陽が沈むのは早い。

　ミクたちがオーランシュ伯爵家所有の別荘に到着したのは、日もだいぶ傾いた頃だった。

「遅かったじゃないか。心配したぞ」

　馬車を降りるやいなや、厳格そうな顔立ちの中年男性──ミクの父が駆かけ寄ってきた。

「ごめんなさい、お父さま。ちょっと街に寄りたくなっちゃって」

　ミクがそう白状すれば、父は「なんだって!?」と、焦こげ茶ちや色の目を丸くする。到着したのはだいぶ前なのだろう。すでにくつろげるシャツとズボンに着替えていた。

「勝手に街に寄るなんて……何かあったら危ないじゃないか！」

　父は珍しく声を大きくし、白しら髪が交じりの頭を抱えた。

「それに関してはもう反省済みだから、できれば怒らないでほしいんだけど……」

　しゅんと項うな垂だれ、「ごめんなさい」と繰り返す。すると父は、「そ、そうか」と、あっさり苦言をのみ込んだ。落ち込む娘を見て、かわいそうだと思ったのかもしれない。

「おまえが反省しているならいいんだ。それよりもさあ、早く中に入りなさい。晩ばん餐さんのあとには大事な話があるから、決して遅れないように」

「はい、お父さま。ではまたあとで」

　にこりと微笑みながらドレスのスカート部分を摘つまみ、いくらか膝を曲げて挨拶する。

「相変わらず、旦那さまはミクさまに甘すぎですわ」

　歩き出したミクのうしろを、旅行鞄かばんを持ったルカがついてきた。

「毎回止めるわたくしの身にもなっていただきたいものですわ。しっかり怒ってくださらないと、ミクさまは何度でも街に行ってしまわれますのに……」

「ううん、もう勝手には行かない。行くならちゃんと護衛をつけることにする」

　同じ過ちは繰り返さない。自分のわがままのために誰かが苦しむことほど辛いことはないと、今日、初めてミクは知った。

「……わたしって、世間知らずよね、きっと」

　ミクは独り言のように呟いた。

「お父さまとお母さまに大切にされて、普段は伯爵邸からほとんど出なくて……本を読んで外の暮らしを知った気になっていたけど、あんな人たちがいるとは思わなかったもの」

　するとルカは、「そうですわね」と、あっさり同意した。

「確かにミクさまには、未知や未経験なことがたくさんおありだと思いますわ。ご家族以外の方とお話する機会も多くはないでしょうし、それに初恋だってまだでしょう？」

　初恋──。あらためて考えた瞬間、ミクの脳のう裏りに幼馴染みの少年の顔がぱっと浮かんだ。

　そしてどうしてか、先ほど別れたばかりの軍人青年の顔も浮かぶ。

　──違う。あの人のことは、カイトに似ていたから気になっただけ。

「そうよ。カイトもあの人みたいな立派な軍人になってるのかなって、そう思って……」

　小声でぶつぶつ呟きながら、ミクは久しぶりの別荘の中を歩き続けた。

　オーランシュ伯爵家所有のこの別荘は、エクラトン湖の湖畔の一等地に建てられている。

　三階建ての白はく亜あの館やかたには家族それぞれの私室の他に、大広間や父の執しつ務む室しつ、多用途部屋や使用人部屋などが存在し、領地の伯爵邸に比べても遜そん色しよくのない造りとなっていた。

　ミクとルカは正面玄関から中に入り、玄関ホールと大広間を抜け、建物の右端にある螺ら旋せん状じようの階段を上がった。そして二階の南西の角部屋に向かう。

「こちらがミクさまのお部屋ですわね。さあ、どうぞ」

　ルカの手によって、目の前の白い扉が両側に開かれた。すると目に飛び込んでくるのは、馴染みのある光景だ。

「わぁ、懐かしい」

　真っ白な壁に調和する、小花柄で統一されたカーテンやソファや絨じゆう毯たん。天井からは金の燭しよく台だいが下がり、暖炉の上には著名な画家が描いた絵と、大きな鏡が掛けられている。

　部屋のあちこちに配されているのは陶製の花台だ。それには色とりどりの花が生けられ、かぐわしい香りを放っていた。

　そしてこの部屋一番の魅力は、なんといっても窓からの眺ちよう望ぼうだ。

「ねえ見て。ルカはこの別荘に来るのは初めてでしょう？」

　南側に面した大窓からは、太陽の光を浴あびて眩まぶしく輝くエクラトン湖を一望できる。

「あらまあ、素敵ですのね……」

　橙色の空の下、金色に光る湖と、その向こうに存在する燃えるような色の山々。眼下に見える別荘の敷しき地ちには手入れされた庭園が広がり、左右に行くほど緑が濃くなっている。

「あちらはどなたの別荘なのでしょう？　ずいぶん広大な敷地ですけれど……」

　ルカが指差したのは、伯爵家の敷地の西側に面する森だ。

「あれはブランヴィル侯爵家の別荘なの」

　説明しながら、ミクもそちらに視線を向ける。手入れされた森の中から顔を出すのは、

　四角形の高い塔とうだ。そのさらに西側には、石造りの立派な館の一部が見えている。

「本当に懐かしいな……全然変わってない」

　その瞬間、ミクの脳裏に幼い頃の記憶がよみがえってきた。




　ミクが子供の頃──。オーランシュ伯爵家は毎年、春から夏にかけてをここエクラトンで過ごしていた。そしてそれは、ブランヴィル侯爵家も同様だった。

　普段は遠く離れた領地で暮らす両家だが、毎年その時期だけは隣りん人じんとなった。とりたてて親密ではなかったものの、社交の場などで顔を合わせれば、もちろん挨拶を交わした。

　ブランヴィル侯爵家には、ミクより三つ年上の『カイト』という名の少年がいた。六年会っていない今でも鮮明に思い出せる。整った顔立ちをした、心根の優しい少年だった。

　ミクはカイトのことが大好きで、別荘を訪れると、決まって彼と一緒に遊んだ。それはミクが五歳の頃から、およそ五年に渡わたって続いたと記憶している。

「ねえねえカイト、今日は何して遊ぶ？」

　伯爵家と侯爵家の別荘の敷地は、それぞれが所有する森で繫がっている。

　そこは子供の足でも自由に行き来できたので、ミクは別荘を抜け出しては彼の元へと向かった。その頃、なぜかカイトはいつも森に建つ塔の中にいて、ミクが「何して遊ぶ？」と訪ねる度たびに、嬉しそうに出迎えてくれたのだ。

　当時、幼かったミクたちの目には、この別荘地は楽園のように映っていた。

　エクラトン湖の淵ふちに咲き乱れる赤、白、黄、橙──色彩豊かな花々。爽さわやかな風に乗って空高く舞い上がり、さえずるのはなんの鳥だったか。

「ねえ見て、カイト。綺麗なお花！」

　そう言ってはしゃぎながら、落ちた花びらを懸けん命めいに拾い集めた春の日。

「見てごらん、ミク。あそこに小さな魚がいるよ」

　そう言われては夏の日差しの下、手を取り合って水面近くを泳ぐ魚を眺めた。

　そんな中でも特に二人が胸をときめかせたのは、ブランヴィル侯爵家に出入りしていた貿易商人の話を聞くことだった。おそらくミクの父よりひとまわりは年上だったろう。『クラヴァー』という名の、品の良い男性だったと記憶している。

　クラヴァーはカイトのことをとても可か愛わいがっていて、侯爵家の別荘を訪れる度に、森の中の塔にやってきた。そこで彼は、世界を旅して見聞きしたことをカイトとミクに話して聞かせ、時には珍しい贈り物をくれたのだ。

「ほら、これを二人にあげましょう。オルゴールと言うんですよ」

　八歳の時にそれぞれ贈られた揃そろいのオルゴールは、その頃の二人の宝物。湖を眺めている時も、お喋りをしている時も、ミクとカイトの側にはいつもそのオルゴールがあった。

　二人は交代で、何度も何度もぜんまいを回した。そして小さな箱が奏かなでる美しい音色に、うっとりと耳を傾けたのだ。




「……本当に懐かしいな」

　初恋だってまだでしょう？

　先ほどルカにそう問われたミクだが、今思えば初恋の相手は紛まぎれもなくカイトだった。

　彼と一緒にいたくて、毎日飽あきずに会いに行って、クラヴァーに教えてもらった世界の話を二人で何度も繰り返して。夏が終わり離れてしまえば次の春の訪れが待ち遠しく、領地で過ごしている時も一人、オルゴールを聴きながら、彼のことを想っていた。

『いつか一緒に世界中を旅して、たくさんの珍しいものを自分たちの目で見よう』

　交わした約束は大人になったら必ず実現すると、その頃のミクは無邪気に信じていた。

　──そう……いつまでもカイトと一緒にいられると思ってたのに。

　状況が大きく変化したのは、およそ六年前のことだ。その年、十三歳になったカイトは突如、国軍に入ることとなった。

　双ふた子ごの弟と妹が生まれたとも聞いたから、もしや侯爵家自体が多た忙ぼうになったのかもしれない。それ以降、彼がエクラトンを訪れることは一度もなかったのだ。

　また一方のミクも、三年前から父が忙しさを極きわめ、この地に滞在することはなくなった。そのため二人は、一切の連絡を取り合うことなく六年の歳月を過ごしたのである。

　──カイトは今、何してるの？　わたしのこと覚えてくれている？

　ミクはルカが運んできた旅行鞄の中から、とあるものを取り出した。

　それは片手に載る程度の小さなオルゴールだ。クルミ材の茶色の箱には螺ら鈿でん細ざい工くで世界地図が描かれ、蓋ふた代わりの上面を開けると小物入れになる仕様となっている。

　このオルゴールと貿易商人クラヴァー、そしてカイトのおかげで、ミクは外の世界に興味を抱くようになった。冒険ものの物語を好むのもそうだ。実際に旅に出られないなら、せめて物語の中で旅に出ようと考えたからである。

「そのオルゴール、こちらにもお持ちになったのですね」

「うん。宝物だから」

　オルゴールを窓辺に置き、側面に付いたぜんまいを回す。途端に辺りに響ひびき始めるのは金属を弾くような音だ。どこの国のなんという曲名なのかは知らないけれど、胸を締しめつけるような切ない旋せん律りつは、ミクのいちばん好きな楽曲になった。

　──カイト、元気にしてる？　わたしはまたここに戻ってきたよ。

　森の中に建つ高い塔を眺めながら、思い出の中の彼に語りかける。

　どうか元気でいてくれてるといいな。いつだって笑っていてくれればいいのに。

　心の中で、切せつに願いながら。
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「ミク、こちらに来なさい」

　その夜、応接間で晩餐を楽しんだあと、ミクは父と母に呼び止められた。

　合あい鴨がものスモーク肉とチキンのクリーム煮にが美味しかったな、などと頰を緩めながら、ルカを伴ともない二階の自室に戻ろうとしていた時だった。

　──そういえば大切な話があるって言ってたっけ。

　ふと思い出し、「なに？」と両親の元へ踵を返す。いくつもの燭台に灯ともされた火がちらちらと揺れる部屋の中、父と母は並んでソファに座っていた。

「ルカもちょっと来てちょうだい。とても大切なお話だから」

　水色の緩めのドレスを身に着けた母が、ルカのことも呼び寄せた。

　つい先ごろ四十歳になったばかりの母だが、その容姿はとても若々しい。ミクと同色の髪を上品に結ゆい上げ、薄うす化げ粧しようを施している。

「ミクはそちらに座ってちょうだい。ルカはそのうしろよ」

　母は紅をひいた唇に弧こを描き、なぜか嬉しそうに目を細めていた。

「どうしたの？　あらたまって……いったいなんの話？」

　両親と向かい合う格好で腰を下ろしたミクは、その時、嫌な予感を胸に覚えていた。なぜなら数年前に、これと酷こく似じした光景を目にしたことがあるような気がしていたからだ。

　あれはいつだったろうか。懸命に記憶を探っていると、父がいきなり本題を口にした。

「ミク、おまえの婚約が決まった」

「────っ!!」

　その瞬間ミクは、激しい衝撃に襲われ、全身の動きを止めた。

　──婚約が決まった……。わたしの……？

　驚愕するあまりに数秒間、呼吸を忘れてしまう。

　そしてようやく思い出した。並んだ両親の前に侍女と共に座らされる娘──これと似通った光景は、確か三年ほど前、ミクの姉の婚約が決まった際さいに目にしたのだ。

「……そう」

　ミクはようやく声を絞しぼり出した。

　政略結婚は世の習い。この国の貴族の娘として生まれたなら、決して避さけては通れない道だということは、いくら世間知らずのミクでも理解している。

　十六歳になったミクはじきに結婚適てき齢れい期きを迎える。あと一、二年のうちにはそのような話がもたらされるだろうと、もちろん日頃から覚悟はしていた。──していたけれど。

　──カイト。

　ふと脳裏を過ぎったのは、幼い頃に恋した少年の、眩しいほどの笑顔だった。

　そしてなぜか、昼間に出会ったばかりの軍人青年の顔までも思い出す。

「そんな悲しそうな顔をしてくれるな」

　やがて父が苦しげに眉をひそめた。

　今、自分はどんな表情をしているのだろう？　微笑んでいるのか、泣き出しそうになっているのか、混乱しているミクにはよくわからなかった。

「本当は私だっておまえを嫁よめになどやりたくはないんだ」

　溜息混じりに言いながら、父はソファから腰を上げた。その顔には確かに苦く渋じゆうの色が浮かんでいる。

　世間からは冷れい静せい沈ちん着ちやくな切れ者と評ひようされている父だが、ミクと姉、二人姉妹のことになると途端に平静さを失う。娘を溺でき愛あいしている父は、今回の件──ミクが誰かに嫁とつぐということを、手放しで喜べないのだろう。

「可愛いミク……おまえは私たち夫婦の宝だ。だからもしおまえが嫌だと言うのなら、無理に嫁がせなくてもいいのでないかと一度は考えた」

　立ち上がったまま、父は両の拳をぐっと握った。

「……いや、今からだって決して遅くはない。おまえがそんなにも悲しげな顔をするのなら、私はいつでもこの縁談を取りやめて──」

「あなた！」

　その時、いつも淑しとやかな母が珍しく大きな声を上げたので、ミクも父もびくりと震えた。

「いいかげんにしてくださいませ！　それについてはもう何度も話し合ったでしょう？」

「いや……も、もちろんだ。ちゃんとわかっている」

　たしなめられて正気に戻ったのか、父はばつが悪そうに咳せき払ばらいをしている。

「つ、つまりなミク。幸いうちは裕福だ。おまえを無理に嫁がせなくても、このまま私たちの元で不自由のない生活をさせてやればいいんじゃないかと一度は考えたんだ」

　そこで母が、「でもね」と、父の話を無理やり引き継いだ。

「私たちは、いずれあなたよりも先に死んでしまうの。必ずね。だからあなたには、きちんとした相手と結婚して不安のない人生を歩んでほしい……それが私たちの願いなのよ」

　わかるでしょう？　話の最後にそう問いかけられ、ミクは無言のまま頷いた。

　──大丈夫。ちゃんとわかってる。

　両親から注がれるありあまるほどの愛情も、自分がこの先進むべき道も、もちろん理解している。──しているけれど、突然のことにただ戸惑っているだけだ。

「頼む、ミク。笑っておくれ」

　父はミクの前で跪ひざまずいた。

「そんなに不安になる必要はないんだ。相手はおまえも知っている青年なのだから」

「……え？」

　──知っている青年？

　どういうこと？　と首を傾げれば、父の大きな手がミクのそれをそっと包み込んだ。

「おまえの相手としていったい誰がふさわしいのか、私たちは考えに考えた。第一にしかるべき家の嫡ちやく男なんでなければいけない。次に良い夫になるだろう性質の持ち主でなければいけない。それに加えて、重要なのはミクが相手を愛せるかどうかだ」

　その時、ミクはかすかな予感を胸に覚えていた。

　もしかして──いや、違うかもしれない。だがやはりそうなのかもしれないと、いくつもの考えが頭の中を駆け巡り、いてもたってもいられないような心地になる。

「知っているって、それってもしかして……」

　膨らんだ期待が胸の鼓動を高鳴らせる。頭の中が沸ふつ騰とうしてしまいそうに熱くなり、やがて思考が覚おぼ束つかなくなる。

　季節外れの今、急に訪れることになったこの別荘。どうして、と疑問を抱いてはいた。

　三年も滞在していなかったのに、なぜ急な用事ができたのだろう。いったいどういう理由で自分も帯たい同どうするのだろうか、と。

　けれど婚約の相手が彼であるのなら、全てに納得がいく。

　そもそもミクが知っている年頃の男性など、彼一人しかいないのだ。

「お父さま、もしかしてわたしは──」

「そうだ。ブランヴィル侯爵家の嫡男、カイトくんの花嫁になるんだ」

　その時、父は嬉うれしそうなさみしそうな、なんとも複雑な表情で微笑んだ。
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　翌日、太陽がまだ顔を出していない早朝。

　ふと目覚めたミクは、自分がどこにいるのかしばらく理解ができなかった。

　薄うす暗ぐらい部屋の中で、最初に目に映うつったのは見み慣なれぬ天てん蓋がいだ。気づけば手や首元にふれる毛布の感触も、いつもとは少し違っているような気がする。

　横になったまま視線を巡めぐらせると、枕元には宝物であるオルゴールがあった。そのためようやく理解した。ミクは両親とルカと共ともに、エクラトンの別荘に滞在しているのだ。

　──夢じゃなかった。

　ベッドから起き上がるなり窓まど辺べに歩み寄より、小こ花ばな柄がらのカーテンを開ける。すると南側の大窓からは、朝あさ靄もやに白くけぶるエクラトン湖こが一望できる。

　自分が昨日、この別荘を訪れたのは現実での出来事。そして初恋の少年、カイトとの婚約が決まったということも、夢ではなく現実だった。

　──散歩でもしようかな。

　普段はわりと遅い時間まで眠っているミクだが、今日ばかりは違う。なぜか目が冴さえてしまい、とても二度寝などできそうにない。

　化粧台の鏡に自身の顔を映してみると、瞼まぶたがややむくんでいた。昨夜、なかなか寝つくことができずに、ベッドの上で寝返りを繰くり返していたからだろう。

「ミクさま、失礼いたしますわ」

　ミクが顔を洗っていると、廊ろう下かに繫つながる扉とびらがノックされ、ルカが現れた。

　隣の侍女部屋を割り振られた彼女は、ミクが起床したことをさっそく感知したらしい。いったい何時に起きていたのか、まだ早朝だというのに完璧に身み支じ度たくを整え終えている。

「今朝は早いですわね。もうお着替えになられます？」

「うん。ちょっと外に出てみようかなと思って」

「かしこまりました。では準備いたしますわね」

　ルカは一礼すると、ミクの部屋と続きの衣装部屋に消えていった。

「今日はこちらでいかがでしょう？」

　やがて戻ってきた彼女が手にしていたのは、紺こんと白の縦たて縞じま模も様ようのドレスだ。首元や袖そで、裾すそには繊せん細さいなフリルがあしらわれ、とても可愛らしい印象を受ける。

「散歩に出られるなら靴はこちらですわね」

　ドレスの横に並べられたのは、焦こげ茶ちや色の編あみ上げブーツと、厚あつ手での黒いケープ。

「じゃあそれでお願い」

　ミクが化粧台の前に座ると、ルカがすぐさま馬のたてがみで作られたブラシを握にぎった。

　まずは髪を整えるのが先だ。こうしていつも、ルカはミクの髪を丁てい寧ねいに梳とかしてくれる。

「いつもの髪型にいたしますわね」

　彼女はミクの髪を二つにまとめ、その根元に縦縞模様のリボンを結むすんだ。

　続いてドレスを身に着け、靴を履はいたミクは、ルカを伴ともない別荘の一階に下りる。

　まだ完全に夜が明けきっていないため、使用人たちの多くは眠っているのだろう。広間や応接間の辺りはひっそりと静まり返っていた。




「わたくしもご一緒させてくださいませ」

　厚手のケープを手にしたルカと共に、ミクは館やかたの外に出た。

　空はだいぶ白み始めているものの、太陽はまだ顔を見せてはいない。辺りには朝霧が薄く漂ただよい、エクラトン湖は相変わらず神秘的にミクの目に映っている。

　肌寒さを感じながら、別荘の庭園に足を踏ふみ入れる。薔ば薇らの木のアーチをくぐり、石造りの大階段を下り、小石が埋め込まれた通路をゆったりとした足取りで歩く。

「あら、ようやく日が昇のぼってまいりましたわね」

　ルカの声に振り返ると、まさに東の空に太陽が顔を出したところだった。

　差し込む光は、まるでダイヤモンドの輝きのようにまばゆい。辺りが瞬またたく間に晴れ上がり、エクラトンの地に完全な朝が訪れる。

　視線を巡らせれば、湖や伯はく爵しやく家けの別荘やブランヴィル侯こう爵しやく家けの森など、すべてが朝焼け色に染まっていた。森の中に建つ侯爵家の塔とうも、今ばかりは黄こ金がね色に見える。

　──カイトはいつあの塔に来るのかな。

　昨夜、ミクの父はこう話していた。『この別荘を訪れたのは、この地でミクとカイトくんの顔合わせをし、正式な婚約を取り交わすためだ』と。

　そのため侯爵家一家も、じきに隣の別荘に入る予定なのだという。

　そしてこの縁えん談だんは、そもそもミクの父が思い立ち、進めたものだとも言っていた。二人の婚約をブランヴィル侯爵に願ねがったところ、すぐに了りよう承しようの返事をいただけたのだとか。

　──わたしは嬉うれしかったけど、カイトはどうだったろう？

　疑問を抱きながら、ミクの足は自然と侯爵家の塔の方角に向いていた。

　カイトのことは、六年経たった今も忘れずにいたミクだ。事あるごとに彼の存在を思い出し、いつかは再会したいと願い続けていた。

　顔も知らない相手に嫁とつぐのが普通な今の世、初恋の相手と結婚できる自分はとても幸せだ。昨夜、ミクはベッドの中でそんなことを考え続けていた。

　──でももし、カイトが嫌いやがっていたらどうしよう……。

　ふと不安に襲おそわれたミクは、動かしていた足を無意識のうちに止めた。

　幼い頃は、いつだってミクのことを大切にしてくれた彼だが、今回の件を必ずしも喜んでくれているとは限らない。そもそもこの六年の間で、彼ががらりと変わってしまっている可能性もあるのだ。

「どうかなされました？　お部屋に戻ります？」

　いつしか隣に立っていたルカが、心配げにこちらを覗き込んできた。

「ルカ……わたし、怖こわい」

「カイトさまとお会いになるのが、ですか？」

　優秀な侍女は、ミクが言わんとしていることを的てき確かくに察さつ知ちしてくれる。

「カイト、変わっちゃってるかな？　わたしのことちゃんと覚えてくれてるかな……」

「そうですわね、お変わりになられている可能性は高いと思いますわ。十三歳から十九歳。男性が一番成長する時期ですもの」

「違うの。確かに見た目は変わってるかもしれないけど……」

　今、ミクが心配しているのは、外見よりも彼の内面のことなのだ。

「わたしと結婚するの、嫌じゃないかな。もうわたしのことなんて覚えてなくて、どうでもよくなってたりしたらどうしよう」

「それはカイトさまと再会し、一緒にいてみなければわかりませんわ。共に時間を過ごし、寄り添い、口づけを交わし、肌はだを重ねることで初めて知ることもたくさんありますもの」

　肌を重ねる。突とつ如じよそんなことを言われれば、ミクは激しく面めん食くらった。

「そ、そういうことではないんだけど……！」

「あら、お顔が真っ赤ですわよ」

「だってルカが急におかしなこと言うから！」

「まあ、何をおっしゃいますの。男と女にとって、とても大切なことですのに」

　ルカは頰に手をあて、意味ありげにも見える微び笑しようを浮かべている。

　──大切って……確かにそうかもしれないけど。

　自分はまだ幼いのだろうか。いまいち理解できなくて、ただ顔を赤くするばかりだ。

「とにかく今、不安になる必要はありませんわ。そのようなことに時間を費ついやすよりも、カイトさまと再会した時、とびきりの笑顔を作れるよう練習したほうが有意義ですわよ」

　確かにルカの言うとおりだ。今、いくら思案したところで、結果は何一つ変わらない。

「うん……そうよね。会う前から不安になっていてもしかたないし……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、ミクはようやくルカと共に歩き出した。

「あのね、あそこの塔でカイトと遊んだの」

　彼との思い出をルカにも知ってほしくて、ミクはつい声を弾はずませた。

「中には部屋があって、カイトはいつもそこにいたのよ。懐なつかしいから塔の前まで──」
















　行ってみようと思って。そう続けようとして、しかし次の瞬間にはハッと息をのむ。

　──あれは……！

　ミクの視線の先に建つ石造りの塔。その屋おく上じように、人影のようなものがある気がしたのだ。

「ミクさま？　どうかなされました？」

　ルカに声をかけられたが、とても言葉を紡つむげるような状態ではなかった。ミクの心臓は、いつしかばくばくと激しく脈みやく打うっている。

　下から見上げている状態なので、塔の上に本当に人影があるのか否いなか、定かではない。

　けれどもしそこに誰かがいるのなら、それはきっと。

　──カイト……！

　そう予感した刹せつ那な、ミクは無意識のうちに駆かけ出していた。

「ミクさま、どうなされましたの!?」

　ミクが急に走り出したので驚いたのだろう。背後から焦あせったようなルカの声が追おってくる。それでもミクは、速度を緩ゆるめることなく塔に向かって進み続けた。

　なりふり構わず走るなどはしたないとか、侍女を置き去りにするなど論外だとか、そんなことは今はどうでもよかった。カイトと再会するのが怖いとか、彼は自分を覚えているだろうかとか、その一瞬、全ての不安が塵ちりとなる。

　彼の存在を現実的に感じた今、ミクを駆り立てているのはただ一つの願いだけだ。

　──カイトに会いたい！

　その想いが、彼の元へとミクを疾しつ走そうさせる。

　背の高い木々がひしめくように立ち並ぶ森の中、二つに結んだ髪が忙せわしく揺ゆれる。下草や落ち葉を踏む音と、ミクの荒い呼吸音が混ざり合う。

「ミクさま、お待ちになってください！」

　ミクとルカの距離は、もうだいぶ大きくなってしまっていた。それでもミクは、幼い頃に何度も通った小こ径みちを、振り返ることなく走り抜けたのだ。

　──懐かしい……。

　かつて鐘しよう楼ろうだったというその建物は、白と灰はいの石造りで、所々に月や太陽や草花などを模した彫ちよう刻こくが施ほどこされていた。入り口はステンドグラスがはめ込まれた両開きの扉だ。たどり着くなりドアノブに手をかければ、それは軋きしむような音を立て簡単に動き始める。

「開いた……」

　カイトがこの地を訪れなくなってからの三年間、ミクは何度もこの場所に足を運んでいた。だがその時、この扉はいつも固く閉ざされていたのだ。

　──やっぱり誰かいるんだ。

　ミクは躊躇ためらうことなく塔の内部に足を踏み入れた。埃ほこり臭くさい空気に顔をしかめながら、螺ら旋せん状じように続く石造りの階段を全力で駆け上り始める。

　塔の内部は特徴的な造りになっている。

　階段をひたすら上っていくと、やがて現れるのは東西南北どの方角にも設もうけられた大窓だ。昔はそこに鐘かねが下がっていたらしいと、カイトが話していたのを覚えている。

　さらに上ると、次に小さな部屋が現れる。そこにはかつて、鐘を鳴らすことを生なり業わいとしていた人が住んでいたのだとか。

　幼い頃、ミクが息せき切ってその部屋を訪ねると、カイトは笑顔で迎え入れてくれた。二人はそこで多くの時を過ごし、きらめくような思い出を作ったのだ。

「カイト……カイトなの!?」

　部屋の前にたどり着くなり、ミクは息つく間もなく扉を開け放った。

　しかし中には誰の姿もない。

　部屋の内装は当時のまま。中央に配されたテーブルや椅い子すやソファなど、目にした瞬間、胸に懐かしさが込み上げてくる。小さな窓や草花模様の絨じゆう毯たん、奥に置かれたベッドなど、六年経ってもわずかも色いろ褪あせていない。その一つ一つをミクはよく覚えている。

　──誰もいない……けれど、部屋は使われている？

　そう。部屋の中は、長らく使用していないとは思えないほど小こ綺ぎ麗れいだった。そしてどことなく人の温ぬくもりが残っているようにも感じられたのだ。

　ミクはさっそく踵きびすを返し、再び螺旋階段を駆け上った。向かった先は、先ほど人影があったように見えた屋上だ。そこに出るための扉を力まかせに開け放つと、強烈な光に一瞬、目が眩くらむ。いつしかすっかり顔を出していた太陽が、辺りにまばゆい光を落としていた。

　──眩まぶしい……。

　耐えきれなくてつい瞼を閉じた時、名前を呼ばれた。

「ミク……？」

　それはどこかで聞いた覚えのある、耳に心地ここちよく響ひびく声だった。

　おそるおそる目を開けたミクは、声が発はつせられた方角に顔を向け、「あっ」と驚きよう愕がくに肩を震ふるわせた。

「あなたは……！」

　塔の屋上に置かれたベンチに、片かた膝ひざを立てて座っている青年。それは昨日、ふと立ち寄ったエクラトンの街で出会った青年──あの軍人の彼だったのだ。

　間違いない。今、彼が着ているコート風の軍服も昨日と全く同じものだ。朝日を受けて輝く紺色の髪も、こちらをひたと見つめる青い瞳ひとみもそう。整った顔立ちも凜りんとした雰ふん囲い気きも、全て覚えがある。

　ミクは頭の中を真っ白にしたまま、その青年とひとしきり見つめ合った。

「どうして、あなたがここに……？」

　ようやく口を開けば、彼は呆あきれたような笑みを浮かべた。

「さすがにもうわかるだろう？」

　そこでいよいよミクは確信する。

　──カイトに似ているはずよ。

　昨日、ミクは目の前の青年の中に、幼おさな馴な染じみの少年の面影を見た。

　それもそのはず。なぜなら彼こそがミクの初恋の少年、カイトその人だったのだから。

「どうして言ってくれなかったの、昨日……」

　自身が気づかなかったことを棚たなに上げ、ミクは彼のことを責せめた。

「昨日、あの場で教えてくれればよかったのに……！」

　そこでふと疑問を抱く。

「もしかしてカイトも気づいてなかった？　昨日、会ったのがわたしだって……」

「そんなことあってたまるか」

　即座に否定した彼は、いつしか真剣な眼差しをこちらに向けていた。

「男たちに絡からまれている後ろ姿を見た瞬間、すぐにわかった。あれはミクだ、と」

「だったら教えてくれればよかったのに……わたしだけ知らなかったなんてずるい……！」

　子供のように首を横に振りながら、不条理な主張を彼にぶつけた。そうして怒ったような態度をとっていなければ、今にも涙が溢あふれてしまいそうだった。

「ずるいのはおまえだ。いきなり現れて、俺を振り回した」

　男たちに絡まれているおまえを見つけた時、俺がどれだけ焦ったか。

　カイトは昨日と似た台詞せりふを口にして、ベンチから腰を上げる。

「来ちゃダメ！　……お願い、まだそこにいて」

　彼がこちらに向けて一歩を踏み出したので、ミクは慌あわてて後あと退じさった。

「どうして？　なぜ俺から逃げる」

「だって……」

「俺のことなどすっかり忘れてしまっていたか？」

「そんなことない！　ずっと会いたいと思ってたもの……！」

　そう。離れてからもいつだって会いたいと思い続けていた。

　けれどどれだけ願っても叶かなわなくて、その度に胸が痛んで、切せつなくなって──そんな六年分の想いが、喉のどの奥まで込み上げてきているのだ。今、カイトにふれられれば、その瞬間、きっとミクは泣き出してしまう。

「お願い、ちょっとだけ待って。落ち着くから」

　しかしカイトは、その要望をいとも簡単に却きやつ下かした。

「そんな暇ひまを与えてたまるか」

　彼は逃がさないとばかりに距離を詰めると、ミクの頰ほおに向けて大きな手をのばしてくる。

「まずは確かめさせてくれ。本当に今、おまえがここにいるんだってことを」

　直後、彼は温かな手で、ミクの耳から頰にかけてを包み込んだ。

　どうしてだろう。その指先は、かすかに震えているようにも感じられる。

　見上げるほどに高くなった背。腕や肩の感触もミクとは全然違う。細身だけれどしっかりしていて鋼はがねのように硬い。そういえば声もずいぶん低くなった。

　──大人になったんだ……この六年の間に。

　ミクは彼の変化をまざまざと感じていた。そしてそれは、おそらくカイトも同じだった。

　彼はミクの存在を確かめるかのように、頰や額の辺りを何度も撫なでてきた。その顔には、様々な感情を押し殺すような、切なげな笑みが浮かべられている。

「ミク……本当におまえなんだな」

　頰に添えられた彼の手に、ミクは自分の両手を重ねた。

「うん、カイト。わたしだよ。……あなたに会うために、またこの塔に来たの」

　ミクは泣き笑いのような笑顔をカイトに向ける。

　すると次の瞬間、屋上に落ちる二つの影が一つになった。ミクとカイトはそうすることが当然のように、自然と抱き合っていたのだ。

　ミクがカイトの腕の中に飛び込むのが先だったのか、彼の腕がミクを抱き寄せるのが先だったのか、どちらなのかはよくわからない。ただミクは彼の軍服の胸元に顔を押しつけたまま、子供のように泣き続けた。

「カイト……カイト！」

　今こうしていることがとても現実だとは思えなくて、確認のために何度も繰くり返してしまう彼の名前。その度にカイトは小さく頷うなずき、あやすようにミクの背を撫でてくれた。

「泣き虫なところは変わってないな。昔からミクはよく笑ってよく泣いていた」

　幼い頃を思い出しているのだろうか。カイトはミクを抱きしめたまま、くすりと笑う。

「だが見た目はだいぶ変わったか……驚くほどに綺麗になった」

　耳元で囁ささやくように言われれば、ミクの全身はカッと熱くなった。

　やがてカイトは、わずかに身を離し、ミクの顔を覗のぞき込んできた。

「俺に会いたかったか？　この六年、俺のことを忘れずにいたか？」

　ミクはすぐさま首を縦に振る。

「本当に？　ちゃんと言葉にして言ってくれ。俺に会いたかった、と」

「本当だけど……どうしてそんなことを言わせるの？」

　自分の気持ちをあらためて言葉にするのは、かなりの恥はずかしさを伴う。それに先ほど『ずっと会いたいと思ってた』と彼に告げたばかりなのだ。ミクの態度を見ていればそれが真実であるとわかるはずなのに、大人になったカイトは少し意地悪だ。

「すぐに俺だと気づかなかった罪への罰だ」

　どうやら昨日のことを根に持っているらしい。

「顔をもっとよく見せてくれ」

「いや。だってきっとひどい顔してるもの」

「それでもいいから……俺に会えて喜んでいるおまえの顔が見たい」

　カイトはミクの顎あご先さきを摑つかみ、強引に顔を上向けさせた。

「確かに。涙でぐしゃぐしゃだな」

　彼が目を細めた直後、再び息ができないほど強く抱きしめられる。

　瞼を閉じたミクは、彼の胸元に顔を埋うめ、ようやく緊張を解といた。朝の陽光が惜しみなく降り注ぐこの時、まるで時間が止まったかのようにも──あるいはここから動き出したかのようにも感じられた。

「ただいま、ミク……やっとおまえに会えた」

　カイトは長い息を吐はき、ミクの青緑色の髪に頰を擦すり寄せた。

　──変わってない。やっぱりカイトはカイトだ。

　彼の温もりや優しさに包まれ、ミクはすっかり安あん堵どしていた。

　彼と再会する前に抱いていたいくつもの不安は、いつしか朝霧と共に消えていた。
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　それから二人は、塔の中にあるカイトの部屋で時を過ごし、やがて夕方には別れた。

　そして日が沈み、月が顔を出し、数多の星々が空に輝き始めた頃。

　──ここに来るのも六年ぶりか……。

　カイトは一人、ブランヴィル侯爵家の別荘の本館の前に立っていた。

　三階建ての石造りの館は、月光に照らされ夜や陰いんに青白く浮かび上がって見える。

　──行きたくはないが、行かなければいけない。

　カイトは躊躇ためらいを振り切り、正面玄関から館の中に足を踏み入れた。するとすぐさま応接間の扉が開き、中から男児と女児が飛び出してきた。

「お兄ちゃま、今来たの？　遅いー！」

「大だい遅ち刻こくー！　罰として僕たちと遊ばなくちゃいけないんだよ！」

　彼らの名前はレンとリン。六歳になったばかりの双ふた子ごの兄きよう妹だいで、カイトの弟と妹だ。

「悪い、ちょっと用があってな。──おまえたちは？　ちゃんと良い子にしてたか？」

　二人はカイトの側までやってくると、「うん！」と機き嫌げん良よく答えた。まるではしゃぐ子犬のようだ。小刻みに体を弾ませながら、カイトの脚にまとわりついてくる。

「お兄ちゃま、お仕事だったの？　ぐんの？」

　緑みどり色の瞳でこちらを見上げてきたのが、妹のリン。

「どうしてお仕事するの？　たまには僕と遊んでくれたっていいのに！」

　不満げに丸い頰を膨らませているのが、弟のレンだ。

　瓜うり二ふたつな彼らを見分けるには、髪型と服装で判断するのが速すみやかだ。といっても今は、二人とも似たような夜よ着ぎと帽ぼう子しを身に着けているため、なかなか困難なのだが。

「ほら、少し落ち着け。そろそろ寝る時間だろう？　あまり騒ぐと眠れなくなるぞ」

　カイトがその場にしゃがみ込むと、二人は軍服の胸元に抱きついてきた。そうできることがよほど嬉しいのか、顔には満面の笑みが浮かんでいる。

　と、その時、応接間の扉が再び開き、中から深しん紅くのドレスを身に着けた女性が現れた。

「レン、リン、何度言ったらわかるのかしら。そんなものに抱きついてはいけません！」

　彼女はカイトの父、ブランヴィル侯爵の妻であり、双子たちの母親だ。カイトにとっては義ぎ母ぼにあたる女性で、名をアデリーヌという。

　確か歳は三十九だったろうか。細い眉をキッと吊つり上げた彼女は、早足でこちらにやってきた。黒い瞳にはカイトに対する怒りと嫌悪感がありありと滲にじんでいる。

「義は母は上うえ……お久しぶりです。昨夜こちらに到着し、今まで塔で過ごしていました」

　すっくと立ち上がるなり一礼すると、彼女は苛いら立だたしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「ここへの立ち入りは禁じたはずよ。まったく……薄うす汚ぎたない人間と顔を合わせなければいけないなんて、こんな屈くつ辱じよくないわ。さっさと家を出るか死んでくれればいいものを……！」

　久々に浴びせられる酷こくな言葉の数々が、カイトの心に深々と突き刺さる。

　こうして義母とまともに顔を合わせるのは、約半年ぶりのことだ。

「申し訳ありません。父上がいつこちらに着く予定なのかをうかがいに来たのですが」

「着いたら知らせるに決まっているでしょう。それまではあの塔に籠こもり、決してこちらに顔を出さないで。くれぐれもこの子たちには接触しないでちょうだい！」

「……はい、わかりました。僕の補佐官である女性を連れてきています。その者をこちらに置きますので、何か用がある際には伝でん令れいに使ってください」

「わかったから！　とっとと消えてちょうだい。ああ、もう気持ちが悪くてどうにかなってしまいそうだわ……！」

　我慢の限界なのだろう。義母は忌々しげに、結い上げた黒髪を搔かきむしり始めた。

　その形相は凄すさまじく、目にした双子たちが途端に不安そうな表情になる。

「では失礼いたします」

　挨あい拶さつもそこそこに、カイトは早急にこの場を立ち去ろうとした。しかし一歩を踏み出した脚に、再び双子たちがまとわりついてくる。

「お兄ちゃま、どこに行くの？」

「久しぶりなんだもの、行かないで……！　もっと一緒にいてよ！」

　不仲な義母の子供とはいえ、カイトにとっては可か愛わいい弟てい妹まいだ。できることなら彼らの願いに応え、存分に側にいてやりたい。けれどそれは到底無理な話だ。

「悪い……おまえたち、ちょっと離れてくれるか？」

　悔しさやもどかしさを抱えつつ、平然を装い双子たちの肩に手を添そえる。

　しかし次の瞬間には、その手をぴしゃりと叩たたかれていた。

「やめて、汚らわしい……！　この子たちにはさわらないでと言ったでしょう！」

　顔を真っ赤にした義母が、カイトと双子たちの間に割り込んできた。

　彼女はカイトを叩いた手を、ドレスで一心不乱に拭ぬぐい始める。まるで汚お物ぶつでもさわってしまったかのようなその態度に、カイトは悲しみを押し隠した微笑で応えた。

「申し訳ありません……では失礼します」

「あっ、お兄ちゃま、どこに行くの!?　レンとリンと遊んでくれないの!?」

　カイトは振り返ることなく、逃げるように館の外に出た。

　背後から追ってくる双子たちの声には、一度だって答えてやることができなかった。




　──あの人は相あい変かわらずだな……。

　夜色に染まる森の中。慣れた小径を迷うことなく歩き、カイトは塔へと戻った。

　入り口に置かれた燭しよく台だいに火を灯ともし、螺旋状に続く長い階段を上っていく。壁に映り込む自分の影は、まるで怪物のそれのように巨大で薄気味悪い。塔の内部に響き渡る靴音が、カイトの孤独感をよりいっそう刺激する。

　自分が義母にひどく嫌きらわれている。そう気づいたのは、物心がついてすぐの頃だった。

　──いや、義母上だけじゃない……父上だって俺を嫌っている。

　幼い頃から、カイトはいつだって両親から虐しいたげられてきたのだ。

　王都の西側に位置するブランヴィル侯爵家の領地。そこに建てられた侯爵邸では、使用人部屋に似た一室を与えられ、邸内を自由に歩き回ることを禁じられた。そして毎年の春から夏にかけてを過ごしたこの別荘では、森の中に建つ塔で生活することを強しいられた。

　──いらない存在だったのだ、俺は。

　幼いカイトはいつしか笑うことを忘れ、絶望の数だけを数えながら生きるようになった。

　辛いということも忘れてしまうほどに辛くて、さみしくて、苦しくて──幼いながらに、自分には何もないと思っていた。

　そんなカイトに転機が訪れたのは、今よりおよそ十年前。カイトが九歳になったばかりの春のことだ。

　その年、例年どおりに訪れたエクラトンの別荘で、『あなたが息をしているだけで不快だわ！』と、いつものように義母から残酷な言葉を浴びせられたカイトは、塔の入り口で一人、泣いていた。するとそんなカイトに、声をかけてくる者があったのだ。




「──どうしたの？　泣いているの？」

　そう話しかけられた時、カイトはびっくりして身を震わせた。

　顔を上げればすぐそこに、自分よりいくつか年下に見える女の子が立っていた。

　エクラトン湖の水面をそのまま映したような、綺麗な青あお緑みどり色の髪の少女だ。同色の瞳は真ん丸で、その眼差しはまっすぐカイトに向けられている。

「ねえ、泣いてるの？」

　重ねてそう問うてきた彼女は、塔の入口でうずくまるカイトを心配しているようだった。

　その気き遣づかいがうっとうしくて、カイトはついぷいと顔を背そむける。

「泣いてなんかない。雨が降ふってきただけだ」

　頰を濡ぬらす涙を無造作に拭ぬぐい、平静を装う。天気は快かい晴せい。雨なんて降るはずがないのに。

　すると少女は、カイトの隣にいきなり腰を下ろした。

「どうして泣くの？　わたし、知ってるのよ。あなた昨日もここで泣いてたでしょう？」

　──見られていたのか。

　恥ずかしくなったカイトは、たちまち頰を赤くした。

「ねえ、さみしいの？　お父さんは？　お母さんは？　お姉さんは？」

　慰なぐさめているつもりなのだろう。無む垢くな少女は、こちらに向けて小さな手をのばしてくる。

　──温あたたかい……。

　その手が頰にふれた瞬間、カイトの瞳からぽろりと涙がこぼれ落ちた。

　こうして誰かの温ぬくもりを感じるのはいつ以来だろうか？　必死に記憶をたどってみるが、カイトの脳裏に思い浮かぶ光景は何一つなかった。

「泣かないで」

　少女は、カイトの頰を両手で包み込むようにしてきた。

「わたしがそばにいるから……いっぱいいるから、だから泣かないで。ね？」

　少女自身、今にも泣き出しそうな顔をしているのに、「泣かないで」と繰り返す。

「そうだ、これあげる。さっき向こうで見つけたの！」

　やがて笑顔と共に差し出されたのは、おそらくその辺りで摘つんできたであろう小さな花だ。薄桃色のそれを渡せばカイトが喜ぶとでも考えたのか、彼女は目を輝かせてこちらの反応をうかがっている。

「ねえ、これから一緒に遊ぼう？　わたし、そっちのおうちにいるの。だからいっぱい遊ぼう？　ね？」

　隣の別荘の住人らしき彼女は、何度も何度も「遊ぼう？」と口にし続けた。それこそカイトが「わかったよ」と渋しぶ々しぶ頷うなずくまで、何度でも。

「でも僕は君の家には行けないんだ。だから君がここに来てくれるなら遊べるけど」

「じゃあわたし、毎日来るね」

「毎日？　本当に？」

「うん、本当よ。よかった！　お友達がいなかったら、わたしもさみしかったの」

「……君もさみしかったの？」

　すると少女は、「うん」と、今手にしている花のような、可か憐れんな笑みを浮かべた。

　──絶対に噓うそだ。だってさみしかったらこんなに綺麗には笑えない。

　きっとこの少女は、多くの人たちから愛され、この上なく大切にされているはずだ。だからこれほど澄すんだ瞳をし、他人を気遣うことができるのだ。

　──僕とこの子は違う。

　だがこの笑顔を毎日見られるのならば、それも悪くない。そう思ったカイトは、少女の手からようやく花を受け取った。それはカイトが生まれて初めてもらった贈り物だった。

「わかった……じゃあ僕たち友達になろう」

「うん、約束ね。わたしたち、一番のお友達になるの」

　その日から少女は、薄暗い森の小径を抜け、約束どおりカイトの前に毎日現れた。

　そしてカイトは、人を愛するということを、彼女に教えられたのだ。




　──懐かしい。ミクと出会ったのは、もう十年も前のことになるのか。

　塔の中の自室に戻ったカイトは、手にしていた燭台をテーブルの上に置いた。軍服の上着を脱ぎ、タイを緩ゆるめてソファに腰を下ろす。

　ミクとの婚約。それを父から聞かされたのは、つい五日前のことだ。普段は王宮内に置かれた国軍宿舎で生活しているカイトだが、突如家に呼び戻され、告げられた。

『顔合わせはエクラトンの別荘で執り行うこととなった。私も仕事が片付き次第、向かう』

　カイトの意志などあってないようなものなのだろう。その時にはもう、先々の予定までも勝手に決められていた。

　そのためカイトは、国軍宿舎に戻るなり慌ただしく休きゆう暇かを申しん請せいした。そして自分の補佐官であり同期でもあるメイコを軍から借り出し、ここエクラトンの地にやってきたのだ。

　──昨日、思いつきで街を歩いたのは正解だったな。

　六年ぶりの再会だ。何かミクに似合うものでも贈ることができればと、カイトは急きゆう遽きよ、街に立ち寄ることにした。十六歳になった彼女は何を好むのか。結局、悩みに悩んでしまったカイトは、何一つ購入することはできなかった。

　しかしそこで偶然、ミクを発見したのだ。

　──あの時は本当に驚いたな。

　彼女が暴漢に絡まれていたこともそうだが、何より彼女が美しく成長していたことに驚いた。そして彼女がカイトの正体に気づかなかったことに、もどかしさを覚えた。

　この六年、ミクのことを想わない日など一日もなかったカイトだ。だからこそ後ろ姿でも彼女を見つけ出せたというのに、一方のミクはそうではなかったらしい。

「……いや、やめよう。こんなことを考えても虚むなしくなるだけだ」

　ぽつりと呟いて、ソファの上で横になった。

　燭台の火がちらりと揺ゆれる度に、天井に映る影が生き物のように動く。それをぼんやり眺ながめていると、やはり頭の中は彼女のことで満たされていく。

　──驚いたと言えば、今け朝さのこともだ。

　早朝、彼女がこの塔に現れた時も、カイトは激しく動揺した。

　あまりに突然のことだったので、夢でも見ているのではないかと自身を疑ったほどだ。

「……変わってなかったな、あいつ」

　十歳から十六歳。容よう姿しは大きく変わったが、その中身や仕し種ぐさは昔と同じ。

　あの輝くような瞳も、相手をまっすぐ見つめて話をするところも、不安になるとすぐに眉がハの字になるところも、どれもこれも幼い頃の彼女のままだ。

　あの笑顔を──花のような印象の笑顔を六年ぶりに目にした時、カイトの心はやはり彼女に奪うばわれた。一瞬で彼女の虜とりこになり、再び恋に落ちたのだ。

　再会を果たしたあと、二人はこの部屋で、離れて過ごした期間のことを報告し合った。

　その間、カイトの心臓が高鳴り続けていたことに、ミクは気づかなかっただろう。

　彼女の長い睫まつ毛げや白い頰や小さな唇くちびる。それにふれてみたいとカイトが考えていたと知ったら、彼女はどう思うだろうか。

　──そもそもミクは、俺との婚約の件を知っているのか？

　ふと疑問を抱いて不安になった。ミクは全てを知った上であんなにも再会を喜んでくれたのか。それとも何も知らずにただ無邪気に喜んだだけなのか。

「……わからないな」

　わからない。けれど聞けない。聞くのが怖いと、カイトは思う。

　六年前。レンという弟が生まれたことをきっかけに、父はカイトを無理やり国軍に入れた。そして失ってしまったと思った宝物──ミク。

　それを今度こそ手に入れることができるのなら、自分のこのひどい人生もそう悪くないのではないか。もし彼女と共に生きることができるなら、自分のささやかな夢だって捨てても惜しくないのではないか。カイトはそう考え始めていた。

　──あとはただ、ミクが俺を受け入れてくれることを願ねがうばかりだが。

　そのためには何をどうするべきかと、カイトは頭を悩ませる。

　願うだけでは幸せはやってこないということは、子供の頃に嫌というほど実感した。ならば唯一欲しいものを手に入れるために、カイトはここで動かなければいけないのだ。

「……攻めるか」

　──あいつが俺のことを、一人の男として、ちゃんと意識するように。

　いつまでも幼馴染みのままではいたくない。カイトはミクに、自分と共に恋に落ちてほしいのだ。そして婚約の件を、心の底から喜んでほしい。

「──逃がすつもりはないからな、ミク」

　一方的に宣戦布告して、瞼を閉じた。

　やがてカイトは、引きずり込まれるように深い眠りに落ちていった。
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　翌朝、ミクはまたしても早い時間に目を覚ました。

　けれど今日は、すぐさま起き上がらずに、ベッドに横になっていた。

　目覚めた瞬間から、ミクの頭の中はカイトのことでいっぱいだった。そのため何度も寝返りを打ちながら、昨日の出来事をあれこれ考え続けていたのだ。

　──カイト、すっかり大人の男の人になってたな……。

　思い出すのは彼の低い声や笑った顔、抱きしめられた時に感じた力強さや安心感だ。

　あの時、彼はどういう表情をしていた？　こう話した時には、彼はなんて言ったの？　ミクはできるだけ詳しよう細さいに記憶をたどろうと試みる。

　そんなことをしているとあっという間に時間が経ち、ふと気づけば時計の針は午前八時半を指していた。そのためミクはさすがにベッドから下り、顔を洗い始めたのだ。

「おはようございます。だいぶ寒くなってまいりましたけど、今日もいいお天気ですわね」

　数分後には廊下に面したドアがノックされ、ルカが顔を見せた。

　部屋の中に入ってきた彼女は、一礼するなり、さっそく衣装部屋の前へ向かう。

「今日はどのドレスになさいます？」

「ええと……どうしよう。どれがいいかな」

　ミクはルカのあとを追い、衣装部屋の中へと足を踏み入れた。

「このドレスはどうかな……それともこっちのほうが似合う？　あっ、でもやっぱりあっちのほうが可愛いかも……」

　小さな部屋いっぱいに並べられた数々のドレスを、ミクは一通り見て回った。

　それでも決めかねて視線を彷徨さまよわせていると、ルカがくすくす笑い出す。

「ミクさまが自ら衣装部屋にお入りになるの、初めてですわね」

　言われて初めて気がついた。確かにミクは、いつだってルカが選んでくれるドレスを、そのまま身に着けていたのだ。

　彼女の美的感覚を信頼しているというのも、もちろんある。だが大きな理由は、自分の外見を良く見せるために服を選ぼうと思ったことが、今まで一度だってなかったからだ。

「恋はすごいですわね。子供だった少女を女に変えるんですもの」

　ルカは頰を押さえ、ほうっと艶つやっぽい息を吐いている。

　──恋……わたしが恋をしている？　カイトに？

「うん……そうだと思う」

　ミクは自分でも驚くほど素直に頷いていた。

「だってカイトに会いたくて、少しだって離れていたくなくて、早く朝にならないかなって何度も目が覚めて……」

　今だってただちに彼に会いに行きたくてうずうずしているのだ。そのくせ少しでも綺麗に装よそおいたくて、ドレス選びに無む駄だに時間をかけてしまう。

「ねえルカ、これが恋なんでしょう？」

　すがりつくような視線を向ければ、ルカは色いろ香か漂う微笑を浮かべた。

「考えるまでもありませんわ。そう思うことこそが、すでに恋に落ちている証あかしですもの」

　彼女は立てた人差し指を唇にあて、「そう思いませんこと？」と、首を傾かしげている。

「ですから今日は、カイトさまがびっくりするほど綺麗になるよう支度しましょう？」

「うん、がんばる」

　気を取り直すかのように頷いて、ミクは再び衣装部屋に並ぶドレスたちを見て回った。

　カイトは何色が好き？　どんな服を好むの？　あれこれ考えているその間にも、カイトへの想いはますます募つのっていくのだった。




　それから一時間後。

　すっかり身支度を整えたミクは、軽い朝食を済ませたのち、館の外に出た。

　侯爵家の塔まで一人で行けると主張したのだが、ルカはそれを許してはくれなかった。

「塔の入り口まで送らせてくださいませ」

　そう言い張る彼女を伴い、ミクは森の中の小径を弾むような足取りで歩いていく。

「ですが、まさかあの軍人の方がカイトさまだったなんて驚きですわ」

「わたしもびっくりしたの。昨日、屋上にあの人がいて、頭の中が真っ白になって」

　結局、あれこれ悩んだ末に、ドレスはルカに見立ててもらった。

　彼女が選んだのは、黒と薄茶色を基き調ちようにした、少し大人びた意い匠しようのものだ。

「街で助けていただいた時には、全く気づかなかったのですか？」

「カイトに似ているなとは思ってたの。でもまさか本人だとは思わなくて……」

　あの時はまだ、彼との婚約の件を父から聞かされていなかったのだ。エクラトンの街に彼がいるはずがないと決めつけ、他人のそら似だと判断した。

「素す敵てきな方ですのね。容姿もそうですが、動作もすごく洗せん練れんされている印象ですわ」

　自分の想い人を褒ほめられ、ミクは頰をうっすら赤らめた。

　そう。幼い頃から優れた容姿をしていたカイトだが、大人になった彼はますます魅力的になっていた。見上げるほど高くなった背に、細身だが逞たくましい体つき。整った顔立ちには華やかさが加わり、表情や動作には余裕すら感じられた。

　そしてミクが気掛かりだった彼の性格や核かくとなる部分は、昔と全く変わっていなかった。

　──カイトはわたしの初恋の相手だったけれど。

　昨日、ミクはもう一度、カイトに恋をしたのだ。




「おはよう、カイト。……いる？」

　塔の前でルカと別れ、螺旋階段を上ったミクは、カイトの部屋の扉を軽くノックした。

　するとすぐさま扉が開き、中から白いシャツ姿のカイトが顔を覗かせる。

「おはようミク。昨夜はよく眠れたか？」

　実はそうでもなかったのだが、「うん」と首を縦に振った。あなたのことを考えていて、夜中、何度も目が覚めました。そんなこと冗談めかしてでも告げられなかった。

「本当に？　それにしては子こ兎うさぎの目が赤いが」

　カイトははめていた黒い手袋を外すと、ミクの目元にそっとふれてきた。その瞬間、何もかもを見透かされているような気になり、たちどころに恥ずかしくなる。

「ほ、本当よ。ちゃんとぐっすり寝たもの」

「ならいいが、無理はするなよ？」

　カイトはミクの頭をぽんと撫でると、さっそく部屋の中に招き入れてくれた。

「お仕事をしてたの？」

　部屋の中央に置かれたテーブルの上には、書類の束たばが山のように積まれていた。

　彼が携わっている仕事なのだろうか。昨日はそこになかったような気がするけれど、と、ミクは興味津々で視線をやる。

「補佐官を連れてきたんだが、彼女が持ってきていてな。今朝、ここに運び込まれたんだ」

　カイトは苦笑しながら、テーブルの上の書類を片付け始めた。

「あっ、そのままで大丈夫。わたし、すぐ帰るから」

　六年前と同様の感覚で訪ねてしまったが、彼の生活はもうあの頃とは違う。今は国軍に所属し、立派に仕事を持っているのだ。

　そういえば一昨日、ミクの父は言っていた。『カイトくんは国軍近この衛え隊たいの長だ。階級は少しよう将しようになる。まあ、いずれは侯爵家を継つぐんだ。国軍は退たい役えきするだろうが』と。

　国軍での彼の仕事がどのようなものか、ミクにはよくわからない。けれど少将という階級が高いものだということは、漠ばく然ぜんと理解できていた。

「ねえカイト。本当にそのままでいいから。ちょっと顔を見にきただけだから、ね？」

　書類を片付け続けているカイトに、ミクは重ねてそう告げた。

「どうして？　時間がないのか？」

「そういうわけじゃないけど……」

　カイトの仕事の邪じや魔まはしたくない。──いや、正しく言えば、ミクの存在が邪魔だと彼に一度だって思われたくないのだ。

「時間があるならゆっくりしていけばいい。……そうだな、外に散歩に出るか？　それともエクラトンの街に行って、昼飯をそこで食べるか？」

「どっちも賛成！」

　魅力的な誘いを受けて、ミクはつい目を輝かせていた。だが元気よく答えたあとで、しまった、と息をのむ。彼の仕事を優先したいと考えていたのに、これでは台無しだ。

「俺の仕事のことなら気にするな」

　ミクの思考を完全に見抜いているのか、カイトはくすりと笑みをこぼした。

「……本当に？　わたし、カイトの邪魔してない？」

「邪魔なわけあるか。そもそもおまえと一緒にいる以上に大切な時間など存在しないのに」

「え……」

　その時、甘い言葉と共に射いるような眼差しを向けられ、ミクの鼓こ動どうは大きく跳ねた。

　そのままひたと見つめられれば、戸惑うあまりに身じろぎ一つできなくなってしまう。

　やがて書類を片付け終えた彼は、呼吸音を感じられるような距離にまで詰めてきた。

「いつだっておまえの顔を見て、その声を聞いて、この髪にふれて……そうしていたいと思っているが、迷惑か？」

　ミクの髪の一ひと房ふさが、彼の指にいたずらに絡からめられる。何を、と目を瞬しばたたいているうちにそこに口づけを落とされ、ミクは心臓が破裂してしまうのではないかと錯覚した。

　なんと返せばいいのかわからずについ後退れば、逃がさないとばかりに腰を抱かれる。

「あの、カイト、あの……」

　しかし次の瞬間には、いきなりパッと手が下ろされ、ミクは解放された。

「……？　カイト？」

「つまり、俺がおまえを邪魔に思うわけなどないということだ。──わかったか？」

「え？　う、うん。それはわかったけど……」

「よし、ならばとりあえず外に出るか」

　言うやいなや、彼はずいぶんあっさりとミクの側から離れていった。

　──え……なんだったの、今の。

　迷惑か？　問われたそれにまだ答えを返していないのに、ついと近づいてきてはすぐさま背を向ける。彼のその理解しがたい態度に、ミクはいくらかの不満を覚えた。

「そうか……私服はメイコに持たせた荷物の中か」

　しまった、と舌打ちをしたカイトは、軍服の上着に袖を通し始めた。

　何事もなかったかのようなその態度に、ミクはやはり胸の中をもやっとさせる。

　──振り回されている、わたし。

　彼の行動にいちいち反応し、頰を上気させては胸を高鳴らせてしまう自分。

　それに比べてカイトはどこまでも余裕顔だ。むしろ戸惑うミクを見て面白がっているのではないかと、要らぬ考えまで抱いてしまう。

「さて、行くか」

「えっ、もう？　本当にお仕事しなくて大丈夫なの？」

　カイトがさっそく部屋を出ようとしたので、ミクは目を丸くした。

「ああ。そもそもこの書類の締切はだいぶ先なんだ。しかも元は俺のじゃない仕事だしな」

　彼は漆しつ黒こくの手袋をはめながら、顔に苦い笑みを浮かべている。

「急に休暇をとったから、上からの嫌がらせだ」

　──急に休暇をとった……？

　ということは、この地に来るということを、彼は直前まで知らなかったということだろうか？　そう考えた直後、ミクの胸中に大きな疑問が生じた。

　──わたしとの婚約のこと、カイトは知っているの？　それとも知らないの？

　侯爵から告げられてとうに知っているのか。あるいはこれから聞かされるのか。

「あの、カイト……あのねっ」

　わからないなら彼に直接たずねてみればいいと、ミクは口を開いた。

　けれど聞けない。もし彼がそれを望んでいなかったら？　そう思ってしまえば恐怖や不安で胸がいっぱいになり、身が竦すくんでしまう。

「どうした？　何か言いかけたろう？」

　口を開けたまま黙り込んだミクを見て、妙みようだと思ったのだろう。部屋の扉に手をかけたカイトが、眉をひそめてこちらを振り返った。

「もしかして体調が悪いのか？　どこか痛いとか……頭か？　腹か？　それとも──」

「ううん、違うの。どこも痛くないから気にしないで」

　激しく気を遣われて、ミクは慌てて否定する。

「それより、今からどこに行くの？」

「おまえはどこに行きたい？　近場ならどこにでも連れていってやれるが」

「だったらわたし、街へ行きたいな。カイトと一緒なら安全でしょう？」

　必死に話題を変えれば、彼は「もちろん」と唇で弧こを描いた。そしてミクの目の前に、手袋をはめた右手を差し出してきたのだ。

「誰であろうとも、指一本ふれさせやしない。命をかけておまえを守ると誓ちかうよ」
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　二日ぶりに訪れたエクラトンの街は、相変わらず買い物客で賑にぎわっていた。

　ちょうど昼時だからだろうか。街全体には美お味いしそうな食べ物の香りが漂い、訪れる人々の食欲を刺激する。

「どこか行きたい店はあるか？　それとも先に食事にするか？」

「わたし、古書店を覗いてみたいな」

「古書店は確かこの先の右側にあったと思うが」

「カイトは？　どこか見たいお店、ある？」

　ミクとカイトはあれこれ話しながら、街の目抜き通りを並んで歩いた。二人の背後からは、カイトの補佐官だというメイコと、ミクの侍女であるルカがついてくる。

　カイトと街へ出かけることが決まったあと、ミクはルカを呼ぶために一度、伯爵家の別荘へ戻った。そして再び塔に出向き、カイトが用意した馬に乗ってこの街を訪れたのだ。

　──今日は誰も絡んでくる気配がないけど。

　カイトとメイコが国軍の制服を身に着けているからだろうか。辺りを行き交う人々は、どこか遠巻きにミクとカイトのことを眺めているようにも感じられる。

「古書店で何を買うんだ？」

「何か珍めずらしい物語があればいいなと思って」

「ミクは物語が好きなのか」

「うん。主人公が世界を冒険して回るようなものが好きなの」

「……世界を？」

　意外に思ったのか、カイトは不思議そうに首を傾げた。

「それからわたし、新しい世界地図が欲しいんだけど、どのお店で売ってるのかな」

　すると今度は、彼は大通りの真ん中でいきなり立ち止まる。

「カイト？　どうかしたの？」

「……いや、悪い。少し驚いて」

　その言葉の通りに、彼は忙せわしく目を瞬いていた。

「おまえがまだ、世界に興味を持っているとは思わなかったから……」

　瞬間、ミクの脳のう裏りに、彼と過ごした幼い日の思い出がたちどころによみがえる。

「……ねえカイト、覚えてる？　昔、クラヴァーにいろいろな話をしてもらったよね」

「ああ。ミクはもう忘れてるかと思っていたが」

「忘れるわけない。だってわたし、クラヴァーの話、大好きだったもの」

　ブランヴィル侯爵家に出入りしていた、貿易商人クラヴァー。

　三本マストの大きな貿易船に乗って数あま多たの国を巡り、各地で貴重品や珍品を買いつけ、それをリュシオル王国内に持ち帰る──それが彼の仕事だった。

　そんな彼は、世界各地の様々な景色を観て、様々な人々と出会っていた。

「どこまでも続く砂の山の話とか、真っ白な神殿が立ち並ぶ街の話とか……」

「世界各国の酒だけを買い集めている男の話もあったな。それから巨大なダイヤモンドを探して、七十年もの間、地中深くを掘り続けていた男の話も」

　ミクとカイトは、顔を見合わせくすりと笑う。

　もっとたくさん。数えきれないほどの話を、五年の間にクラヴァーに聞かせてもらった。

「わたし、たぶん全部覚えてると思う」

「おそらく俺もほぼ言える」

「あの時、カイトと一緒にクラヴァーの話を聞いたから、世界に興味を持ったの」

　そして主人公が冒険する物語を読むことや、世界地図を眺めることが趣味になった。

「俺もそうだ。あの時、ミクと一緒にクラヴァーの話を聞いたから、いつか必ず貿易商人になろうと夢みるようになった。──と言っても、結局は軍人になってしまったが……」

　そこでふいに、カイトの瞳から輝きが失せた。彼は視線を足元に落とし、なぜか苦しげに拳こぶしを握っている。

「カイトは、本当は軍人になりたくなかったの？」

　ミクは素そ朴ぼくな疑問を口にした。

　六年前、彼が突如、国軍に入ると聞いた時、ミクはそれが彼の意志なのだと思っていた。

　だが実際はそうではないのだろうか。

「……いや、この話はいい。やめよう」

　カイトは取り繕つくろうような笑みを浮かべ、こちらに手を差し出してきた。

「まずは古書店に行くぞ。おまえが気に入る物語が見つかるといいが」

　どうやら彼は、ミクの質問に答えてくれる気はないらしい。しかしそれこそが何よりの返事に違いないと、ミクは考える。

「あのね、カイト」

　差し出された彼の手に、自分の手を重ねる。手袋越しでも、その温もりにときめいた。

「これも覚えてる？　いつか一緒に世界を旅しようねって話したこと」

　いつか一緒に世界中を旅して、たくさんの珍しいものを自分たちの目で見よう。そう誓ちかい合ったのは、確かカイトと離れてしまう直前のことだったと記憶している。

「二人でいろいろな国に行って、クラヴァーから教えてもらった話が本当かどうか、確かめようって言ってたよね」

　あの時すでに、カイトは貿易商人になることを夢みていたのだろうか。だからこそミクと、そんな約束を交わしたのだろうか。

「貿易商人にならなくたって、旅はいくらでもできると思うの」

「──……っ！」

　その時、カイトはハッと息をのみ込んだようだった。

「それに今じゃなくたっていつだっていいの。五年後だって十年後だって二十年後だって、二人一緒に行ければそれでいい。……そうは思わない？」

　両手でカイトの手をぎゅっと握る。するとすぐさま、彼も握り返してくれる。

「だって世界は消えてなくなったりしないもの」

　そうでしょう？　と笑みを向ければ、彼は何かを堪こらえるかのように瞼を閉じた。

「だからいつか一緒に行こうね」

　クラヴァーに教えてもらった、広くて大きな世界に。

「カイトが軍を辞めたあとだって、おじいさんになったっていつだって行け──え？」

　話の途中だというのに、ミクはおかしな声を上げた。

　なぜならカイトに強引に腕を摑まれ、近くの路地──建物の影に連れていかれたからだ。

「な……カ、カイト……!?」

　それだけではない。カイトはいきなりミクのことを抱きしめてきた。

　途と端たんにルカが「あらまあ」と息を吐き、メイコが「うわっ」と呆あきれたような声を落とす。

「カイト、ど、どうしたの……？」

　辺りを行き交う人々は、幸いにもこちらの様子には気づいていないようだ。けれど急にどうしてと、ミクはカイトの腕の中でじたばた暴れた。

　それでも彼はミクを解放しようとはせずに、苦しいほどの力で抱きしめ続けてくる。

「──今、急激に腹が痛くなった」

「えっ！　そうなの!?」

　思わぬ理由を告げられ、ミクは驚きに声を裏返らせた。

「だからしばらくこのままにしておいてくれ」

「ど、どうしよう……お医者さまを捜したほうがいい？　それともどこかで休んで──」

「いや、これはあと三分もすればけろりと治る病だ。だからどうする必要も無い」

「え……」

　果たしてそんな病が本当にあるのだろうかと、ミクは思わず眉根を寄せる。

「……だからもう少し。あと少しだけ、このままでいさせてくれ」

　苦しそうにも、切せつ羽ぱ詰つまったようにも聞こえる声。

　ミクを抱きしめるカイトの手は、かすかに震えているようにも感じられた。だからミクは、彼の背中に手を添え、そっと力をこめたのだ。

　──もしも彼が悲しみや苦しみを抱えているのなら、今だけは全て忘れられますように。

　心の中で、そう願いながら。










[image: ]







「ミクさま、今日もカイトさまのところに行かれますの？」

「うん。今日はカイトが珍しい世界地図を見せてくれるんだって」

　カイトと再会してから二週間。ミクは毎日彼を訪ね、多くの時間を彼と共ともに過ごした。

　侯こう爵しやく家けの塔とうの屋上から辺りの景け色しきを眺ながめたり、昔のようにエクラトン湖この周囲を散さん策さくしたり、彼の部屋でお喋りに興きようじたり──エクラトンの街まちにも三度ほど出向いた。

「では今日も塔の入口まで送らせてくださいませ」

「ありがとう。お願いするね」

　身み支じ度たくを整えたミクは、ルカを伴ともない自室をあとにした。

　本日、身に着けているドレスは、薄うす桃もも色と白を基調とした小こ花ばな柄がらのものだ。二週間経ってようやくミクが自分で選ぶことのできた、記念すべき一着である。

「よくお似合いですわ、そのドレス」

　螺ら旋せん階段に差しかかったところで、ルカが目を細めて言った。

「本当？　少し子供っぽくないかな」

「そんなことありませんわ。どうぞ自信をお持ちくださいませ」

「うん……ありがとう」

　くすぐったいような気持ちを抱えながら、ミクは軽い足取りで螺旋階段を下りていく。

　すると下りきったところで、偶然、父と出くわした。

「おはよう、ミク。こんなに早い時間から出かけるのか？」

「おはようございます、お父さま。今日はずいぶん早起きなのね」

　ちなみに早いと言っても、もう午前十時半だ。日は高く昇り、使用人たちは昼食の準備に取りかかっている。

　だが普段、正午頃に起床する父にしてみれば、充分に早い時間なのだろう。父はまだ眠そうな顔をしていたが、身支度はしっかり整え終えていた。

「お父さま、どこかに行かれるの？　それともどなたかいらっしゃるの？」

「ブランヴィル侯爵家から正式な使者が来たんだ。どうやら本日中には侯爵がエクラトンに到着される予定らしい」

　カイトの父であるブランヴィル侯爵がエクラトンにやってくる。ということは。

「いよいよカイトくんと正式に婚約を取り交わせるな」

　父は満足げに頷うなずいた。

　しかし一方のミクは、その時、大きな不安を胸に覚おぼえていた。

　なぜならミクとカイトは、互いに婚約の件には一度もふれていないから。彼がそれを知っているのか否いなか、いまだに謎なぞのままなのだ。

　──聞いてみようとは思うんだけど……。

　いざ口を開くと身が竦すくんでしまい、結局、全く関係のない話題を振ってしまう。

「ミクはこのところあちらにお邪じや魔ましてるんだろう？」

「うん……ごめんなさい。お父さまに報告しなくて」

　午前中、両親が眠っているのをいいことに、好き勝手に別荘を抜け出していたミクだ。途端にばつが悪くなって、視線を足元に落とす。

「いや、だいたいの報告はルカから受けていたからな、当然知ってはいたが……それで？　侯爵夫人にはちゃんとご挨あい拶さつしたのか？」

「ううん。だって一度もお会いしたことないもの」

「あちらの別荘で毎日過ごしているのに？」

「別荘と言っても、カイトはいつも塔のほうにいるから」

　どうやらルカは、そこまで詳しよう細さいな報告はしていなかったようだ。父が「どういうことだ？」と、問うような眼差しを彼女に向けている。

「ええと……ごめんなさい、お父さま。わたし、このあとカイトと約束してるの」

「そ、そうか。では詳くわしいことは帰ってきてからにするか？」

「うん。晩ばん餐さんのあとにゆっくりお話しましょう？」

　今はとにかく、一刻も早く彼が待つ塔に向かいたいのだ。焦こげ茶ちや色の編み上げブーツを履はいた足が、動き出したくてやきもきしている。

「気をつけて行ってきなさい。遅くならないようにな」

「はい、お父さま。ではまたあとで」

　軽く膝ひざを曲げて挨拶したミクは、ルカを伴ともないその場をあとにした。

「……ルカ、ありがとう。お父さまに詳しく言わないでくれてるのね」

　歩き出すなり礼を告げれば、ルカは口元を押さえて軽やかな笑い声を漏らした。

「わたくし、記憶力がよくありませんから、すぐに忘れてしまうのですわ」

　もちろんミクは、彼女があえてそうしてくれているということを理解している。

「ですが旦那さまが驚かれるのも当然ですわ。カイトさまはどうしていつもあの塔にいらっしゃるのでしょう？」

「うん……本当にどうしてなんだろう」

　出会った時からそうだったため、さして疑問も抱かなかった。だが指し摘てきされれば確かに妙みようだ。敷地内には立派な館やかたが存在するのに、彼は決してそちらに出向こうとはしない。

「……何か事情がおありなのかもしれませんわね」

　誰に聞かれるわけでもないのに、ルカは自然と声を潜ひそめた。

　その時、ミクの心中には、不穏な予感が隙すき間ま風かぜのように吹き込んでいた。




「おはようカイト。──あれ？　いないの？」

　塔の入口でルカと別れ、螺旋階段を上がったミクだったが、部屋の中にカイトの姿を見つけることはできなかった。そのため彼を捜さがしてすぐさま屋上に出た。

　カイトは時に、そこで仕事の書類に目を通していることがあるのだ。今日もそうなのかもしれないと考えるが、しかしそこにも彼の姿はない。

「お姉ちゃま、だれ？」

　代わりに見つけたのは可か愛わいらしい客人二人だ。

　屋上のベンチに座っていたのは、合わせ鏡のように同じ顔をした二人の子供だった。

　五、六歳くらいだろうか。柔らかそうな黄色の髪に、緑色の大きな瞳ひとみ。肌は雪ゆきのように真っ白で、思わず溜息を漏らしてしまうほどに愛くるしい顔立ちをしている。

　身に着けているのはフリルの付いたシャツと茶色のコートだ。髪を一つに結むすんでいるほうが男の子、黒いリボンを頭の上に着けているほうが女の子だろう。

「もしかして、レンくんとリンちゃん？」

　カイトの弟と妹に違いない。そう見当をつけて問いかければ、双ふた子ごたちは揃そろって頷いた。

「わたし、ミクっていうの。はじめまして」

　双子たちの前で膝ひざを折ると、二人は「はじめましてー」と、またしても揃って一礼する。

　その存在があまりに愛らしくて、ミクの頰ほおは自然と緩ゆるんでいた。

「レンくんとリンちゃんは、どうしてここにいるの？　お兄ちゃんと来たの？」

　ここで言う『お兄ちゃん』とは、もちろんカイトのことだ。

　しかし二人は、しゅんと項うな垂だれて首を横に振る。

「ううん、お兄ちゃまとは一緒じゃない」

　そう答えたのはリンだ。

「僕たち、お兄ちゃまを捜しに来たの。お兄ちゃまに遊んでもらおうと思って」

　よほどカイトと遊びたいのだろう。レンは白い頰を風船のように膨らませている。

「ねえ、ミクちゃん。お兄ちゃまがどこにいるか、知らない？」

「下の部屋にはいなかったみたいだけど、あっちのおうちにもいないの？」

「うん、いないの」

「そう……カイト、どこに行っちゃったんだろうね。いつもはここにいるんだけど……」

　そうこうしているうちにも、双子たちの顔色は急速に曇くもっていく。

「お兄ちゃまと遊びたかったのに……」

「お兄ちゃま、レンとリンのこと嫌いなのかなぁ」

「そんなことないと思う！」

　ミクは咄とつ嗟さに声を大きくした。

　カイトの口から、彼の家族について語られる機会は全くない。けれどこんなにも可愛らしい弟と妹を、あのカイトが嫌うとはとても思えなかった。

「レンくんとリンちゃんは、カイトのことが好きなのね？」

　双子たちは「うん！」と、たちまちお日様のような笑顔になった。

「あのね、お兄ちゃまにはあまり会えないんだけど、でも大好きなの！」

「レンも！　レンも大好き！　だってお兄ちゃま、優しくてかっこいいもの！」

　その言葉を受けて、ミクはまるで自分のことのように嬉しくなる。

　自分の想い人が、周囲の人からも大いに愛されている。それがこんなにも心を温かくするということを、この日、ミクは初めて知った。

「ミクちゃんは？」

　ふいに矛ほこ先さきを向けられたのは予想外のことだ。

「ミクちゃんもお兄ちゃまのこと、好き？」

　リンは緑みどり色の目をきらきらさせて、ミクの返事を待っている。

「うん、好きよ。……大好き」

　さほど躊躇ためらうことなく答えると、おしゃまな少女は重かさねて問うてきた。

「もう告白した？」

「えっ！　どうして!?」

「だって大人の人たちは、好きだと思ったら『告白』するものなんでしょ？」

　いったい誰に教えられたのか、リンはそう信じて疑っていないようだ。

「ねえねえ、『こくはく』ってなに？　それっておいしいの？」

　一方のレンは、リンの腕を摑つかんで左右に揺すり始めた。告白を食べ物か何かだと勘違いしているのか、眉をハの字にして、不思議そうに首を捻ひねっている。

「ええと、告白はまだしてないけど……」

「どうして？　なんでしないの？」

「うーん……どうしてだろう。怖こわいからかな、きっと」

　答えたあとに、そうに違いないと自分で確信した。

　そう。胸に抱く想いをカイトに伝えて、それを拒きよ絶ぜつされるのが恐ろしいのだ。

　──嫌われてはいないと思う。

　むしろ好かれているとも思える。彼の態度から受ける印象を、そのまま信じるならば。

　けれどそれが異性としてなのか否かはわからない。ともするとカイトにとってはレンやリンと同じ。ミクも妹のような存在にすぎないのかもしれないのだ。

　そのためいまだに婚約の件にも、一度もふれられずにいる。

「ミクちゃん、好きなら好きって、ちゃんと言ったほうがいいと思う！」

　黙り込んだミクを見て、がぜんやる気が出たのだろう。リンは小さな拳こぶしをぐっと握った。

「好きって言われたら、お兄ちゃまも喜ぶと思う！」

「うん……そうだといいんだけど」

　だがそう簡単には伝えられそうにない。

　なぜなら告白には、全てが終わってしまう可能性も、もれなくついてくるからだ。

「リンが言っておいてあげる？　ミクちゃんもお兄ちゃまのこと好きなんだよ、って」

「ありがとう。でもそれはまだ秘密にしておいてくれる？」

　ミクは人差し指を唇の前にあて、内ない緒しよのポーズを作った。

「いつか必ず自分でカイトに伝えるから」

　するとその時、三人の頭上から、いきなり低い声が降ふってくる。

「──俺にいったい何を伝えるって？」

　声の主ぬしはカイトだ。

　いつしか屋上に現れていた彼は、呆あきれたように腕を組んで双子たちの背後に立っていた。

「お兄ちゃま！　どこにいたの？」

　レンとリンは歓かん喜きの声を上げ、ベンチから飛び降りた。

「レンとリン、お兄ちゃまを捜しに来たの。遊んでもらおうと思って！」

　双子たちはカイト目がけて突進していくと、それぞれ彼の脚にしがみつく。

「カイト……！　もしかして今の話、聞いてた!?」

　ミクは声を上うわ擦ずらせながら立ち上がった。いきなりの彼の登場に、頭の中は真っ白。うろたえるあまりに体温が一瞬で急降下したような気がしていた。

「いや、おまえが俺に何かを伝える、というところしか聞いてないが」
















　どうやら何を伝えるかまでは聞き取れなかったらしい。

　ミクはほっと安堵の息を吐はいた。よかった、と実感しながらドレスの胸元を握っていると、やがてカイトがこちらにやってくる。

「おはようミク。昨日はよく眠れたか？」

「もちろん。ぐっすり眠ったよ」

「うん、確かに。今日の子こ兎うさぎの目は赤くないな」

　カイトはミクの顔をじっと観察し、「合格」と、ぽんと頭を撫なでてきた。

　この会話はもう毎日お決まりのものとなった。カイトはいつだって、ミク以上にミクの体調に気を遣つかってくれる。

　寝不足顔だと早めに帰らせようとするため、この二週間、ミクは普段以上に睡すい眠みんをとるよう心がけていた。おかげで別荘に持ち込んだ物語の数々は、いまだ手つかずのままだ。

「よし、じゃあ俺はこいつらを送ってくる。ミクはここで少し待っていてくれ」

　そう言うなり、カイトは双子たちの小さな体を抱え上げた。その途端にレンとリンは、手足をじたばたさせて激しい抵抗を見せる。

「いやー！　お兄ちゃまとミクちゃんと遊ぶの！」

「あっちには戻りたくない！　お願いお兄ちゃま、おーろーしーてー!!」

「ダメだ」

　一刀両断。カイトは双子たちを肩に担かついだまま、屋上の出入り口へ足を向けた。

「おまえたち、勝手にここに来ただろう？　今頃あっちでは大騒ぎになってるぞ」

「だってお母さまがダメって言うから！」

「それでも許可なく出てくるのは感心しないな。周りに心配や迷惑をかけてはいけない」

「でもリンもレンも、お兄ちゃまと遊びたいのに……」

　双子たちは今にも泣き出しそうに眉を下げ、カイトの肩にしがみついている。

「……ごめんな」

　カイトはふいに足を止め、何かを堪こらえるように空を仰いだ。

　しかしすぐにまた歩き出してしまう。双子たちの体を、宝物のように大事そうに抱えて。

「ミクちゃん、またね！」

「今度一緒に遊んでね！」

　螺旋階段に消えていく間ま際ぎわ、双子たちはこちらに向けて小さな手を振ってきた。

「うん！　リンちゃん、相談にのってくれてありがとう。レンくんも、またね！」

　ミクは精一杯の力で手を振り返し、去りゆく彼らを見送ったのだ。




　それから十数分後。塔の屋上に戻ってきたカイトは、腕に茶色の布製の袋を抱えていた。

「悪い。待たせたな」

「ううん、そんなことないけど」

　石造りのベンチに腰を下ろしていたミクは、立ち上がって彼のことを出迎えた。

　おそらく全力で走ってきてくれたのだろう。肌寒さを感じるような気温だというのに、彼の額には玉のような汗が浮かんでいる。

「さっきはこれを受け取りに正門に行ってたんだ」

　中には何が入っているのか。カイトは布の袋を抱えたまま、ミクと共にベンチに座った。

「あいつら、その間にここに来たんだな」

　かわいそうなことをしたな、と、彼は心苦しそうに眉まゆ根ねを寄せている。

「レンくんとリンちゃんに初めて会った。二人ともカイトのことが大好きなのね」

　ミクがそう言えば、カイトは口元に弧こを描いた。

「遊んであげるわけにはいかないの？　カイトと一緒にいたかったみたいだけど」

「うん……まあ、いろいろあってな。なかなか難しいんだ」

　途端に彼の表情が翳かげったような気がして、ミクはそれ以上何も言えなくなってしまう。

　──何か深い事情があるのかもしれない。

　ならば今はあまりふれないほうがいいだろうと判断し、別の話題を振ることにした。

「ねえ、そういえば昨日言ってた地図、持ってきてくれた？」

　昨日、カイトは『珍しい世界地図を見せてやる』と宣言していたのだ。その件を今初めて思い出したようなふりをすれば、彼は「ああ」と、ようやく声を明るくする。

「それがこれだ。国軍宿舎の俺の部屋に飾かざっておいたんだが、部下に頼んで送らせたんだ」

　彼が手にしていた布の袋の中から、小脇に抱えられる程度の球状のものが取り出された。

「これってもしかして……！」

「そう、地ち球きゆう儀ぎだ」

　カイトはその顔に、悪いた戯ずらっ子のような笑みを浮かべている。

「すごい！　一度、見てみたいと思ってたの。前に読んだ物語に地球儀が出てきてね、それでどんなものなんだろうって気になってて……！」

「ああ、わかったからとりあえず落ち着け。ほら、いくらでもさわっていいから」

「ありがとう！」

　ミクは喜びに目を輝かせた。

　以前読んだのは、確か西の海が舞台の海賊の物語だった。次にどの国の財宝を狙うか決定する際に、海賊船の船長が地球儀をくるくる回している描写があったのだ。

「お父さまに聞いてみたんだけど、リュシオル王国にはまだ流通していないって言われたの。だからしばらく見る機会はないと思ってたのに……！」

　それを今、ここで見られるなんて。それどころか手にとって自由に動かせるなんて。

「すてき……ここがリュシオル王国でしょう？　こっちが東でこっちが北よね」

　日頃から世界地図を眺めているため、各国の場所はよく把は握あくしているつもりだ。ミクは茶色の地球儀を膝の上に載のせ、何度も回してはあちこち眺め続ける。

「この地球儀は去年、クラヴァーに譲ゆずってもらったんだ」

「クラヴァーに!?」

　思わぬ名前を聞かされ、弾はじかれたように顔を上げた。

「クラヴァーは今も侯爵家に出入りしているの？」

「いや。今うちに出入りしているのは、彼とは違う貿易商人だ。……だが俺はもうずっと、クラヴァーと連絡を取り合っていた」

　そしてそれは現在も進行中なのだとカイトは言う。

「懐なつかしい……クラヴァーは元気にしてる？　今も世界を歩き回ってるのかな」

「ああ。一年のうち三分の二は旅をしていると言っていたな。確か今はラシェルの港に滞在しているはずだが、五日後にはまた出発する予定だと手紙に書いてあった」

　ラシェルとは、エクラトンから馬で五、六時間程度の場所に位置する港みなと町まちだ。どこぞの男だん爵しやくの領地で、海に面している以外は特筆すべきことのない地だと聞いたことがある。

「いいなぁ。わたしたちも一緒に行きたいね。どうせなら連れていってくれればいいのに」

　そんなことできるはずがないとわかっていても、つい夢みてしまう。

　ミクとカイトとクラヴァー。クラヴァーが所有する大きな貿易船に乗って、三人一緒に世界を旅することができたらどれほど楽しいだろうか、と。

「あっ、そうだ……クラヴァーで思い出した」

　ミクは手にしていた地球儀を、布の袋の上に置いた。

「実はわたしも、カイトに見せたいものがあったの」

「なんだ？　おまえも地球儀か？」

「違うけど──ねえ、ちょっと目を閉じて？」

　わくわくしながら願ねがえば、カイトは素直に瞼まぶたを閉じてくれる。

「なんだか怖こわいな。悪戯するなよ？」

　その時、気まぐれに吹いた秋風が、彼の紺色の前髪をふわりと持ち上げた。形のよい額や意志の強そうな眉、意外と長い睫まつ毛げが無防備にあらわになる。

　──ふれてみたいな……ふれたらどんな感触がするんだろう。

　カイトが目をつぶっているのをいいことに、ミクはその横顔をまじまじと観察した。

「まだか？　もう開けるぞ？」

「ダメ！　も、もうちょっと……すぐだから、ね？」

　やがて本来の目的を思い出したミクは、ドレスのポケットから小さな木箱を取り出した。

　それは幼い頃にクラヴァーから贈おくられたオルゴールだ。

　側そく面めんに付いたぜんまいを回し、そっとカイトの耳元に寄せる。するとオルゴールは、胸を締めつけるような切せつない旋せん律りつを奏で始める。

「これは……」

　まだ「いいよ」と告げていないのに、カイトは勝手に目を開けてしまった。

「そうか……このオルゴール、まだ持っていてくれてたのか」

「だってわたしの一番の宝物だもの」

　再び二人一緒にこの曲を聴けることが嬉うれしくて、ミクの口元は自然と綻ほころぶ。

　今、彼の隣にいられることが幸せで、このまま時が止まってしまえばいいのにと考えた。

「──俺もだ」

　カイトは布の袋を手に持つと、その中を探り始めた。やがて取り出されたのは、驚くことに揃いのオルゴールだ。彼はそれを、ミクのオルゴールの隣に並べる。

「何もいらないと思っていたが、これだけはずっと大切に持ち続けていた」

　一度は離れてしまったそれらが、六年の歳月を経て今、同じ場所で再会する。

　感かん極きわまったミクの目頭は、いつしか痛いほどに熱くなっていた。

「嬉しい……カイトはもう持っていないかと思ってた」

　幼い頃は大切に思っていても、大人になればそうでなくなるものはたくさんある。

「リンに何度かねだられたことはあったんだ」

　けれどそれでも、カイトは譲らずにいてくれたのだという。

「おまえと離れてしまったあとも、何度も何度も繰くり返し聞いた。この六年間、これが俺にとっての唯一の支えだった。……なんて、ちょっと大おお袈げ裟さか」

　照れくさそうに笑いながら、カイトは自分のオルゴールのぜんまいを回した。やがて小さな木箱からは、ミクが持っているものと全く同じ曲が流れ始める。

　──ああ、好きだな……。

　その時ミクは、突き上げるような衝動に駆かられていた。

　初めて恋した相手である彼が。六年間、離れていても心の中にあり続けた彼が。そして今、目の前でこうして笑っている彼のことが、好きで好きでたまらない。

『好きなら好きって、ちゃんと言ったほうがいいと思う！』

　先ほどリンから贈られた助言のような言葉が、なぜか耳の奥によみがえってきた。

　──うん……そうだよね、リンちゃん。だってこんなにも好きなんだもの。

　そう思ってしまったら、もう止まらなかった。

「──好き」

「え？」

「カイトのことが、好き……！」

　心が声に変わり、ミクの口からひとりでにこぼれ落ちた。

「わたし、カイトのことが好きなの」

　もう自分では抑えられないほどに、どうしようもなく。

「ミク……」

　ふいの告白に戸と惑まどっているのか、カイトは虚きよを突かれたように目を丸くした。

　やがてオルゴールの音色が止まっても、彼は微動だにしない。瞬まばたきを忘れてしまったかのように、ただじっとこちらを見つめ続けている。

「……………………」

　その場に震ふるえるような沈黙が落ちてくる。二人の耳に届いてくるのは、秋風が辺りの木々や木の葉を揺ゆらす音と、互いの呼吸音だけ。

　──どうして何も言ってくれないの……？　今、カイトは何を考えてるの？

　沈黙が続けば続くほど、ミクの心は焦あせりや不安に苛さいなまれていった。

　どうしようもなく好きだと思った。全身がそれで満たされ苦しくなってしまった。だから勢いで告白してしまったけれど、やはり告げるべきではなかったのだろうか。

　そう考えたら急に手足が震え出して、座っているのも困難なほどの目眩めまいを覚えた。

　──いや……！　拒絶されたくない！

「あの、好きって言ってもべつに深い意味じゃなくて……！」

　ミクは慌あわてて軌道修正に走った。その時にはもうカイトの顔をまともに見ることはできず、お辞儀をするかのような角度で顔を下向けていた。

「……今、なんて言った？」

　彼がようやく声を発した。

「だ、だから好きって言ってもべつに深い意味じゃないってことを──」

「違う。その前」

　その前。そこまで遡さかのぼってしまうと、ミクは再び彼に告白することになってしまう。

「もう一度聞きたい」

「無理！」

　ミクは咄嗟に断った。なぜならあれは、勢いのみで口にした言葉だ。一度不安を抱いてしまえば、再び伝えるのは難しい。

「ごめんなさい……わたし、今日はもう帰ってもいい？」

　胸に渦巻く膨大な焦り、動揺、恐れ──。

　こうしていることに耐えきれなくなったミクは、顔をうつむけたままカイトに願った。

　今すぐ彼の前から逃げ出したい。どうして衝動のままに告げてしまったのかと、心が後悔に押し潰されそうになっている。

　しかしカイトは、ミクの願いを「ダメだ」とにべもなく却きやつ下かした。

「そんなもの許してたまるか。それよりも頼むミク。さっきの言葉をもう一度言ってくれ」

　彼は「頼むから」と、切せつ羽ぱ詰つまったように繰り返す。

「だから無理……！」

　落ち着こうとドレスの袖そで口ぐちを摑んだ手は、ひどく震えていた。先ほど抱いた焦しよう燥そうや不安や恐怖が綯ない交ぜになり、気を抜けば今にも涙がこぼれてしまいそうだ。

　するとそのうちに、ミクの頰に大きな手が添えられた。

　それはもちろんカイトのものだ。それでも顔を上げられずにいると、彼の指先がミクの頰から首筋にかけてをそっと撫でた。

「──俺を好きだと言ったか？」

　ずるい。ちゃんと聞こえていたのに、あらためて言わせようとするなんて意地悪な人だ。

「それは男として？　それともただの幼おさな馴な染じみとして？」

「……お、男の人として」

　上擦る声でやっと答えれば、強引に顎あごを摑まれ顔を上向けられる。

「──っ！　ん……」

　気づいた時には、自分の唇くちびるでカイトの熱を感じていた。

　彼の吐息と自分のそれが自然と混ざり合い、背筋がぞくりと粟あわ立だつ。温あたたかな手で捕らえるように両頰を包み込まれれば、ミクはもう為なす術すべもなかった。

　──うそ。

　突然のことに思考が追いつかず、少し遅れて目をつぶった。今、カイトに口づけされている。ようやくそう認識すると、全身の血が沸ふつ騰とうしそうなほどに体が熱くなる。

　やがてカイトは、キスを続けたまま、ミクの体を抱き寄せてきた。

「ん……苦しい……」

　あまりに強い力に身じろぎすると、彼はハッとしたようにわずかに距きよ離りをとる。

「すまない……おまえにふれてもいいのかと思ったら、つい……」

　彼は込み上げる感情を体の外に逃がすかのように、長い息を吐いた。

「さっき、好きって言ったよな、俺のこと」

「……言ったけど」

「けど、なんだ」

「カイトはわたしのこと、どう思っているの？」

　今欲しているのは、衝しよう動どう的てきなキスよりも確かな言葉だ。教えて、と腕を突っ張り彼から離れようとすれば、逃げることは許さないとばかりにうなじに手を置かれる。

　カイトは鼻先を擦こすり合わせるような態勢で、怒ったように「バカ」と言った。

「本当はわかってるんだろう？」

「わからないよ。だから聞いてるんだもの」

「だったら教えてやるからこっちを向け」

　いつもより甘さが滲む声に促され、おそるおそる顔を上げる。

「わからないならわかるまで教えてやる。おまえが求めるならこの先、何度でも囁ささやく」

　カイトは祈るように瞼を閉じた。

「ミク、俺は出会った時からずっとおまえのことを──」

　しかしその時、突如、塔の下で彼の名を呼ぶ声がした。

「カイト！　いるんでしょう!?　ねえ、カイト！」

　声の主はカイトの補佐官である女性、メイコだ。その途端、ミクは飛び退くようにカイトから距離をとる。

「──邪魔が入ったな」

　カイトは溜息混じりに苦笑したが、それでもミクを逃がす気はないようだった。

　青緑色の髪が、彼の指に悪戯に絡められる。そこにキスをされ、射いるような眼差しを向けられれば、ミクはどうすることもできずに頰を上気させた。

「カイト、ねえいないの!?　カイト！」

「俺はここにいるが、何か用か!?」

　カイトはやっとメイコの声に応じた。

「ああ、まったくもう……いるならさっさと返事しなさいよ！」

「愚ぐ痴ちよりも先に用件を言ってくれ！」

「候爵夫人がこちらにお見えなのよ！　今すぐ下りてきてちょうだい！」

「──っ!!　なんだって……!?」

　直後、カイトは全身が凍こおりついたかのように動きを止めた。

　いったい何がそうさせたのか、いつしか彼の表情はミクの身が竦むほど険けわしいものに変わっている。ひどく緊張したような恐怖するような、ただならぬ面持ちだ。

「なぜあの人が……」

「どうかしたの？」

　明らかに様子のおかしい彼に声をかけると、カイトは我に返ったように息を吐いた。何やら深く思案しているのだろうか、視線をあちこちに泳がせている。

「ちょっとカイト、早くしてよ！」

　そうこうしている間にも、メイコはこちらに向けて声を張り上げ続けていた。

「──わかった、すぐに下りる！」

　すっくと立ち上がったカイトは、ミクの前髪を悪戯にかき混ぜる。

「悪い。少し待っていてくれ」

「うん。カイトのお母さま、なんのご用事だろうね」

「さあ、なんだろうな。……ミク、できればこれを聴いていてくれると助かるんだが」

　膝の上に乗せられたのは、揃いのオルゴールのうちの一つ。

　なぜこれを？　とミクは不思議に思ったが、彼が「行ってくる」とやわらかく微笑ほほえんだので、「いってらっしゃい」と小さく手を振った。

　本来ならば、ミクも同行して挨あい拶さつすべきなのだろう。しかしそれを提てい案あんできるような雰ふん囲い気きではとてもなさそうだった。

　踵きびすを返したカイトは、決然たる態度で歩き出し、すぐさま螺旋階段へと消えていった。

　どうして母親の元に向かうのに、あんなにも険しい表情を作るのだろうか。

　──カイトとお母さま、もしかしてあまり仲が良くないのかな……。

　それとも何か深刻な事情があるのだろうかと、ミクはぼんやり考える。

　やがてカイトが塔の外に出たのだろう。

「バカにするのもいいかげんにしてちょうだい！　いったいどれほど待たせる気なの！」

　静かな森の中に、突如、甲かん高だかい声が響き渡った。

「薄汚いその顔を見るだけでも気分が悪いのに、このわたくしを待たせるなんて!!」

　その時、ミクは無意識のうちに、全身を硬直させていた。

　──何、今の言葉……誰が何を言ったの？

　耳を澄すませて下の様子をうかがっていると、次に聞こえてきたのはカイトの声だ。

「申し訳ございません、義は母は上うえ。まさかこちらにいらっしゃるとは思いませんでしたので」

「言い訳はやめてちょうだい。あなたの卑いやしい声など聞きたくもないわ！」

　声の主は冷酷な言葉で、カイトのことを矢や継つぎ早ばやに責め立てている。

　ひどい。──いや、そんな簡潔な感情で片付けることなどできやしない。

　なぜなら声の主は、ブランヴィル侯爵夫人──カイトの母親だ。つまり彼は、無条件で愛されるはずの家族から、あのような心ない扱いを受けているのだ。

「それよりもあなた、また双子たちと接触したわね!?　何度言ったらわかるの。あの子たちはあなたのような汚れたものとは違うの。決して近寄らないでと命じたでしょう！」

「……ええ、そうでした。申し訳ありませんでした」

「ああ本当に目め障ざわりだわ。今すぐそこの湖みずうみに飛び込んで死んでくれればいいものを……!!」

　────!!　カイトになんてことを！

　凄すさまじい言葉を耳にした瞬間、ミクは自分の口元を両手で押さえつけていた。

　そうしなければ今すぐ螺旋階段を駆け下り、彼の母を非難してしまいそうだったからだ。

　だからカイトは、オルゴールを聴いていてくれと願ったのだ。自分を訪ねてきた母から、暴言を浴びせられることを知っていたから。ここで待つミクにそれを聞かせたくない。その一心で、彼はオルゴールをミクの膝の上に乗せたのだ。

「カイト……！」

　ミクは囁くように彼の名を呼んだ。しかし込み上げる感情を、すぐさま奥歯で嚙かみ殺す。

　泣いてはダメだ。あの残ざん酷こくな時間が終われば、彼は必ずここに戻ってくる。

　その時ミクは、何事もなかったような顔で彼を出迎えなければいけない。なぜなら彼がそう望んでいるからだ。

　膝の上に置かれたままのオルゴールに手をのばし、側面に付いたぜんまいを回す。指を離せば、小さな木箱からは金属を弾はじくような音が流れ始める。

　それと同時に、地上で起こっている悪夢にも似た出来事が遠くなった。

　ミクが大好きなその曲は、何もかもを遮さえぎるように、ただ同じ旋律を奏で続けたのだ。




「待たせたな」

　背後からいきなり抱きしめられるまで、ミクはカイトの存在に気づかなかった。

　それほどオルゴールの音に没ぼつ頭とうしていた──いや、没頭しようと務めていたのだ。

「お、おかえりなさい……早かったね」

　背中に感じる温ぬくもりにときめきながら、できる限り自然なふるまいを心がける。

　だがあっさり見抜かれてしまったのか、カイトはミクと視線を交えた瞬間、何かをあきらめるかのように悲しげに微笑んだ。

「そうか……やはり聞いてしまったか」

　どうして勘づかれてしまったのだろう。無理に作った笑顔が不自然だったのか、それとも目があちこち泳いでしまっていたのか。

「え……べ、べつに何も聞いてなんかいないけど」

「ありがとうな。知らないふりをしてくれようとしたんだな」

　カイトは肺はいが空っぽになるほどの息を吐きながら、ミクの隣に腰を下ろした。

　その時にはもう、ミクは何も言えなくなってしまっていた。彼を慰なぐさめるための言葉を口にしたいのに、喉のどにつかえて一つも出てこない。

「驚いたか？　でもいつものことだからな、慣れたものだ」

　慣れたからといって心が傷つかないわけがない。なぜならカイトは今、こんなにも苦しそうな顔をしているのだ。おそらく本人は気づいていないだろうけれど。

「……どうして本当のことを言わないの？　カイトから接触したんじゃない。レンくんとリンちゃんがカイトを捜してここに来たのに」

「言ったらあいつらが叱しかられる」

　弟と妹のことを思い出しているのか、カイトは困ったように眉を下げた。

「じゃあなぜ……」

「うん？」

「なぜカイトのお母さまはあんなにもひどいことを言うの？」

　ミクはいよいよ核心にふれた。

「おかしいよ。だって家族でしょう？　親子でしょう？」

　それなのにどうしてあそこまでカイトに冷たくあたり、一方で双子たちのことを慈いつくしむような発言をするのか。どれだけ頭を悩ませてみても、ミクには理解できなかった。

　しかしカイトは、その質問に返事をくれなかった。

「理由を明かせば、俺とミクは一緒にいられなくなるかもしれない」

　そう言って、悲しみを溶かし込んだような笑みを浮かべるだけだ。

「一緒にいられなくなるなんて、そんなことない。だってわたしとカイトは──」

　もうすぐ婚約するんでしょう？　この先ずっと一緒にいられるんでしょう？

　喉まで出かかった言葉は、結局、声にすることはできなかった。

「……俺はもうずっと、ブランヴィル侯爵家を出たいと願い続けてきた」

　カイトはおもむろに立ち上がり、屋上をぐるりと囲む石いし塀べいに歩み寄った。

「物心ついた頃から使用人部屋のような一室に入れられ、エクラトンではこの塔での生活を強いられて……自分がなんのために生まれてきたのか、幼い頃はよくわからなかった」

　彼が立つ場所からは薄雲たなびく空と遠くに広がる山並み、そして日光を反射してきらきら輝くエクラトン湖が一望できる。

「だからいつか必ずブランヴィルの姓せいを捨て、自由になろう。……そう決めていたんだ」

　ミクは彼のあとを追うようにベンチから腰を上げた。

　今、目の前に立っているのは、ミクが今まで知ることのなかったカイトに違いない。そう気づいた途と端たんに鼓こ動どうが早くなり、彼から一瞬たりとも目が離せなくなる。

　──カイトのことを、もっと知りたい。

　気まぐれに吹く秋風が、彼の紺色の髪やミクのドレスの裾すそをいたずらに揺らした。塔の下に咲く花の香りが舞い上がり、時折鼻先にまで届いてくる。

「ブランヴィルの姓を捨てる──クラヴァーと連絡を取り合っていたのも、そのためだ」

「……？　どういうこと？」

「幼い頃、この塔でクラヴァーに聞かせてもらった話は、いつしか俺の希望となった」

　クラヴァーの口から語られた、広くて美しい世界の話。それは箱庭に閉じ込められていたカイトの、心の寄よる辺べとなったのだとか。

「いつかこの家を出てクラヴァーの船に乗せてもらい、ひとかどの貿易商人になる。そして俺一人ででも、おまえと交わした約束──世界中を旅して回るという誓ちかいを果たそう。そう決めていたんだ」

　だからカイトは、クラヴァーの訪問が途と絶だえたあとも、彼に手紙を送り続けたのだという。貿易商人を志す意志を伝え、長い時間をかけて彼を説得し、いつか来る旅立ちに向けて水面下で準備を進めてきたらしい。

「軍を辞め、家を捨てる決断さえすれば、俺はいつだって外の世界に旅立てる。……やっとそういう状況を作り上げられたところだった」

　しかしつい二は十つ日かほど前、カイトの元に思わぬ話が舞い込んだ。

「ミク、おまえとの婚約話だ」

「──っ!!　カイト、婚約のこと知っていたの……!?」

　いきなりもたらされた事実に、ミクは数秒間、呼吸を忘れてしまう。

　すると一方のカイトも、啞あ然ぜんとした顔でこちらを振り返った。

「おまえも知っていたのか？」

「うん……でも怖くてカイトには聞けなくて」

「俺もだ。おまえとの未来を手に入れられるなど、まるで現実じゃないみたいで……」

　予想もしていなかった結果に、ミクの感情が急せき立てられるように高ぶる。

「そうか。知っていて俺との再会を喜んでくれたのか……」

　そう呟つぶやいた彼の顔には、安堵の色が滲んでいるようにも感じられた。

　──カイトもわたしとの婚約を喜んでくれている……？

　そんな希望めいた考えを抱いていると、やがて彼はあらためてこちらに向き直った。

「おまえとの婚約の件を聞いた時、俺の中に新たな欲が生まれた」

「欲……？」

「そうだ。貿易商人になりたいという願い以外に抱いた、初めての欲だ」

　カイトの右手がミクの目の前に差し出される。何？　と首を傾かしげながらそれに手を重ねれば、彼は流れるような動作でその場に跪ひざまずいた。

　彼の表情は真剣そのもの。射るような眼差しを向けられ、ミクの背筋はぞくりとする。

　ずっとこうしていたいような、今すぐ逃げ出したいような、相あい反はんする思いがたちまち胸に込み上げてきた。

「幼い頃、俺はとある少女に恋をした。けれど『薄汚い』『卑いやしい』と罵ののしられ続けてきた自分に、その少女とずっと一緒にいられる資格があるとは到底思えなかった」

　事実、軍に入ることを親に強制された自分は、その少女と離れることになった。

　そう告白したのち、カイトは意を決したように一度、深呼吸する。

「けれどもしその少女を自分のものにできるのならば──あの花のように無む垢くな笑顔を、一生、彼女の傍かたわらで見続けることができるのならば。……そんな欲が生まれた時、このままこの国に留まろうと素直に思えたんだ」

　貿易商人の夢を捨てることにはなってしまうけれど。

「俺はブランヴィルの姓を名乗り続けることを決めた。そうしなければ自分が唯一望んだ少女と共に生きられないからだ」

　こちらをひたと見つめる青い瞳の中には、一切の迷いも戸惑いも見当たらなかった。

「だからミク、俺と結婚してくれ。一いつ生しよう涯がいおまえだけだと……死ぬその瞬間までおまえ一人だけを愛すると誓うから」

　いつしかカイトは、祈るように瞼を閉じている。

「もうずっと、俺はおまえに恋をし続けてきた。──だからどうか、おまえも俺だけを愛してくれ……！」

　そう願うと同時、カイトはミクの手の甲に、求婚のキスを落とした。
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　その日、ミクがオーランシュ伯爵家の別荘に戻ったのは、夜もだいぶ更ふけた頃だった。

「ミク、遅かったじゃないか！」

「こんな時間まで、いったいどこにいらしたのですか！」

　ミクが正面玄関から館の中に入ると、さっそく父とルカが血相を変えて走り寄ってきた。

「遅くなってごめんなさい、お父さま。……ルカも、わざわざ迎むかえに来てくれたのに、出ていかなくてごめんね」

「なんてことだ、雨に濡ぬれてしまっているじゃないか！」

「ミクさま、こちらでお拭ふきくださいませ。風か邪ぜをひいてしまいますわ」

　二人は激しくうろたえながら、あれこれミクの世話を焼き始める。

「たいしたことないの。カイトに送ってもらってる途中で雨が降ってきて……」

　その時、彼はすぐさま軍服の上着をミクの頭にかけてくれたが、それでも雨を完全に遮ることはできなかった。結果、長い髪や小花柄のドレスが冷たく濡れてしまったのだ。

「まったく……カイトくんはいったい何を考えてるんだ。まだ正式な婚約も整っていないのに、こんな遅い時間までミクを引き留とめるとは……！」

「違うの！　カイトは悪くないの！」

　ミクは自分でもびっくりするほどの大声を上げていた。

「わたしがわがままを言って、カイトのところに居続けたの……！」

　無意識のうちに声が震えてしまい、慌てて唇を引き結ぶ。

　そう。伯はく爵しやく家けの晩餐の時間がとうに過ぎてしまっていることも、心配したルカが侯爵家の塔の入口まで迎えに来てくれたことも、もちろんミクは気づいていた。

　けれど今日だけは──様々なことがあった今日この日だけは、一秒でも長く彼の側にいたいと願ってしまったのだ。

　一人にしてしまえば、彼が十九年分の悲しみや苦しみに押し潰されてしまうのではないかと勝手に心配した。そんなことはないとわかっているのに、彼がミクを置いてどこかに消えてしまうのではないかと、ふと不安が胸を過よぎった。

「カイトは何度も『送る』って言ってくれたの。でもわたし、『今日は遅くなるってお父さまに言ってあるから』なんて噓うそをついて……」

　それを不ふ審しんに思ったカイトが、『それでも送っていく』とミクのことを無理やり帰そうとした時には、子供のように泣いて抵抗した。

「ごめんなさい、お父さま。全部わたしが悪いの。だからカイトのことを悪く言わないで」

「どうしてそんなことをしたんだ？」

　娘がひどく動揺していることに気づいたのか、父がミクの前で膝を折った。

「いったい何があった？　怒らないから話してみなさい」

　先ほどまでの渋い表情とは一転、父は穏やかな笑みをたたえている。

　その温かな眼差しを受け、ミクの心に緩みが生じた。

「だって……だってカイトが……！」

　ミクの青あお緑みどり色の瞳から、大粒の涙がぼろぼろこぼれ始めた。

「カイトが一人だから……！」

「うん、大丈夫だ、ミク。大丈夫だからまずは落ち着きなさい」

　父は「大丈夫」と繰り返しながら、ミクの頰に流れる雫しずくを拭ってくれる。

　その優しさが心に痛い。大切にされればされるほど、胸に苦しみの波が押し寄せる。

　──これが当たり前だと思っていた。

　辛い時や悲しい時にはこうして慰めてくれて、楽しい時や嬉しい時には自分のことのように喜んでくれる。いつだって頼まずとも無む償しようの愛を与えてくれる、そんな存在。

　それは生まれた時から誰にでもあるものだと、ミクは信じて疑っていなかった。

　けれど、違う。少なくともカイトにはいないのだ。そのように温かな存在──本当の意味での家族が。それどころか彼の両親が彼を苦しめているのだから、あまりに残酷だ。

　ならばカイトは、どうすればいいのだろうか。

　息ができないほどに辛いことや、消えてしまいたいほどに悲しいこと。そんな出来事に見舞われた時、彼はいったい誰に抱きしめてもらえばいいのだろうか。

　──楽しいことや嬉しいことを、カイトはいったい誰と共有するの？

　わからない。──わからないけれど、ただただ切ない。

「ねえ、お父さま。カイトはどうして一人なの……？」

　ミクは涙を流しながら問うた。

「どうして親に嫌われなくちゃいけないの？　親は子供を愛するものなんじゃないの？」

「……どういうことだ？」

　父の表情がたちどころに強こわ張ばる。

「カイト、ご両親に嫌われているんだって。それで子供の頃から、いつもあの塔にいるの」

「嫌われている？　……ブランヴィル侯爵夫妻にか？」

「だってカイト、領地にある侯爵邸では、いつも使用人部屋のようなところに入れられてたって言ってたもの。軍に入ったのも自分の意志じゃなかったって」

「それをカイトくんが言ったのか？　本当に？」

「それに昼間、わたし、聞いてしまったの」

　それは思い出すのも忌いまわしいほどの、恐ろしい言葉の数々。

「候爵夫人が……カイトのお母さまが、カイトにひどいことを言ってた……！」

　あまりに冷酷すぎて、その内容を今ここで口にする気には到底なれないけれど。

「ねえお父さま、どうして？　どうしてカイトはあんな扱いを受けるの？」

　目の前で膝をついたままの父の両肩を摑み、小刻みに揺さぶった。

　このやりきれない感情をどう収めればいいのか。見当もつかなくて、何度も父に問う。

「お願い、お父さま。教えて……！」

　すると父は、ミクの体を気き遣づかわしげに抱き寄せた。

「それで今日、この時間までカイトくんのところにいたのか？」

「だってカイト、一人だもの。わたし以外、誰もいないもの……！」

　彼がミクに恋をしてくれていたこと。それは心がとろけそうなほどに嬉しかった。

　彼が祈るような眼差しで『俺と結婚してくれ』と求婚してくれた時、ミクの全身は喜びに打ち震え、すぐさま『はい』と返事をした。

　──わたしは幸せだわ……。

　恋い焦こがれる相手と心が通じ合い、近々婚約を取り交わし、いずれ結婚する。胸の内は幸福感で満たされ、まるで夢の中にいるような気分だ。

　けれどそれ以上に、カイトを取り巻く境きよう遇ぐうを知って、心が悲鳴を上げている。彼の母の甲高い声が耳の奥でこだまし、いつまでたっても消えてくれないのだ。

「ねえお父さま、どうして……？」

　ミクは父の肩に顔を埋め、大粒の涙を流し続けた。

　カイトは今この瞬間、一人で何を思っているのだろうか。

　繰り返し考えてみたが、結局、答えは見つかりそうになかった。
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「ルカ、昨日きのうは本当にごめんね。せっかく迎むかえに来てくれたのに……」

　翌朝、いつもより遅い時間に目を覚ましたミクは、ルカに身み支じ度たくを整えてもらっていた。

「いえ、ミクさまにも事情があったんですもの。しかたありませんわ」

　ルカはまるで気にしていない様子で、ミクの髪を丁てい寧ねいに梳とかし続ける。

「それよりも、体調はどうですの？　昨日、雨に濡ぬれてしまわれましたけど……」

　実は少し熱っぽいような気がしていたのだが、「大丈夫」と平気なふりをした。

　風か邪ぜを引いたかもしれないなどと明かせば、今すぐベッドに逆戻りだ。カイトに会いに行くことなど、決して許してもらえなくなる。

「あら、目が赤いですわね。……あのあとも泣かれていましたの？」

　ルカが言う『あのあと』とは、昨夜、父に泣きついたあとのことだ。

「そういうわけじゃないけど、なかなか眠れなくて」

　これも噓うそ。この部屋に戻ってきてからも、ミクはベッドで一人、泣き続けていた。

「ねえ、瞼まぶたもむくんでる？　あまり寝てないこと、カイトに気づかれちゃうかな」

「そうですわね。お顔にも少し疲れが出ているようですし……」

「え！　もしかしてわたし今日、変な顔？」

　ミクは目の前の鏡に顔を近づけ、様々な角度からあちこちを確認した。

　カイトと会う時には、いつだって最高の状態でいたいと考えているミクだ。つまりは彼に、少しでも可か愛わいいと思われたい。

「変なんて……そういう意味ではありませんわ。それに少しお疲れのようですけど、ここ半月でミクさまはずいぶんお綺き麗れいになられましたわよ」

　背後に立っているルカは、両手をミクの耳の上辺りに添えてきた。そのほっそりとした手が妙みように艶なまめかしくて、ミクはついじっと見入ってしまう。

「ほら、よくごらんになってくださいませ。他人の痛みを知ったミクさまの表情は、よりいっそう深みを増しましたわ」

「え……そ、そう？」

「恋しい相手を映うつす瞳ひとみは輝きを増しましたし、彼に笑いかける口元は見違えるように艶つやっぽくなりました。頰ほおだってそう。愛される喜びにほどよく色づいていますわ」

　ルカにそう言われると、本当にそうなのではないかと思えてくるから不ふ思し議ぎだ。側頭部を押さえられたままの態勢で、ミクは鏡に映る自分の顔をまじまじと眺める。

「恋は女を変えますわ。素す敵てきな男性と恋に落ちればそのぶん美しく、低てい俗ぞくな男に振り回されれば、そのぶん見た目だって荒すさんでいってしまいます。ですからご自分とご自分が選んだ相手に自信をお持ちくださいませ」

　ルカがぞくりとするほど魅力的な微び笑しようを浮かべたので、ミクはどぎまぎしながら再び鏡の中の自分に視線をやった。

　昨日、この唇くちびるがカイトに『好き』と告げ、この唇が彼とキスをした。

「ルカ……わたし、カイトのことが好きで好きでたまらないみたい」

　そう告白しただけで、青あお緑みどり色の瞳からはまた涙がこぼれそうになった。




　それから三十分後。身支度を整え終えたミクは、ルカを伴ともない別荘の一階に下りた。

　するとそこでは、いつにも増して多くの使用人たちが忙いそがしそうに行き交っていた。

「どうしたのかな」

「さあ、何かあったのでしょうか」

　ミクとルカは思わず足を止めていた。

　正面玄関から入って来たかと思うと、父の執しつ務む室しつに消えていく七、八人の使用人たち。その中には、いつもはあまり見かけることのない父の秘書も交じっている。

「そういえば、今朝は旦だん那なさまもだいぶ早い時間に起きられていたようですわ。正装なされて、どこかにお出かけになるご様子でしたけれど……」

　そこでミクとルカは、二人揃そろって「あっ」と声を上げた。

「もしかしてブランヴィル侯こう爵しやくのところかな」

「違いありませんわ。ということは、お二人の婚約の日取りが決まったのですわね」

　目の前を行き交う使用人たちは、その準備に奔ほん走そうしてくれているのだろう。各おの々おのの手には書類や何かの資料らしきものが握られている。

「ミクさまも、今日は早めに戻られたほうがよろしいかもしれませんわね」

　日取りが正式に決定すれば、ミクにも準備すべき事こと柄がらが出てくるはずだ。

　さしあたって思い浮かんだのは衣装合わせ。彼が惚ほれ直してくれるような素敵な衣装を着ることができればいいのだけれど、と密ひそかに笑みを浮かべる。

　この時、ミクは幸せだった。

　彼との新しい未来がすぐそこまでやってきている。そう信じて胸をときめかせていた。
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　ミクが森の中の塔とうを訪ねた時、カイトは屋上で仕事の書類に目を通していた。

「おはよう、カイト」

　秋といっても冬目前。時折吹く北風に身を震ふるわせながら、ミクは彼が座るベンチへと歩いていく。

「おはようミク。……今日は目が赤いな。さすがに眠れなかったか」

　彼はミクの存在に気づくなり、立ち上がって出迎えてくれた。

「今日は早めに帰ったほうがいい。なんだか体調も悪そうだ」

「そんなことない。元気だけど──あ、でも少し早めには帰ろうと思うの。……わたしたちの婚約の日取りが正式に決まったかもしれないから」

　面おもはゆさを感じながら告げると、カイトは珍めずらしくきょとんとした顔をした。

「そうなのか？　いつ？」

「まだちゃんと聞いてはいないけど、お父さまがブランヴィル侯爵に会いに行ったみたい」

「そうか。では俺のところにもそのうちメイコが伝えに来るかもな」

　補佐官である彼女が？　その時ミクは、無意識のうちに表情を曇くもらせていた。

　婚約の日取り。そのように重要なことを、なぜ親からではなく他人から聞かされなければいけないのか。唇を嚙んでいると、それに気づいたカイトが苦笑する。

「そんな顔をするな。おまえと一緒にいられる今、他のことなどどうでもいい」

　昨日の一件で何か心境の変化があったのか、彼はやけにすっきりした表情をしていた。

「信じられるか？　今、怖こわいくらいに幸せなんだ。生まれてきてよかった──昨日、初めてそう思えた」

　澄すんだ青い瞳が、嬉き々きとして細められる。彼の形良い唇が、満足げに弧こを描く。

　秋の陽光が降ふり注ぐ下、彼はその言葉を体現するかのように、幸せそうに微笑ほほえんでいた。

「うん……そうだね。わたしもそう。カイトと一緒にいられてとても幸せ」

　向けた顔は思いがけず満面の笑みになった。

　するといきなり、切せつ羽ぱ詰つまったような動作で搔かき抱いだかれる。

「ダメだな……そんな顔を見たらすぐにこうしたくなる」

「そ、そう……？」

「ああ。一度ふれてしまったら、もう抑おさえはきかないんだ」

　カイトが困ったように吐はいた息が、ミクの耳元を撫なでた。途端に背筋がぞくりとし、顔が熱くなって、頭の中がぼうっとしてしまう。

「ずっとこのままでいたい……離れたくないんだが、どうすればいいと思う？」

　そんなことを問われても激しく困る。なぜならミクはまだ、こうしてふれ合うことに慣れていないのだ。

「そ、それは……どうだろう。む、無理じゃないかな？」

　色づいた頰を隠すため、カイトの胸元に懸けん命めいに顔を埋めた。彼の軍服からは、石せつ鹼けんの爽さわやかな香りがする。

「そういえばおはようのキスがまだだったな」

「えっ！」

「ほら、早くこっちを向け。下を向くな」

　ミクは小さく身を震わせた。

　こういう時、カイトはわりと強引だ。こちらの速度に合わせてことを進めようとはしてくれず、すぐに顎あごに手をかけられ、無理やり上向かされる。

　おずおずと視線を上げると、待ちかまえていた青い瞳とばっちり目が合った。

「目を開けたままするつもりか？」

「そ、それは……」

「早く閉じないとこのまましてしまうぞ？」

　悪戯いたずらな笑みを向けられ、ミクの胸中に悔くやしさが湧わき上がる。

　──わたしばかり振り回されて……ずるい。

　彼の言動にいちいち翻ほん弄ろうされて、その度どぎまぎしてしまっている自分。だが一方のカイトは総じて余裕顔だ。

　ミクがそうであるように、カイトにもドキドキしてほしい。平静でいられないほどミクに夢中になって、もっともっと好きになってほしいのに。

「ほら、目を閉じろ」

　そうこうしているうちに瞼に軽いキスを落とされ、反射的に目をつぶってしまいそうになった。しかしそれをからくも堪こらえ、挑むような眼差しを彼に向ける。

　──もう子供じゃない。わたしだってできるんだから……！

「お、おはようのキスをするの？」

　カイトの軍服の胸元を両手で握り、できる限りの背伸びをする。

「してもいいけど……一度したらこれから毎日しなくちゃいけないんだから」

　わずかでもいいからドキッとしてほしい。そう願いながら、自分から彼の頰に口づけた。

　それはまるでぶつかるようなキスになってしまったけれど、それでもカイトは鳩が豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰らったような顔をした。

「……不意打ちは卑ひ怯きようだ」

「不意打ちって、だってカイトも昨日──えっ」

　話している最中に奪うように口づけされて、ミクは咄とつ嗟さに目を閉じた。彼の熱がミクの唇を甘く焦こがし、高鳴る鼓こ動どうが全身を駆かけ巡めぐっていく。

　カイトは角度を変えながら、啄ついばむようなキスを何度も繰くり返した。

「ん……こんなに何回も、ずるい……」

　何がずるいのかは自分でもよくわからないが、ミクは逃げるように顔を背けた。

「一度したら、これから何度もしなくちゃいけないと言ったのはおまえだ」

　違う。ミクは『これから毎日』と言ったのであって、『何度も』とは言っていない。だが繰り返されるキスのおかげで、明らかな捏ねつ造ぞうに反論することもかなわない。

　カイトは片手でミクの腰を抱き、もう一方の手を後頭部に添えてきた。そうされたらもう身じろぎ一つできやしない。強引に正面を向かされて、彼の思うがままだ。

「何度もしなくちゃいけないんだ、覚悟しろよ？」

　耳元で甘く囁ささやかれて、再び唇がふれ合った。

　その時だった。

「────っ！」

「……誰か来たな」

　塔の屋上に立つ二人は、体にかすかな振動を覚えていた。

　ミクが反射的にカイトから身を離せば、彼は面白くなさそうな顔をして、一歩、前に出た。二人同時に視線を向けたのは螺ら旋せん階段へと続く扉とびらだ。数秒後にはそれが勢いよく開き、見み覚おぼえのある男たちが現れる。

「あなたたちは……」

「ミク、カイトくん、失礼するよ」

　最後に登場し、先頭に立ったのは、驚くことにミクの父だった。

「お父さま……？　どうしたの？」

　思いがけない場所で父と顔を合わせ、ミクは啞あ然ぜんとしていた。

　父が身に着けているのは、漆しつ黒こくの上着とズボンに白いシャツ、絹のタイと帽ぼう子しだ。やはりブランヴィル侯爵を訪ねていたのだろうか。ルカの話どおりにきっちり正装をしている。

　その背後に控えるのは父の秘書二人だ。さらにその後ろには、伯はく爵しやく家けの護ご衛えいが三人ほど立っていた。

「オーランシュ伯爵……」

　カイトは片足を前に出し、軽く膝ひざを曲げて頭を下げた。

「お久しぶりです。お嬢じようさまをお借りしながら、ご挨あい拶さつが遅くなり申し訳ございません」

「ああ、カイトくん。堅かた苦くるしい挨拶はいいから顔を上げなさい」

　父は咳せき払ばらいをしたのちに、しみじみとカイトのことを見つめている。

「……そうだな、確かに久しぶりだ。最後に会ったのは昨年、王宮での晩ばん餐さん会かいだったか」

　どうやらカイトと父は、時とき折おり顔を合わせていたらしい。

　男性貴族は、王宮主催の行事などで寄より合う機会も多い。伯爵位であるミクの父はもちろん、ブランヴィル侯爵家の長男であるカイトも稀まれに出席することがあるのだろう。

「お父さま、急にどうしたの？　何かご用事？」

　もしや婚約の日取りが決まり、父自ら知らせに来てくれたのだろうか？　それにしてはやけに重々しい雰ふん囲い気きだけれど、と、ミクは思わずカイトの軍服の腰の辺りを握る。

　すると父は、右手を小さく動かし、何やら合図のようなものを送った。その途端に伯爵家の護衛三人が動き出し、なぜかミクのことを取り囲んだ。

「えっ、何？」

　戸と惑まどっている間に両腕を摑つかまれ、まるで確保された犯人のような格好になった。

「伯爵！　これはいったいどういうことですか!?」

　血相を変えたカイトがミクと護衛の間に割り込もうとするが、護衛たちはそれを許さない。結果、ミクは強引に父の背後へ連行されてしまう。
















「お父さま、何をするつもりなの!?」

「伯爵、答えてください！」

　二人の突き刺すような視線を受けて、父は溜ため息いき混じりに口を開いた。

「ミク、カイトくん……まずは謝罪しよう。君たちには本当に申し訳ないことをした」

　父は円えん筒とう形けいの帽子を胸にあて、神妙な面持ちで頭を下げた。

　そして言ったのだ。──全てを変えてしまう、その言葉を。

「二人の婚約話は、今この時をもって中止」

「え……？」

「一切、無かったことにする！」

「────……!?」

　瞬間、ミクは鋭えい利りな刃物で心臓を一突きされたかのような衝撃を覚えた。

「なに、を……」

　頭の中が痺しびれたように真っ白になり、即座に思考する能力を失う。

　──婚約話はなかったことにする……誰の？　わたしとカイトの？

　ぼんやり考えながら視線を動かせば、父の向こうに立つカイトと目が合った。

　その一瞬、ミクは時が止まってしまったかのような錯覚を抱く。

　薄雲たなびく空も、屋上の石塀も、目の前の父の後ろ姿も、なぜか周りの景色が全て灰はい色がかっているように感じられた。そのような状況の中、こちらを呆然と見つめるカイトだけが、色いろ鮮あざやかにミクの瞳に映っていた。

「どう、して……」

　やっと発した声は、ひどく震えていた。

「無かったことって、どうして急にそんなことを……」

「伯爵、説明してください……！」

　解げせないのは彼も一緒なのだろう。カイトは毅き然ぜんとした態度で、ミクの父に詰つめ寄る。

「納得できません。どうしていきなりそうなるのですか！」

「カイトくん、これに関しては納得してもらう他はない。何より理由は君にあるんだ」

　父はなだめるようにカイトの肩に手を置いた。

「……僕に？　いったいどんな理由が？」

「私はミクの相手に、ブランヴィル侯爵家の嫡ちやく男なんである君を望んだ」

「ええ、ですからどうして──」

「いいかい。長男ではない、嫡男だ」

　父がそう告げた直後、カイトは雷かみなりに打たれたかのように全身の動きを止めた。いったいどうしたのか、顔からは急速に血の気が失われ、まるで蠟ろうのように真っ白になる。

「カイト？　どうかした？　カイト……？」

　ミクが何度呼びかけても応じることはない。視線を足元に下げ、ただ一点を見つめるばかりだ。「あ……」と何かを言いかけて、しかしすぐに口元を手で覆おおってしまう。

「カイトくん、本当にすまない。……だが充分納得してくれるだろう？」

　父はカイトの肩をぽんと叩き、やがてこちらを振り返った。

「さあ、別荘に帰ろう、ミク」

「いや！　絶対に帰らない！」

　叫びながら、ミクは激しく首を横に振った。護衛に摑まれたままの両腕を振り回し、どうにか自由になろうと抵抗する。

「いきなりおかしいよ。だってお父さまが決めたんでしょう？　わたしにカイトのお嫁よめさんになりなさいって、そう言ったじゃない！」

「状況が変わったんだ」

「状況って何？　どう変わったの？」

「それは別荘に戻ってから説明する。さあ、とりあえず帰ろう」

「だから絶対にいや！　話してくれないんだったら、ここから一歩も動かないから!!」

　梃て子こでも動かないとばかりに、ミクは両脚に力をこめた。

　突如やってきて引き裂こうとするなんて残ざん酷こくだ。おまけにその理由を今ここで明かしてくれないのだから、納得なんてできるわけがない。

「お父さま、どうして？　どうしてカイトと結婚しちゃいけないの……!?」

　知らず、青緑色の瞳から涙が溢あふれ出していた。

「お願ねがい……ダメなんて言わないで！　このままカイトと一緒にいさせて！」

　縁談を取りやめたところで後戻りすることは不可能だ。なぜならミクは、すでに身を焦がすような甘い恋に落ちてしまっているのだから。

　あの温ぬくもりとあの優しさを失うかもしれない──そう想像するだけで、怒ど濤とうのごとき恐怖に襲われる。だから重ねて父に願うしかないのだ。何度でも。

「お願い……お願いお父さま、カイトとの結婚を認めて！」

　しかし父は、すぐさま首を横に振った。

「とにかく別荘に戻ろう。話はそれからだ」

　言うやいなや部下たちに合図を送り、螺旋階段へ続く扉に足を向けてしまう。

　そのあとを、ミクは護衛たちに引きずられるような格好でついていくこととなった。

「いや、やめて……！　わたしにさわらないで！」

　引き離されてたまるものかと必死に抵抗するが、大の男三人の力には到底敵かなわなかった。

「カイト！　カイト……!!」

　泣き叫びながら、彼の姿を求めて何度も振り返る。だがどれだけ呼びかけても、カイトは応えてはくれなかった。顔をうつむけ、拳こぶしをぐっと握るばかりだ。

「カイト……どうしてこっち見てくれないの？　ねえ、カイト……!!」

　やがてミクは塔の内部へと押し込まれた。

　そして無情にも、屋上に繫つながる扉は──彼に繫がる扉は、ミクの眼前で閉められたのだ。
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「離して！　もう逃げないから……お願いだから離してってば！」

　ミクと父がオーランシュ伯爵家の別荘に戻ると、すぐさま母とルカが姿を現した。

「あなた、これはいったいなんの騒さわぎですの!?」

「ミクさま!?　なぜこんなことに……！」

　二人とも一切の説明を受けていなかったのだろう。護衛に両腕を摑まれ、激しく泣き喚くミクを見て、ぎょっとしている。

「ご苦労だったな。おまえたちはそれぞれの仕事に戻りなさい」

　父は秘書や護衛を下がらせるなり、悩ましげに息を吐いた。一方のミクは自由になった腕をさすり、ドレスの袖そでで濡れた頰を拭ぬぐい始める。

「ミクさま、大丈夫ですか？　ああ涙がこんなに……こちらでお拭ふきくださいませ」

　ルカがポケットからレースのハンカチを出してくれた。しかしその時、父がこちらにやってきたので、彼女は流れるような動作で母の後ろに戻っていく。

「ミク、あらためて言おう。カイトくんとの縁談は今日をもって破は棄きだ。私は彼とおまえを結婚させるわけにはいかなくなった」

「だからどうして……!?」

　眼前に立つ父に詰め寄り、その胸元を拳で叩たたいた。

「理由を教えて！　カイトの何がダメなの？　お父さまが選んでくれた相手よ。家いえ柄がらだって性格だってどこも悪いところなんてないじゃない！」

「彼はブランヴィル侯爵家の正統な跡あと継つぎではない」

「……え？」

「侯爵夫人の実子ではなかったのだ」

「どういう、こと……？」

　その一瞬、ミクはびくりと身を震わせた。

　急激に高鳴った鼓動が全身を駆け巡り、足元がぐらつく感覚に襲われる。

「あなた、それは本当ですの？」

　寝耳に水だったのだろう。母が鋭い眼差しを父に向けた。

　その背後に立つルカも、啞然とした顔で、口元を手で覆っている。

「ミク、昨夜おまえは言っていたね。カイトくんがご両親から虐しいたげられている、と」

　向けられた質問に頷うなずきを返した。それは悲しくも動かしがたい事実だった。

「妙みようだと思って部下に調べさせた。……幸い、うちには最近まで侯爵家で働いていた使用人がいてね。その者を使い、侯爵家の使用人たちから情報を引き出したんだ」

　そこで「旦那さま」と、ルカが口を挟はさんだ。

「失礼ですが、それを正しい情報と信じてもよろしいのでしょうか。使用人たちのただの噂うわさ話ばなしの可能性もございますわ」

「もちろん私もそう考えた。だからこそ今朝、失礼ながらもブランヴィル侯爵を直接訪ねたんだ。侯爵の口から真実を語っていただくために」

　その間、伯爵家の使用人たちは、父の指示で侯爵家の内ない情じようを調べたり、侯爵本人の詳しよう細さいな経歴をまとめたりと、午前中から忙しく動いていたらしい。

　──婚約の日取りが正式に決まったんだと思っていたけれど。

　とんだ勘違いだ。それどころか状況は真ま逆ぎやくに向かって進んでいた。

「……カイトは、誰の子なの？」

　ミクは今にも消え入りそうな声で問うた。

「レンくんやリンちゃんとは母親が違うってことでしょう？」

「どうやらカイトくんは、隣国の身分の低い女性の子供らしい。二十年程前、侯爵が隣国に遊学に出向いた際に、間違いを犯おかして生まれてしまったのだとおっしゃっていた」

「間違いって、そんな……」

　侯爵のその言いように、ミクの全身が怒りでカッと熱くなる。

「その女性は、カイトくんの存在を理由に侯爵に結婚を迫せまってきたそうだ。けれど彼女は、侯爵が相手にするような身分の者ではなかった。さらにその時、侯爵にはすでに愛する婚約者──今の夫人であるアデリーヌさまがいらっしゃった」

　するとその女性は、侯爵の元にカイトを置いて、行方ゆくえをくらましてしまったのだという。

「でも……それでもカイトがブランヴィル侯爵の子供であることに変わりはないのに……」

　夫人はまだしも、なぜ侯爵までもがカイトのことを厭いとうのか、理解できなかった。

「……縁談を破棄していただいたあとだが、侯爵はこうもおっしゃっていた」

　父はひどく言いにくそうに言葉を続けた。

「『正直、あれが自分の子であるかどうかも疑わしい』と。『しかたなく家に置いたが、あれにはあまり興味がない。おとなしく軍人でいてくれさえすればそれでいい』とも」

「そんな、ひどい……！」

　ミクは悲ひ鳴めいのような金切り声を上げた。父から聞かされた侯爵の発言の数々は、まるで凶悪な武器のように、ミクの心のあちこちを傷つけた。

「カイト……」

　愛しい彼の姿が、ミクの脳のう裏りに浮かんだ。

　つい数十分前、『今、怖いくらいに幸せなんだ』と、眩まぶしいほどの笑みをたたえていたカイト。その彼に会いたくて──ただ会いたくて、足が勝手に正面玄関に向かう。

「ミク、どこに行くつもりだ！」

　走り出したミクのあとを、間かん髪はつ容いれずに父の声が追ってきた。

「カイトくんに会うことはもう許さないぞ！」

　背後に迫る父の靴音。母とルカが息をのむような気配。扉を開けようと立ち止まれば、ミクの腕はすぐさま父に摑まれてしまう。

「お願い、お父さま。カイトのところに行かせて！」

「ダメだ！」

　一いつ刀とう両りよう断だん。父の険けわしい表情からは、揺ゆるぎのない意志が感じられた。

「先日、私はこう言ったはずだ。おまえの相手としてどんな男がふさわしいのか、『しかるべき家の嫡男でなければいけない』と」

　もちろん覚えている。父は『第一に』と前置きし、その条件を挙げていたのだ。

「私は長男であるカイトくんが、当然ブランヴィル侯爵家を継ぐものだと考えていた」

　そう見なすのが普通だ。この国に数多あまた存在する他の貴族の家々も、みな長男が嫡男であり、爵位や財産を継いでいる。次男以降は法律家や政治家や軍人など、貴族的職業に就つくことがほとんどだ。

「だが蓋ふたを開けてみれば、侯爵家の嫡男は次男であるレンくんだった。長男なのに、なぜ国軍に所属しているのかと不思議に思ってはいたが……」

　単なる社会勉強のためだと、父は決めつけていたらしい。

「それに彼は、貿易商人になりたがっているそうじゃないか」

　父は憮ぶ然ぜんとした面持ちで溜息を吐ついた。

「それを生なり業わいとする貴族ももちろんいるが、貿易業には大きなリスクが伴う。この先、どう生きるかわからない彼の元に、ますますおまえを嫁とつがせるわけにはいかないんだ」

「でもお父さま、わたし、カイトのことが好きなの……！」

　彼が嫡男だろうがそうでなかろうが、どちらでもいい。彼がどのような職業に就いていようとも、ミクが抱く想いは決して変わらないのだ。

　しかし父は、耳を傾かたむけようとはせずに、「ダメだ」と首を横に振るばかりだ。

「好きなだけでは生活していけない。おまえにはもっといい相手がいるはずだ」

「そんな人いない……カイト以上に好きになれる人なんて、絶対にいないもの！」

「明日、領地に戻ろう。カイトくんと再会し、今は気持ちが盛り上がっているだけだ。離れればきっとすぐに忘れられる」

「いや……わたし、絶対に帰らないから！」

　無我夢中で父の手を振り払い、目の前の扉を力まかせにこじ開ける。だが館の外に飛び出したところで、待ちかまえていた護衛たちに呆気なく身を確保された。

「やだ、さわらないで、あっちに行って！」

「おまえたち、ミクを部屋まで連れていってくれ。鍵をかけ、明日まで決して外に出さないように」

「旦那さま、それではまるで監かん禁きんですわ！」

　ルカがたまらずといった様子で声を上げた。

「あなた、何もそこまで厳しくしなくても……こちらにも非ひはあるんですし……」

　成り行きを見守っていた母も、うろたえながら父に意見する。

　しかし父の決断は変わらなかった。

「おまえたちは黙ってなさい。──さあ、早く連れていってくれ」

　そう命じられると同時、護衛たちはミクの体を引きずるようにして廊下を歩き始めた。

「やだ……離して！　お願いだから……お父さま!!」

　その場から強引に連れ去られながらも、ミクは涙を流して懇こん願がんする。

「お願い……ダメなんて言わないで！　カイトとの結婚を許して……！」

　だが結局、願いは届かず、ミクは二階の自室に押し込められた。そして無情にも、外から厳重に鍵をかけられてしまったのだ。
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　その頃、塔の屋上に一人取り残されたカイトは、ただ呆然と立ち尽くしていた。

　ミクとその父であるオーランシュ伯爵が去ってから、いったいどれほどの時が流れただろうか。三十分か一時間か、あるいはそれ以上か──その間、魂たましいが抜け出てしまったかのように、足元を凝視し続けている。

『私はミクの相手に、ブランヴィル侯爵家の嫡男である君を望んだ。──いいかい。長男ではない、嫡男だ』

　もしかしてそうなのではないかと、心のどこかで予感していた。

　だからこそ自分の出しゆつ自じを、ミクに明かすことができなかった。明かしてしまえば、彼女とは一緒にいられなくなるかもしれない。そんな不安に襲おそわれていたからだ。

「だが、まさか本当にそのとおりになるとは……ははっ、そうか……はははははっ」

　知らず、唇から自じ嘲ちようの笑みがこぼれ落ちる。

　自分はどこまで無価値な存在なのか。忌いまわしい出自はいつまでつきまとうのか。

『カイト……どうしてこっち見てくれないの？　ねえ、カイト……!!』

　あの時、助けを求めて泣き叫ぶ彼女を奪うばい返すことも──いや、声を発はつすることすらできなかった。そんな自分がひどく情けなくて、今すぐ消えてしまいたい心地になる。

「くっ……ちくしょう……！」

　やり場のない怒りを持て余し、握った拳を自らの腿ももに叩きつけた。

　自分がどのような経緯でどこで生まれたのか、そんなものカイトは知らない。ただ物心ついた頃には、ブランヴィル侯爵家で長男として育てられていた。

　そして五歳になった時、対外的には母とされている女性が、自分の生みの母ではないことを知った。

『薄うす汚ぎたない女から生まれた薄汚い子供が……どうしてわたくしが母親代わりなどしなければならないの！』

　きっかけは義ぎ母ぼのそんな一言だったと記憶している。時に彼女から、『卑いやしい女にすら捨てられた、生きる価値のない存在』と、評価を下されることもあった。

　それからカイトは、何もかもをあきらめて生きてきた。

　父から愛されることも、義母から優しくされることも、自らの輝かしい未来さえも。

　いくら手をのばしても何も摑めることはない。自分は存在しないもののように扱われ、いずれ侯爵邸の使用人部屋に似た一室で朽くち果てるのだと、そう思っていた。

　そんなカイトが、ようやく手に入れた唯一の幸せ。

　ついさっきまで確かにこの腕の中にあった、宝物のような存在──ミク。

「どうして……」

　カイトは震える両手を持ち上げた。どうしてそれすらも自分から奪っていくのかと、手の平を上向け、食い入るようにそこを見つめる。

　やっと摑んだはずの幸せが逃げていく。指の間から砂がこぼれるように、いとも簡単に。

「──ミク……！」

　込み上げた感情が声に変わり、何度もその名を呼んだ。

　もちろん答えが返ってくることはない。だがそうしていなければ孤独感に苛さいなまれ、どうにかなってしまいそうだった。

　──べつに何も変わりはしない……彼女と再会する前の自分に戻っただけだ。

　けれどカイトは知ってしまった。胸を焦がすような甘い恋を。彼女の唇の甘さや体の柔らかさ、体温の高さや吐息の艶めかしさを。

　一度知ってしまえば、もう戻れない。彼女とここで別れるなんて考えられないのだ。

「いっそのこと、さらってしまえれば楽なものを……！」

　下唇を強く嚙かみしめれば、口の中に鉄を舐なめたような血の味が滲にじんだ。痛みに顔をしかめたカイトは、思わず掠かすれた唸り声を漏もらす。

　声をかけられたのは、そんな時だった。

「あら、卑しい女の子供がどんなに落ち込んでいるかと見にきてみれば、その惨みじめったらしい顔！　愉快でしかたがないわね」

　塔の屋上に突如、姿を見せたのは義母だった。

　深しん紅くのドレスに身を包んだ彼女は、弾むような足取りでこちらにやってきた。何がそうさせるのか、その顔には満面の笑みが浮かべられている。

「オーランシュ伯爵は縁談の破棄を願ってきたの。あなたが真っ当な生まれじゃないから。わたくしじゃなくて、身分の低い女が生んだ子供だから！」

　よほど興奮しているのだろう。義母は手振りを加えながら、甲かん高だかい声を発している。

「どうしてそこまで……」

　カイトはようやく口を開いた。

「どうしてそこまで僕を嫌うのですか……？　僕がいったい何をしたのですか……」

　長らく抱き続けてきた疑問。それを今初めて口にすると、義母はキッと目を吊つり上げる。

「勘違いしないで。嫌うなんて生やさしいものじゃないわ。そう──許されるならこの手で殺してやりたいくらいに憎んでるのよ……！」

　怒りに震えるその声が、カイトの鼓こ膜まくに深々と突き刺さった。

「あなたとあなたの母親が、わたくしは今も憎い……！」

　やがて義母は、握った拳を震わせながら、過去について語り始めた。

「あなたの母親は……あの卑しい女は、十九年前、侯爵と婚約したばかりのわたくしの元に現れたわ。『この子は侯爵の長男です』あなたを抱いて悪魔のように笑ったあの女を、あの時、わたくしがどれだけ憎んだことか……！」

　それはカイトが知ることのない過去だった。

　義母にとってその出来事は、決して癒いえぬ深い傷となっているのだろう。彼女の顔には、心中の苦悶がありありと表れている。

「その瞬間、わたくしの幸せは無残に壊されたわ。しかもあの女は、『この子のために侯爵と別れてください』なんて馬鹿げたことを願ってきたのよ！　だからわたくし、言ってやったの。『侯爵とはどんな障害があろうとも、絶対に結婚する』って。『その子が本当に侯爵の子供だったとしても、わたくしは侯爵に一銭も援えん助じよさせない』って！」

　その結果カイトの母親は、侯爵邸の正門前にカイトを捨て、霧きりのように消えてしまったのだという。

「あの女のせいで、わたくしがどれだけ不幸になったかわかる？　あの頃、何度死にたいと思ったか……何度侯爵を殺してやりたいと思ったことか……！」

　当時のことを思い出しているのだろうか、義母の顔色が見る間に青ざめていく。

「あなたを見る度にあの女の悪魔のような笑顔がちらつくわ。そして侯爵の不ふ貞ていを思い出すのよ。この十九年間、ずっと！」

「義母上……」

「あなたはわたくしの不幸の象徴。目障りで憎らしくてしかたがないのよ……!!」

　義母は苦しげに眉まゆ根ねを寄せ、喘あえぐように肩で息をしていた。複雑に結ゆい上げていた髪はいつしか乱れ、額には脂あぶら汗あせらしきものが滲んでいる。

　──ああ、そうか……この人も長らく苦しみ続けてきたのか。

　その時、カイトの心からふいに強こわ張ばりが消えた。

　──この人にもこの人なりの理由があったのか……。

　まるで複雑に絡からんだ糸がほどけるように、あるいは降り積もった雪が溶けるかのように、長らく抱いていた疑問や謎や苦しみが解けていく。

　痛みを抱えて生きているのは、世界中で自分だけのような気がしていた。だが実際はそうではない。目の前にいる彼女もまた、やり場のない苦しみに苛まれ続けていたのだ。

「……すみませんでした、義母上」

　目の前に立つ義母がひどく哀れで小さな存在に思え、カイトは深々と頭を下げた。自分の母の罪も、誰より重い父の罪も、全てまとめてカイトが引き受ける。

　すると義母は、途端に平静を装い、腕を組んだ。

「あなたに謝られても困るの。それより、わたくしの前に顔を出さないでくれるのが一番ありがたいわ。……そうそう、あなたがなりたがっている貿易商人。あの人は反対しているようだけれど、わたくしとしてはあなたが遠い国に行ってくれるのなら大賛成よ」

「……ええ、そうですね」

　カイトは朧おぼろ気げな笑みを浮かべた。

　ミクと再会し、一度は捨てた貿易商人という夢。しかしもう二度と彼女をこの手に抱きしめることができないのなら、自分に残された道は一つしかないような気がしていた。

「ですがその前に、もう少しだけ悪あがきをしてみようと思います」

　自分にとって何よりの幸せを、もう一度、この手に摑むために。

「では義母上、失礼いたします。──どうかお幸せに」

　義母に向けて一礼し、軍服の裾すそを翻ひるがえして歩き出す。

　それは彼女に贈おくる、おそらく最初で最後の──心からの言葉だった。
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「ミクさま、夕食をお持ちいたしましたわ。どうか召めし上がってくださいませ」

　部屋の鍵かぎが廊ろう下か側から開けられるやいなや、すぐさまルカの声がした。

「ミクさまがお好きなチキンのクリーム煮にもございますわよ」

　やがて扉とびらが開く音と共ともに、ワゴンに載のせられた食器がぶつかり合う音が響ひびいてくる。

　しかしミクは、ベッドに突っ伏したままの体たい勢せいで、首を横に振った。

「ごめん、ルカ……食欲ないの。下げてもらってもいい？」

「そうですか……それではお腹が空きましたらすぐに教えてくださいませ」

「せっかく持ってきてくれたのに、ごめんね」

　チーズやオリーブの香りが鼻先にまで漂ただよってきたかと思うと、再び食器がぶつかり合う音がした。ルカが退室したのだろう。部屋の扉が閉まり、またしても外から施せ錠じようされる。

　扉の向こうから聞こえてくるのは、男性のものだと思われる低い声だ。どうやらミクの部屋の前には、数人の護ご衛えいが立っているようだった。

　──これじゃカイトのところに行けない……。

　絶望的な状況に、ミクは掠かすれた唸うなり声を漏もらした。

　このままでは彼に会うことなく、明日、父の領地に連れ戻されてしまう。

　──そんなのはいやだ！

　拳こぶしを握って顔を上げれば、たちまちひどい目め眩まいに襲おそわれた。

　今朝から体調が思わしくないと感じていたが、いよいよ熱が上がってきたのかもしれない。ふらつきながらもベッドから下り、暗い部屋の中、靴くつも履はかずに窓まど辺べに向かう。

　ミクが打ちひしがれているうちに、いつしかエクラトンの地には夜が訪れていたらしい。インクを広げたような漆しつ黒こくの空には、無数の星々と円まるい月が輝いている。

「きれい……」

　月光が落ちるエクラトン湖こを眺ながめ、ミクは長い息を吐はいた。

　今夜は風がないのだろう。水面は静まり返り、鏡のように空の様子を映うつし込んでいる。

　地上に落ちる星と、朧おぼろな月影。まるで水面の下に空があるようだ。

「カイトと見たいな……」

　こんなにも美しい景け色しきを──いや、これだけじゃない。もっと数多くの美しい景色を、彼と並んで一緒に見たい。

「見られると思ってたのにな……」

　想いが通じ合った二人を遮さえぎるものなど何もない。今日の昼頃まで、ミクはそう信じて疑っていなかった。あとは結婚に向けて、いくつかの手順を踏ふんでいくだけだ、と。

　それなのに二人は、幸せの絶頂からたちまち不幸のどん底に突き落とされた。しかも父のあの剣幕では、再び幸せの絶頂に戻ることは困難を極きわめそうだ。

　──どうすればいいんだろう。

　ミクは出窓に腰掛け、そこから見える明めい媚びな景色に視線をやった。

　ブランヴィル侯こう爵しやく家けの森の中に建つ塔とうは、月光に照らされ青白く輝いている。同じ光を存分に浴びながら、ミクは立てた膝の上に頭を乗せる。

　ふと気づくと、窓辺に置いてあったオルゴールが視界に入った。手に取り側そく面めんに付いているぜんまいを回せば、途と端たんに流れ出すのは、彼と一緒に聞いたあの切せつない旋せん律りつだ。

「カイト……！」

　その瞬間、ミクは嗚お咽えつを漏もらしていた。

　彼のことが恋しくて、心が痛い。頭の中が彼でいっぱいで、気が狂いそうだ。

　お願ねがい──。ミクは誰に向けてでもなく、そう祈った。

　お願いだから彼を奪うばわないで。どうか昨日の夜に時間を戻して、と。

　──もし戻れるなら絶対に言わない。カイトとご両親のこと、お父さまには黙っておく。

　そもそもの発ほつ端たんは、昨夜のミクの発言だ。

『カイト、ご両親に嫌われているんだって。それで子供の頃から、いつもあの塔にいるの』

　それを知ったからこそ父は不ふ審しんの念を抱き、部下を使って侯爵家の内情を調べたのだ。

　──どうして昨日、言ってしまったんだろう。

　いくら後悔しても過去は変えられないことはわかっている。だがそれでもミクは後悔せずにはいられない。あの時あの言葉を口にしなければ、こうなることはなかったのだ、と。

　窓から見えるブランヴィル侯爵家の塔。

　それに手をのばすように硝子ガラスにふれると、外の冷気が伝わってきた。オルゴールの音色に耳を傾けながら、ミクは窓枠にもたれてぼんやり涙を流し続ける。

　このままカイトと離れてしまえば、ミクの心は間違いなく壊こわれてしまう。だからこそどうにかして状況を変えたいと、そう思うけれど。

　──カイトはどう考えてるの……？　わたしと会えなくなってしまってもいいの？

　塔の屋上から連れ去られる間際、ミクが何度名前を呼んでも彼は微動だにしなかった。

　そのため新たな不安がミクの心を蝕むしばみ始めている。

　もしやカイトは、自分との未来をすでにあきらめてしまったのではないか？　と。

「いや……わたしのことをあきらめないで……！」

　まるで月に祈るように、窓辺で両手を組み合わせた。それでも怒ど濤とうのごとき不安から逃れられずにいると、再び廊下側から鍵が外され、部屋の扉が開けられる。

「ミクさま、失礼いたしますわ」

　現れたのはワゴンを押したルカだ。彼女は中に入ってくるなり護衛たちを振り返った。

「わたくし、ミクさまが夕食をとられる間はこちらにいますから、念のため鍵を掛けておいてくださいませ。万が一、ということもございますでしょう？」

　やがてルカが扉を閉めれば、護衛たちは彼女の指示どおりに外側から鍵を掛けた。

「ルカ、わたし、夕食はいらないって言ったんだけど……」

　出窓に座ったままのミクは、濡ぬれた頰ほおを慌あわてて袖そでで拭ぬぐった。するとルカは、食事が載ったワゴンを入口の辺りに放置し、何かに急せかされるようにこちらにやってくる。

「ミクさま、これからわたくしが何を言っても絶対に大声を上げないでくださいませ」

「うん、わかったけど……どうしたの？」

「カイトさまがいらっしゃってます」

「──っ!!　どこに!?」

　騒さわいでしまったあとで慌てて口を閉ざした。大声を上げてはいけない。そう忠告されていたのにもかかわらず、与えられた衝撃に我慢がきかなかった。

「お静かに……旦だん那なさまに知れたら大ごとになりますわ」

　ルカは人差し指を唇くちびるの前に置き、もう一方の手で西側の窓を指差した。

「わたくしの部屋から見えましたの。あちらにおいでですわ」

　瞬間、ミクの心が激しく搔かき乱れる。どこ、とルカにすがりつくような格好で立ち上がり、示された窓辺に駆かけ寄った。

「──っ！　カイト……！」

　窓硝子に張りつくようにして外を見やると、目に飛び込んできたのは愛いとしい彼の姿だ。

　込み上げる感情を堪えながら、震える手を真しん鍮ちゆう製せいの鍵にやった。しかし焦あせるあまりに上う手まく開けられず、もどかしさに泣き出してしまいたくなった。

「やだ……どうして？　開いて……開いてってば！」

　やがてようやく窓を開ければ、カイトはすぐさまこちらに気づいてくれた。

「ミク……！　よかった、会えなければどうしようかと思っていたが」

　彼はほっと安あん堵どの息を吐いている。

　月光が降ふり注ぐ下、カイトは館の西側の庭に立ち、二階の窓辺にいるミクを見上げている。冬が間近に迫る今こ宵よい、外はだいぶ冷え込んでいるのだろう。彼が息を吐く度たびに、空気がうっすら白く染まった。

「ルカが……ルカが教えてくれたの。カイトが来てるって……」

　周囲を警けい戒かいしなければいけないことはわかっている。しかしミクの視線はカイトに引き寄せられたまま、一瞬たりとも離れることはなかった。

　今、目の前に彼が存在しているのが夢のようで、瞬まばたきもせずにその姿に見入ってしまう。

「瞼が腫れてるな……そうか、今まで泣いてたのか」

「ううん、そんなことない。……暗いからそう見えるだけだよ」

「そんな噓を俺が見抜けないとでも？」

「……カイトこそ、疲れた顔してる」

「まさか。それこそ暗いからそう見えるだけだ」

　差し迫った状況だというのに、ミクとカイトはなかなか核かく心しんにふれなかった。

　彼は何を考えているのだろう。何を告げるためにここに来てくれたのだろう。そう思案すればたちどころに不安になり、怖じ気づいた。

　だがそのうちに、ルカに小声で急かされた。

「ミクさま、時間がありませんわ。警備の者に知られたら大ごとになります」

　伯はく爵しやく一家の滞在時、この別荘では夜間の警備を行っている。ある一定の間かん隔かくを空けて、警備要員が庭を歩くのだ。

「カイト、あのね──」

「オーランシュ伯爵に面会を申し込んだ。ミクとのことを許していただくために」

　ミクが口を開くのと、カイトが喋しやべり出すのはほぼ同時だった。

「お父さまに……？　それで？」

「何度も申し込んだが、全て拒きよ否ひされた。正面玄関の前に今さっきまで居い座すわってみたが、それでも扉を開けてもらえることはなかった」

　彼は苦笑を浮かべたまま、しかたないとでも言うように首を横に振る。

「じゃあ、もう……」

「伯爵に認めていただくのは難しい。──俺はそう考えている」

　ミクは激しい目眩に襲われた。

　──やっぱりカイトはあきらめている。わたしと一緒にいることを……。

　おそらく彼は、最後に『さよなら』を告げるためにここに現れたのだ──そう予感してしまえば莫大な恐怖に胸中を支配され、呼吸が上手くできなくなった。

「ミク……伯爵から聞いたか？　俺の出しゆつ自じのことを……」

　向けられた疑問に声もなく頷うなずいた。

「そうか……話さなくてすまなかったな。今思えば、おまえにだけはもっと早くに明かしておくべきだったのに……」

　だが、怖こわくて言えなかったんだ。

　消え入りそうな声でそう言った彼の、泣き笑いのような表情が、心に痛い。

「俺の出自はどれほど願っても変えられない。俺が死ぬまで背せ負おっていくものだ。だからこそきっと、伯爵は俺とミクのことを許してはくださらないだろう」

「いや……」

　ミクはあえぐように言った。許してはくださらないだろう──そのあとに続く言葉は何？　だからここで別れようというの？　いつしか手足が小刻みに震えている。

「絶対にいや……！」

　一度口にしてしまえばもう止まらない。想いは堰せきを切ったように溢あふれ出した。

「お願いカイト……お願いだから離れていかないで。わたしと一緒にいられて幸せって言ったじゃない。他のことなんてどうでもいいって言ったじゃない……！」

「その気持ちは今も全く変わってない」

「だったら一緒にいて！　わたしもそう。あなたがいてくれるなら他のことなんてどうでもいい。あなたがいなくなったら、きっと普通でなんていられない。だからお願い、わたしから離れていかないで……！」

　窓枠にすがりつくような格好で、子供のように泣き喚わめく。その勢いに圧あつ倒とうされているのか、背後に立つルカが「お静かに」と諫いさめてくることはもうなかった。

「お願い、カイト……！」

「ミク……」

　するとカイトは、深く息を吸い、何かを決意するかのように一つ頷いた。

　彼は握った拳で、軍服の左胸の辺りを軽く叩く。やがてその手を、二階の窓辺に立つミクに向けておそるおそる差し出してきた。

「──だったら俺と一緒に来るか？」

「え……？」

「俺と一緒に世界を見に行くか？」

　その言葉はまるで予感していないものだったため、理解するのにしばしの時を要した。

「それって、どういう……」

「おまえとの結婚を伯爵に願い、それでも許していただけなければ、俺はもう全てを捨ててこの国を去ろうと考えていた」

「どうして……？」

「そうしなければ自分が抱いだく欲に負けて、おまえをさらってしまうと思ったからだ」

　彼は自じ嘲ちようにも似た笑みを浮かべている。

「だが今、おまえの泣き顔を見て決意した」

　彼はこちらに向けて再度、今度は決けつ然ぜんたる態度で右手を差し出してきた。

「おまえと離れて生きていけるわけがない。あの塔の前で出会った時から、いつだっておまえが俺の全てだった！」

　その青い瞳ひとみに輝くのは、おそらく数あま多たの自信と希望。

「だから来い、ミク。世界中を旅して、たくさんの珍めずらしいものを自分たちの目で見よう。俺と一緒に生きていこう！」
















　いつしかカイトは、ミクの全てを受け入れるかのように、両腕を大きく広げていた。

　その時ミクは打ち震えた。

　彼が口にした言葉。それは幼い頃に交わした約束そのものだったからだ。

　いつか叶かなえられる日が訪れればいいなと、大人になってからも密ひそかに願い続けていた。

　六年前に一度、離れ離れになってしまった二人。それでも少しでも彼と繫つながっていたくて、毎日のように世界地図を眺め、主人公が冒険する物語に没頭した。

　──それが今、本当に叶うというの……？

　顔には無意識のうちに満面の笑みが浮かぶ。

「うん……カイト。わたしを連れていって。わたし、あなたと一緒に──」

　世界を見に行く。そう言いかけた時にはたと脳のう裏りに浮かんだのは、父と母の顔だった。

　それだけではない。領地の伯爵邸にいる姉の顔も、背後にいるルカの顔も、ミクを取り巻くたくさんの人々の顔が、代わる代わる浮かんでは消えていく。

「あ……」

　今ここでカイトと旅立ってしまえば、父にも母にも姉にも二度と会えなくなる。ルカだってそうだ。いつも側にいてくれる彼女と、もう一緒にはいられなくなるのだ。

　その恐怖が、ミクの心に躊躇ためらいの種を蒔まく。すぐそこにあるカイトとの未来。それを苦もなく選ぶことに二の足を踏ふませた。

　けれど──たとえ誰とも会えなくなってしまったとしても。

　──わたしはカイトと一緒にいたい！

　ミクがそう決意した時、屋敷の北側、正面玄関の辺りで声が上がった。

「不審者だ……！　西側の庭に誰かいるぞ！」

「ミクさま、警備の者ですわ！」

「ミク！　俺と来い！」

　ルカが悲ひ鳴めいのように叫び、カイトがこちらに祈いのるような眼差しを向けてきた。

　屋敷の内外を駆け回るのはいくつもの足音だ。騒然とする館内に怒ど号ごうが飛び交う。

「ミク！　ミク、そこにいるな!?　ルカ、ミクを絶対に行かせるな！」

　やがて廊下から父の声が響き、ミクの部屋に掛けられた鍵が外される音がした。

　──このままでは捕まってしまう！

　そう認識した瞬間、ミクの体はおのずと動いていた。

「カイト、受け止めて！」

　窓から身を乗り出したミクは、庭に立つカイト目がけて躊躇うことなく飛び降りた。

「──来い！」

　両腕を広げた彼は、二階から降ってきたミクを見事に受け止める。しかしそう簡単に落下速度は殺しきれず、勢いあまって芝生の上に倒れ込んだ。

「ミク……！　今度こそ手に入れた！　もう二度と離すものか！」

　彼は潰されるように下敷きになったまま、ミクの体を搔き抱いた。

「うん……カイト、うん……！」

　永久に失うところだった彼の温ぬくもり。それを全身で感じ、ミクはようやく安堵する。

「ミクさま、これをお受け取りください！」

　間もなくルカが二階の窓から何かを投げてよこしたので、二人は慌てて立ち上がった。拾い上げるとそれはミクの靴だった。厚手のケープと共ともに、あのオルゴールも降ってくる。

「どうかお幸せになってくださいませ……！」

「ありがとう、ルカ！　あなたも幸せになって！」

　彼女との別れを惜しんでいると、ミクとカイトを挟み撃うちにするかのように、護衛や警備の者たちが迫せまってきた。ミクが飛び降りた窓からは、血相を変えた父が顔を覗のぞかせる。

「ミク、やめなさい！　行ってはダメだ!!」

「ごめんなさい、お父さま……わたし、カイトと一緒にいたいの！」

「伯爵、ミクのことは必ず幸せにすると誓ちかいます！　この命に替えても！」

　二人はどちらからともなく手を取り合い、父に向かって深々と一礼した。そして息つく間もなく、ブランヴィル侯爵家の別荘に繫がる森に向かって走り出したのだ。

「ミク、大丈夫か!?　どこも痛くないか!?」

「うん、大丈夫だから気にしないで！」

　どこも痛くないなんて噓うそだ。本当は、心が引き裂かれてしまいそうに痛い。

　けれど自分がこの手を選んだことは、決して間違っていないと信じられるから。

　だからミクは、暗い森の中を疾走したのだ。その先に明るい未来があることを願って。




「遅かったわね。退屈で死ぬかと思ったわ」

　森の小径から街道に出たところに立っていたのは、カイトの補佐官であるメイコだった。

「あれ？　一人の予定じゃなかったの？」

　ミクの存在を認めるなり、メイコは驚いたように眉まゆを上げる。

「嬉うれしい誤算だ」

「あんたにしてはやるじゃない。馬、一頭しか用意してないけど」

「問題ない。どちらにしろ彼女は一人では馬に乗れない」

　カイトは呼吸を整えつつ、メイコの手から馬の手た綱づなを受け取った。

「少ないけど、必要そうなものをまとめておいたわ。感謝してよね」

　メイコはさらに、着替えや金銭や薬などの必需品が入った布袋をカイトに手渡した。

「すまない。世話になったな」

「そう思うならせいぜい幸せになることね」

「ああ。必ず」

　苦笑しながら、カイトはミクの体を軽々抱き上げ、馬の背に乗せた。続いてその背後に自らも跨またがり、馬との相性を確かめるかのように何度か足踏みさせる。

「まさかあんたが女の子と駆け落ちするなんてね。軍の者はみんなびっくりよ。女に全く興味を示さないから、男が好きなんじゃないかって陰で噂うわさがあったんだから」

　そんな噂が？　と驚きながらメイコに視線をやると、ふいに彼女と目が合った。メイコはミクに向けて、「なかなかやるわね」とでも言いたげに、片方の目をぱちっと閉じる。

「その噂、火元はおまえだろ？」

「まあそうだけど」

　カイトの言葉を、メイコはしれっとした顔で肯こう定ていした。

　するとカイトは、背後からミクを抱き寄せ、見せつけるように頭頂部にキスをする。

「女性に興味がなかったんじゃない。彼女にしか興味を持てなかったんだ」

「ああもう……面倒くさいから早く行きなさいよ。軍にはあたしから上手く言っておくわ」

　メイコが溜息混じりにそう言った時、森の中から複数の足音が聞こえてきた。

　伯爵家の追っ手がこちらに気づいたのだろう。木々の間に松たい明まつの火が見え隠れし始める。

「カイト、早くしないと……」

「ああ、わかってる。──メイコ、感謝する！　あとは頼んだぞ！」

　直後、カイトは手綱を握り直し、馬の腹を勢いよく蹴けりつけた。すると芦毛の馬は前脚を上げて高らかに嘶いななき、たちまち全力で走り始める。

「絶対に落とさないから安心して乗っていろ！　なんなら寝ててもいいぞ！」

　馬は風を切って進み、見知った景色はあっという間に背後に消えていった。

　二人の逃とう避ひ行こうの全てを、空に輝く月と星々だけが見守り続けていた。
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　それから馬で走り続けること、およそ八時間。

　二人が目的地に到着したのは、朝が間近に迫り、辺りが薄明るくなった頃だった。

　伯爵家の追っ手からどうにか逃れようと、カイトは休憩をほぼ取らずに馬の手綱を握り続けた。そのため二人の間に満足な会話は存在せず、ミクが目的地を知ったのは、実際に到着したのちのことだ。

「ここだな……大丈夫か？　無理をさせて悪かったな」

　早朝の静せい謐ひつな空気が満ちる中。カイトが馬を下りたのは、とある邸てい宅たくの前だった。

　石畳の街道沿いに建つ、白はく亜あの二階建ての館。手入れされた芝の庭には緑の木々がふんだんに植えられ、一見、山荘風にも見える。その佇たたずまいから察するに、貴族か商人の別邸といったところだろうか。

　そもそもここはどこなんだろう。エクラトンからこの地まで月明かりを頼りにやってきたが、辺りの景色をうかがうことなど不可能だった。しかもミクにしてみれば慣れない馬上だ。気を抜いて振り落とされてしまわないよう、しがみつくのに必死だった。

　そのためこの地がどの貴族が管理するなんという場所なのか、見けん当とうもつかない。

　ただ漠然と思うのは、海の側なのかもしれないということだ。先ほどからミクの鼻先を、潮しおの香りが掠めているような気がする。

「ここはどなたのお家なの？」

「すぐにわかる」

　カイトはミクを馬上から下ろすと、手綱を門の近くの木に括くくり付けた。そうしている間に邸宅の正面入口が開き、中から使用人らしき男が現れる。

　早朝の訪問者に気づき、外に出てきたのだろう。その顔には警戒の色が浮かんでいた。

「朝早くに申し訳ない。まずは非礼を詫わびよう」

　この館の使用人──三十代半ば程度に見える男に向けて、カイトは一礼した。

「カイトが来たと伝えてほしい。あなたの船に乗せてもらうためにやってきた、と」

　その言葉を反はん芻すうして、ミクはごくりと息をのむ。

「カイト、まさかここって──」

「おそらくおまえの予想は当たってる」

　こちらに視線をくれた彼は、その口元に弧こを描いた。と、そうこうしているうちに使用人は、慌てた様子で館内に入っていく。

　やがて彼は、別の人物──彼の主人らしき男と共に、ミクたちの前に戻ってきた。

　ゆったりとした足取りで歩いてきた瘦そう身しんの男。五十はとうに過ぎているだろうか、白い髪と髭ひげを蓄えたその男は──。

「クラヴァー……!?　クラヴァーなのね!?」

　ミクは興奮に声を震わせた。

「カイトさまも、ミクお嬢じようちゃんも……二人揃そろって現れるとは、まったく、この老人を殺してしまいになるおつもりですな？　ちなみに死し因いんは喜び死」

　クラヴァーは丸まる眼鏡めがねを持ち上げ、目尻に深い皺しわを刻んだ。まだ寝ていたのかもしれない。絹の寝間着に羊毛のガウンを羽は織おるという、とても私的な格好をしている。

「二人揃って訪ねたことを死ぬほど喜んでくれるなら、こちらとしてもありがたい」

　カイトの声こわ音ねには安堵の色が滲にじんでいるようだった。

「クラヴァー、元気だった？　わたしのこと覚えてる？　ここはあなたのお家なの？」

　感情の高ぶりを抑えきれず、ミクは矢や継つぎ早ばやに問とうた。彼との突然の再会は、それほどの喜びをミクにもたらした。

　するとクラヴァーは、とろけるような笑顔をこちらに向けてきた。

「お久しぶりですな、ミクお嬢ちゃん。このクラヴァー、あなたのことを忘れた日など一日もございませんよ。──さあ、まずは中にお入りください。もう冬だ、外は寒い。温あたたかな紅茶でも飲みながらお話ししましょう」

　クラヴァーがちらりと視線をやると、使用人らしき男が館内に戻っていった。ミクたちを受け入れるための準備を始めたのか、玄関の辺りがにわかに騒がしくなる。

「カイトさま。さて、この馬は屋敷の裏に隠しておいたほうがよろしいですかな？」

「そうしてもらえると助かる」

「なるほど、そうですか……わかりました。不ふ肖しようながらお力になりましょう」

　クラヴァーは一瞬、真顔になった。しかし多くを語らなくともカイトの意図が伝わったのだろう。二人はしみじみと握手を交わしている。

「さあ、ミク」

　こちらを振り返ったカイトの顔からは、緊張の色が消えていた。それにつられてミクも安堵し、差しのべられた彼の右手に自分のそれを重ねる。

　だがその時、目の前の景色がぐにゃりと歪ゆがむような感覚に襲われ、全身に寒気が走った。

「あ……」

　たちまち目の前から遠ざかるカイトの手。もつれるドレスと両脚。意志に反して腰が崩れ、空が自分の上に降ってきそうな錯覚を抱く。

「ミク……！　どうした!?」

「ミクお嬢ちゃん!?」

　戸惑うカイトとクラヴァーの声が、早朝の静謐な空気を破った。それをどこか遠くに聞きながら、ミクは自然と瞼まぶたを閉じていた。

　──ああ、そうだった……わたし、熱があったんだ。

　そんなことをぼんやり考えながら。





[image: ]






「熱がひどく高いですね。それから衰すい弱じやくもしている。油断できない状態ですが……元々体調が悪かったのではありませんか？」

「いや、どうだか……気づかずにここまで来てしまって」

「きっと無理をなされたんでしょう」

「ええ、そうですね。……僕がさせてしまいました」

「薬を飲ませて回復を願うことしかできませんね。栄養のあるものをできるだけ摂とらせて、しばらくは絶対に安静にしてください。──ではお大事にしてくださいませ」

　そのような会話に意識を揺ゆり起こされ、ミクは目を覚さました。

　瞼を上げると、目に映ったのは見覚えのない天てん蓋がいだ。視線を巡らせた先には深緑色のカーテンと灰はい色の壁。ずいぶん落ち着いた印象の部屋で、ミクは横になっている。

　ここはどこだろう。ぼんやり考えていると、心配げに眉を寄せるカイトと目が合った。

「ミク、目覚めたか……！　大丈夫か？　どこか苦しいところはないか？」

　彼は、まるで彼自身が苦しんでいるかのような表情をしていた。

「カイト、わたし……」

　発はつした声は、ひどく弱々しかった。どうしてか全身が燃もえてしまいそうに熱い。呼吸は浅く忙せわしなく、額や首元は汗でしっとりと濡れている。

「わたし、倒れたのね……？」

　現状を理解して問うと、カイトは申し訳なさそうに頷いた。

「この部屋はクラヴァーの所有する館の一室だ。……先ほど医師に診みてもらったが、どうやら体調不良と過労が重なってしまったらしい」

　そう聞かされて納得した。なぜならミクは、昨日の朝から熱っぽさを感じていたのだ。

　そこにきて不慣れな馬に長時間揺られたため、容態が悪化してしまったのだろう。

「熱が相当高い。それから衰すい弱じやくしているそうだが……最後に食事をしたのはいつだ？」

　鈍い思考で考えた末、自分で驚いた。最後の食事は、確か一昨日おとといの朝。森の中の塔にカイトを訪ねる前のことだったのだ。

　それ以降は様々な出来事──カイトと両親の確かく執しつを知ってしまったり、彼との縁談を破は棄きされてしまったりと、怒濤のような変化に見舞われ、食事をとる気になれなかった。

　部屋の壁に掛けられた時計の針は、午後一時を指している。ということはミクは丸二日、水分しか口にしていないことになる。

「ごめんなさい……」

　こちらをひたと見つめる眼差しから逃げるように、毛布を頭まで引き上げた。

「いや、謝るのは俺のほうだ。おまえに相当無理をさせた。……いくら追っ手から逃げるためとはいえ、あんなにも長い時間、おまえを馬に乗せるべきではなかったのに」

「そんなことない！　だってそうしなければ──」

　わたしたちは確実に引き離されていた。

　そう反論しようと起き上がったところで、またしても激しい目眩に襲われた。

「ミク……！」

　大きく傾かしいだ体を、カイトの腕が危うく抱きとめてくれる。ベッドに腰を下ろした彼は、自分の胸にミクの頭を寄よりかからせた。

「いいからおとなしく寝ていろ。早く回復してもらわないと、俺が困る」

　彼はミクの体をそっと抱き寄せると、下ろしていた長い髪を愛おしげに梳とき始めた。

「ねえカイト、ここはラシェルでしょう……？」

　エクラトンの西に位置する港町、ラシェル。クラヴァーはそこに滞在していると、一昨日、カイトは言っていた。

「そうだ。ラシェルにあるクラヴァーの別邸だ」

「わたしたち、クラヴァーの船に乗せてもらえるの……？」

　いつしかミクは瞼を閉じていた。

　ちっとも思いどおりに動かない体と、カイトが与えてくれる温もり。苦しいのか幸せなのかよくわからぬまま、まるで夢の中にいるような心地だった。

「俺たちが同行することを、クラヴァーが了承してくれた。三日後、近くの港からイスマリス王国に向けて出しゆつ立たつする。その後七カ国を回るそうだ」

　イスマリス王国とは、リュシオル王国の南西に浮かぶ島国だ。絹織物の産地で、王都には数あま多たの神殿が存在しているのだという。

「すてき……本当に世界を見に行けるんだ」

　幼い頃、カイトと交わした約束が今、叶えられようとしている。しかもクラヴァーが所有する大きな貿ぼう易えき船せんに乗せてもらうことができるのだから、この上ない状況だ。

「嬉しい……ね、カイト。すごく嬉しいね」

　ミクの胸には、切ないほどの喜びが込み上げてきていた。──しかしその一方で。

「ミク……嬉しいならば、なぜ泣く？」

　知らず、つぶった目から大粒の涙が溢れ出す。

「ごめん、嬉しくて……カイトと一緒にいられると思ったら、本当に嬉しくて……」

　言い訳を広げつつ、慌てて目元を拭った。だが涙は止まることなく、滔とう々とうと流れ続けた。

　──お父さま、お母さま……。

　ミクが頰を濡らす理由は、彼の人たちの存在だ。

　大切な家族やルカともう二度と会えないであろう現実が、ミクの涙腺を容易に破壊する。高熱で感情が緩ゆるんでしまっているのも、原因の一つかもしれない。

「ミク、もしも辛いなら──」

「辛くなんてない……！　カイトと一緒にいたいから、わたしはここにいるの」

　その言葉に噓はない。昨夜、『俺と一緒に生きていこう』と告げられ、彼の手を取ったことは、決して勢いまかせの行動ではなかった。

　そしてその選択は、正しかったと今も揺るぎなく思える。──思えるけれど、家族との別れを惜しむ想いは、そう簡単には消えてなくならないのだ。

　父と母に申し訳なく思う気持ちと、動どう揺ようする感情と、どことなく感じる心細さと。

　すべてが綯ない交まぜになって、ミクの弱った心を刺激する。カイトとの未来を手に入れた今、失ったもう一方を愛いとおしく思ってしまう。

「カイト……一緒に行こうね。ずっとずっと一緒にいようね」

　身を切られそうなほどのさみしさからどうにか逃げたくて、カイトの手を強く握った。

「ああ、そうだな。……俺は子供の頃からの夢だった貿易商人になる。おまえはその妻として、俺の隣に居続けるんだ」

「うん……死ぬまでずっと一緒にいる。だからもう絶対に離れないでね……？」

　せがむように顔を上げれば、すぐさま吐息を奪われた。火ほ照てった唇に、啄ついばむような軽いキス。そして彼は、ミクからあっさり離れていこうとする。

「やだ……お願い、もっとして」

　もっともっと。全てを忘れられるように、カイトのことしか考えられないように。

「お願いだから、もっと強くぎゅうってして……」

　自由がきかない体を無理に動かし、カイトの首に両腕を回した。

「ダメだ、ミク。これ以上はもう……」

「いや。離れていかないで。お願い……ずっとここにいて」

「頼む、おとなしく寝てくれ。おまえは病人なんだから──」

　カイトの言葉を最後まで聞かずに、ミクは初めて自分から彼の唇にキスをした。彼の引き締まった頰に両手を添え、角度を変えて何度も口づける。まるで温もりをねだるように。
















「好き……大好きよ、カイト」

　するとカイトは、切せつ羽ぱ詰つまったような動作でミクをベッドに押しつけた。

　気づけば彼の体が、ミクの体に覆い被さっている。首元に感じる甘い吐息と、こちらに向けられた灼やけるような眼差し。まるで彼こそが高熱に冒おかされているみたいだ。

　──カイトも、わたしを求めてくれている？

　ぼんやりしている間に、鎖骨の辺りにやわらかな唇の感触を覚えた。いつしかドレスの襟元はくつろげられ、両腕はベッドに縫い止められるように摑つかまれている。

「………………」

　部屋の中に沈黙が落ちる。聞こえてくるのはミクの浅い呼吸音と、カイトがミクの耳や首元に落とすキスの音、そしてミクが反応する度に生じる衣きぬ擦ずれの音だけ。

「カイト……お願い、どこにも行かないで……！」

　いつしか自由になっていた両腕で、彼のことをきつく抱きしめた。

　このまま自分の全てをカイトで満たされたい。熱のせいだろうか、恐怖など微み塵じんも感じない。それよりも今は、突き上げるような衝しよう動どうに身を任せていたい。

　けれど。

「──よし、寝ろ！　今すぐ寝ろ！」

　カイトの体が突とつ如じよ、ミクから離れていった。

「いや、ちょっと待て。やっぱり食事をしてからだ。おまえは病人だ、こんなことをしてる場合じゃない。何か食べて薬を飲んでからただちに寝ろ十五分以内だ！」

　彼は素早くベッドから下りると、こちらに背を向けて歩き出そうとした。

「やだ、カイト、待って……！」

　啞あ然ぜんとしつつも、反射的に彼の軍服の裾すそを摑んだ。すると彼は、びくりと体を震わせ、魂が抜け出てしまうのではないかと心配になるほどの息を吐く。

「ダメだ……ミク。あんまり俺を甘やかすな」

　彼の真意が摑めなくて、ミクは首を傾げた。

「このままここにいたら、俺はおまえを抱いてしまう。……おまえが病人だとわかっているのに、それでもきっと自分を抑えきれなくなる」

「それでもいい。それでもカイトと一緒にいたい」

「だからおまえは……！　そういうことを言ってはダメだ！」

　こちらを振り返った彼の顔は、思わず目を見み張はってしまうほどに真っ赤に染そまっていた。

　怒っているのか困っているのか。額を手で押さえながら、ミクの頭まで毛布を引き上げる。その上から、なだめるようにぽんと頭を撫なでてくる。

「おまえが倒れた時、俺がどれほど心配したかわかるか？」

「それは……」

　彼の声が急に真剣味を帯びたため、ミクはつい言葉を詰まらせた。

「少しでも俺に悪いと思う気持ちがあるなら、今は体を休めることに専せん念ねんしてくれ」

　頼むから、と差し迫ったような口調で念を押されれば、ミクはもう従うことしかできなくなってしまう。本当はそうしたくないと思っていても。

「……ごめんなさい」

　毛布からおずおずと顔を出し、カイトの様子をうかがう。

　やがて視線が交われば、彼はミクを安堵させるかのように微笑ほほえんだ。その顔色は、すでにすっかり元に戻っている。

「ねえ、カイト」

　目覚めてからずっと抱き続けていた不安。それを思いきってぶつけてみることにした。

「必ず良くなるから、わたしのこと、何があっても一緒に連れていってくれる？」

　すると彼は、「もちろん」と、ミクの前髪をいたずらにかき混ぜる。

「おまえを置いていくわけないだろう？」

「絶対に？　約束してくれる？」

「ああ、約束するよ。──おまえと共にずっと一緒にいると誓う」

　カイトはミクの唇に軽いキスを落とすと、枕元にオルゴールを置いた。それはルカに持たされたミクのものだ。彼の手が側そく面めんのぜんまいを回せば、すぐさまあの曲が流れ始める。

「今、おまえが食べられそうなものを持ってくる。それまでこれでも聞いて休んでろ」

　踵きびすを返した彼は、足早にミクの前から去っていった。
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「いったい何をやってるんだ、俺は……」

　ミクが休む部屋をあとにしたカイトは、クラヴァー邸の廊下を数歩進んで足を止めた。

「最低な男だな……」

　途端に口をついて出るのは後悔だ。廊下の壁に背を押しつけ、紺こん色の前髪を搔き上げる。

　火のように熱い体や潤うるんだ目、掠れた声や額に滲む脂汗──どれほど辛いのだろうか。ミクは面おも変がわりしてしまうほど熱に苦しめられているようだった。

　彼女をさらってきたことを後悔してはいない。でなければ別れは避けられなかっただろうし、彼女も共に生きることを望んでくれた。

　だがもっと彼女に優しい方法を見出せなかったのかと、今さらながらに激しく落ち込む。

　あの時カイトは、伯爵家からの追っ手を撒まくため、何かに取り憑つかれように馬の手綱を握り続けた。常日頃から馬で駆けることに慣れている自分だ。それをさして苦痛だと感じなかった。

　けれどミクは違う。彼女は伯爵家の令嬢だ。馬車に乗ることはあっても、馬に乗ることには慣れていないはず。それどころか深夜の外出だってほぼ経験がないだろう。

　──結果、あいつは高熱を出して倒れることになった。

　しかも熱に苦しむ彼女を、カイトは好き勝手にしようとしたのだ。

「本当に最低だな、俺は……」

　自分はいったいどうしてしまったのかと、頭を抱えて屈かがみ込んだ。

　いくら彼女からキスをせがまれたからといって、理性を失うなんて言ごん語ご道どう断だん。余裕の欠片かけらもない行為だ。

　あの時、震える声でもう一度名前を呼ばれていたら、制止できたか否いなかあやしいものだ。

　ミクの濡れた唇が『カイト』と動くたび、まるで彼女に求められているような心地になった。だからこそあの状況にもかかわらず、彼女を愛したい衝動に駆られてしまったのだ。

　──あいつはきっと、熱に浮かされてどうにかなっていただけだ。

　ふとよみがえるのはこちらに向けられた熱い眼差しと、キスと吐息の媚び薬やくのような甘さ。

「あいつがあんな顔をするから……」

　ついさっきのことをありありと思い出して、カイトは長い息を吐く。

　胸の奥に灯ともった火が、まだちらちらと燃えているような気がする。脳裏に彼女の残像が焼きつき、始末に困る。

　──いっそのことあのまま手に入れてしまえたなら……。

　胸に生じた大きな迷いも消えたのだろうかと、カイトはぼんやり考えた。

「何をそんなに落ち込まれているのです？」

　声をかけられ顔を上げると、応接間の扉の前にクラヴァーが立っていた。

　焦こげ茶ちや色の上着と黒いズボンに着替えた彼は、白い髭をさすりながら、廊下にうずくまるカイトの元までやってくる。その口元には弧が描かれていた。

「いや……彼女に無理をさせてしまったなと後こう悔かいしていて」

　カイトは平静を装って立ち上がった。──しかし数秒後には。

「どうしてあそこでやめたのです？　あのまま抱いてしまわれればよかったものを」

「──っ!!　ク、クラヴァー、聞いてたのか!?」

　驚くあまりに、つい激しく声を上うわ擦ずらせていた。

「ここは私の館ですぞ。どこで何をしていようがかまいませんでしょう」

「だ、だが盗み聞きは感心しないな」

「おや、カイトさまは老人の楽しみを奪われるおつもりですかな？」

「それは本意ではないが」

　それでも勘弁してほしいと渋じゆう面めんを作れば、やがてクラヴァーは相そう好ごうを崩した。

「いやはや冗談ですよ。食事の件をうかがいにまいったら、偶然聞こえてしまったのです」

　彼は「すみませんな」と、申し訳なさそうに眉を下げた。

「そうか……いや、逆にすまなかったな」

　げほごほと何度か咳せき払ばらいをして、カイトはようやく落ち着きを取り戻した。

「で？　なぜ抱いてしまわれなかったのです」

「それは……」

　クラヴァーに導みちびかれるまま、カイトは冷え込んだ廊下を歩き始めた。

　どうやらクラヴァーは、すでにミクの食事の準備を進めてくれているようだ。ならばそれが出来上がるまではと、カイトはクラヴァーと共に応接間に入る。

「抱かなかったのは、あの状態の彼女に無理をさせたくなかったからだ」

「ほう。ずいぶんと理性的ですな」

「──というのは建前で、抱いてしまえばもう二度と彼女を手放せないと思ったからだ」

「と言いますと？」

　部屋の中央に向かい合わせで置かれたソファに、二人はそれぞれ腰を下ろす。

「カイトさまとミクお嬢ちゃんは、共に生きるためにここにやってきた──確か今朝、そうおっしゃっていましたな？　なのになぜ手放す心配をするのです」

　クラヴァーは丸眼鏡に手を添え、首を捻っている。

　不思議がるのも無理はない。確かにカイトは数時間前、自分と彼女がどうしてここに現れたのか、事の成り行きを搔い摘んで説明した。

　しかし今、カイトの胸中には大きな迷いが生まれている。

「クラヴァー、あなたの船が出しゆつ立たつするのは三日後。これはもう絶対に変へん更こうできないな？」

「おっしゃるとおりですな。三カ月後までの全ての予定を三時間単位で完全に組み、各国の取引相手にも通達済みです。こればかりはもうどうにもならない」

「ではもう一つ質問だ。──出立までに、ミクの体調は回復すると思うか？」

「それは……」

　クラヴァーはしばし黙り込み、やがて言いにくそうに口を開いた。

「完全に、とは難しいかもしれませんな。ここから悪化する可能性もありましょう」

「だからだ」

　カイトは脱力するように、ソファの背もたれに体を預けた。

「だから抱かなかった──いや、抱けなかったんだ」

　浮かべた笑みは知らず、自嘲気味になっていた。

「もし彼女がまともに回復しなければ、連れていくのは難しいのではないか──俺は今、そう考え始めている」

「まさか……置いていくおつもりですか？」

　クラヴァーは血相を変え、一瞬、ソファから腰を上げた。

　──置いていきたくなどない！

　無理をさせてまでさらってきたのは、彼女と共に出発し、新しい未来を築きずくためだ。

　やっと手に入れた、幼い頃から恋い焦がれ続けた笑顔。なのにどうしてそれを手放すことができるというのか。

　しかし今、ミクの体は高熱に苦しめられている。そしてクラヴァーの船がラシェルの港を出るのは三日後。彼女の病状が完全に回復するのを待つ時間はないのだ。

「カイトさま、それはあまりに酷こくですぞ。もっとミクお嬢ちゃんの気持ちを考えてあげてくだされ。もし置いていかれればお嬢ちゃんはどんなに悲しむか──」

「わかっている……！　俺だってちゃんと考えているんだ！」

　カイトはつい声を荒あららげた。

「何もかもを捨ててついてきてくれたんだ、俺だってミクと離れたくなどない！」

　高ぶる感情を持て余し、握った拳を無意識のうちにテーブルに叩きつけてしまう。

「だが、あの状態のミクを船に乗せられるか……？」

　絞り出した言葉は、自問のようなかたちになった。

「出立したあと、彼女がすぐに回復するという保証は？　……いや、それよりもただの高熱ではなく、何か重大な病に罹っているとしたら、海の上では……」

　彼女のことを愛している。けれどその想いだけで彼女を救えるわけではないのだ。

　自分自身、長い船旅を経験したことはない。だがクラヴァーから常々忠告されていた。

『海は化け物。その上を長期間かけて進む船旅は、時に大の男が涙を流すほどに過か酷こくですぞ。まともな私的空間も持てなければ、充分な生活設備も整っていない。貿易商人になりたいとカイトさまはおっしゃいますが、侯爵家の御おん曹ぞう司しが耐えられますかのぉ』と。

　そのような環境に身を置いたとしても、おそらくミクは泣き言一つ言わないはずだ。カイトと共にいられることを喜んでくれるだろう。

　だが今は平時とは違う。現在の彼女は、絶対安静を強しいられるような状況なのだ。

　──もし容態がさらに深刻化し、最悪ミクを亡くすことになってしまったら……。

　想像しただけで死にたくなるような恐怖に襲われ、カイトは心を凍りつかせる。

「カイトさま、そう思い詰めるのはおやめくだされ」

　震え出したカイトを見て気の毒に思ったのだろう。クラヴァーがすぐ側までやってきた。

「あと三日ある。状況は変わるかもしれませぬぞ」

「ああ、そうだったな……悪い、つい取り乱した」

　胸につかえた不安を吐き出したくて、カイトは大きく息を吐く。

　──俺はいったい何をしているんだ。

　焦るあまりに、思考が激しく搔き乱れている。この状況下で冷静さを失えば、判断を誤りかねないとわかっているのに、いてもたってもいられないような心地に陥る。

「そうだ、もしお嬢ちゃんが回復しなかった場合、二人でこの地に残るという選択肢もございますぞ。その場合はもちろんこの館を好きに使ってくださってかまいません」

　クラヴァーは名案を思いついたとばかりに、ぽんと手を打った。

「それでしたらお嬢ちゃんに無理をさせることも、悲しませることもせずに済みますな」

「そうだな……ありがとう。そういう選択肢も頭に入れておこう」

　しかしカイトは、その選択肢を即座に脳裏から消去した。

　──いつまでもここに安あん穏のんといられるわけがないということは、わかっている。

　なぜならいずれこの地にも、伯爵家の追っ手がやってきてしまうからだ。

　昨夜、ミクをさらってエクラトンを出発したあと、カイトはがむしゃらに馬を走らせた。街中だろうが大通りだろうがかまわず疾走したため、夜半に馬の足音を聞いた者は多いはずだ。ということは、調べれば二人の行方ゆくえは明らかになってしまうだろう。

　できることなら街を迂う回かいし、森の中の小こ径みちを進み、行き先を知られないための工作に時間を費やしたかった。だがこちらはミクと馬に二人乗り。対する伯爵家の追っ手は一人乗りだ。気を抜いてしまえば、すぐに追いつかれてしまう可能性があった。

　──もって四日……いや、三日半か。

　三日後、クラヴァーの船に乗ることができれば、その瞬間に二人は自由になれる。

　しかしもし乗船できなかった場合は万事休すだ。この館に追っ手が現れたところで逃げることは不可能。その上、匿かくまってくれたクラヴァーにも迷惑をかける結果となるだろう。

　──あの状態のミクを動かせば、さらに悪化することは目に見えているしな……。

　せめて熱が下がってくれれば短距離の移動は可能なのだが、と、カイトは唇を嚙かむ。

「旦那さま、食事の準備が整いました」

　その時、応接間の扉がノックされ、外から声がかけられた。そのためカイトは全ての思考を一時的に中断し、廊下に向かった。

「ありがとう。あとは俺がやろう」

　使用人から受け取ったのは、ミクのための食事が載ったワゴンだ。

「クラヴァー、話を聞いてくれてありがとう。……だいぶ気が楽になった」

　応接間の中を振り返れば、クラヴァーは微び笑しようを浮かべて首を横に振った。

「まずはミクお嬢ちゃんにそれを食べさせてやってください。薬を飲んでよく休めば、きっとすぐに元気になりましょう」

「ああ、そうだな。今はそれを願うしかないな」

　祈るように言って、カイトはさっそくミクが休む部屋に向かった。




「ミク、食事を持ってきたぞ」

　部屋の前に立ち、焦茶色の片開きの扉をノックし、彼女の反応を待った。

　だがいくら待っても返事がなかったので、カイトは静かに中に入った。ワゴンを押し、彼女が眠るベッドの前まで進む。やがて青い瞳に映るのは彼女の寝顔だ。

「眠ったのか……」

　ベッド横に置かれた椅子に腰を下ろし、ミクの顔をぼんやり眺める。そうしているとあっという間に時が流れていくことを、この時、カイトは初めて知った。

　──このまま時間が止まってしまえばいいのに……。

　そんな救いようのないことを考えていると、彼女が寝苦しそうに身じろぎした。

　ぜいぜいと激しい寝息、眉間に寄せられた皺、枕に落ちる汗。顔色は恐ろしいほど青白く、彼女の衰弱の具合が見てとれる。

「かわいそうに……代わってやれればいいものを」

　せめて少しでも楽になればと、用意されていた綿めん布ぷでミクの汗を丁てい寧ねいに拭った。

　ふいに指先にふれた肌は、先ほど以上に熱く感じられた。頰も若干瘦こけてしまっているような気がするが、大丈夫だろうか。

　──どうしてここでこうなるのか。

　やり場のない感情を持て余し、両の拳をぐっと握り締めた。

　彼女が体調を崩した原因。それが自分にあることを、もちろんカイトは理解している。だがあと少しというところでなぜこうなってしまうのかと、吐き捨てたいほどの悔しさに、心が押し潰されてしまいそうだ。

「カイト……」

　ふいに名前を呼ばれてハッとした。

「なんだ、ミク。どうした？」

　慌てて応えたが、どうやら彼女は寝言を口にしただけのようだ。すぐにまた静かになり、浅い呼吸を繰り返す。苦しげに眉根を寄せたままで。

　──夢の中でも、俺の名を呼んでくれているのか。

　そして自由であるはずの夢の中でも、彼女はこんなにも辛そうなのか。

　カイトはミクの頰をそっと撫でた。ふいに愛おしさが込み上げ、指が震える。彼女のことが好きで──好きすぎてもうどうしようもなくて、無意識のうちに目に涙が滲む。

　──覚悟しよう。

　その時、カイトは自然と決意した。

　彼女の体調が完全に回復するよう、自分にできる全てのことをする。けれどあとはもう、運を天に任せて覚悟するしかないのだ、と。

　三日後、彼女の熱が下がれば何も迷うことはない。クラヴァーの船に乗り、二人一緒に世界に向けて旅立とう。しかしもし下がらなければ──。

「……その時はおまえを伯爵家に戻し、俺一人で出立するよ」

　眠る彼女に向けて告げた瞬間、その覚悟はより強固なものとなった。

　そうだ。たとえ永遠に別れてしまうとしても、彼女の容態を悪化させるよりはマシだ。何より伯爵家に戻れば、間違いのない治療を受けることができるのだ。

　今ここで弱ったミクを無理に船に乗せ、彼女を失うことにでもなったらどうする？

「一生後悔する──いや、そうなったら俺も生きてはいられないだろうな」

　溜ため息いき混じりに言って、カイトは苦笑した。

　自身の命よりも遙かに大切な彼女という存在。それを守るために今、何をすべきなのか、悲しいけれど答えははっきり見えていた。

「けれど、どうか……」

　──どうかお願いです、神様。

　心の中で祈りながら、カイトは両手を組み合わせた。幼い頃からただの一度も、どんなに辛い時にだって神に祈ったことはなかったけれど。

　──彼女とずっと一緒にいられる未来を与えてください。

　他には何も望まない。この先もう二度と願いを叶えてくれなくていい。自分の存在なんてどうなってもいいから、だから神様──。

「ミクと離れたくないんです……」

　呟つぶやいた願いは、天高くにいる神にまで届いただろうか。
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　それから二日間のことを、ミクはよく覚えていない。

　高熱にうなされ続けていたからだろう。昼か夜かもよくわからず、まともな食事もとれず、夢か現うつつか曖あい昧まいなまま寝たり起きたりを繰くり返し続けていた。

　そんな状況下でも、カイトが甲か斐い甲が斐いしく看かん病びようしてくれたのは覚おぼえている。

「少しでもいいから頑張って食べろ。食べればすぐに良くなるから」

　そう励はげましながら、彼はミクの口元に何度もミルク漬づけのパンやスープを運んでくれた。

「暑あつくてもちゃんと毛布をかけなくちゃダメだ」

　そう言っては汗に濡ぬれるミクの額ひたいを拭ぬぐい、首元まで毛布を引き上げてくれた。

「ねえカイト、わたし、元気になれるよね……？　ちゃんと連れていってね？」

　うわごとのように繰り返せば、「もちろんだ」と、その度たびにミクの額にキスをしてくれた彼。「離れたくない」とねだればミクが眠りに落ちても手を握り続け、「好き」と告げればすぐに「俺のほうがもっと好きだ」と笑みを返してくれた。

　──なんて幸せなんだろう。

　熱に苦しめられながらも、ミクの心は切せつないほどに満たされていた。

　結局、丸二日間、カイトは片時も離れることなくミクの側にい続けてくれたのだ。




　そして迎えた三日目の朝。太陽がすっかり顔を出した頃──。

　コンコン。部屋の扉とびらがノックされたので、ミクは「はい」としっかりとした声で応えた。

　すると扉が勢いきおいよく開かれ、すぐに軍服姿のカイトが現れた。

「ミク、おまえ……起き上がって大丈夫なのか!?」

　こちらにやってきた彼は、青い目を丸くしていた。ドレスをきっちり着込み、椅い子すに座るミクを見て驚いているのだろう。信じられないとでも言いたげに、啞あ然ぜんとしている。

　その手に握られているのは湯気を上げるコップだ。どうやらミクが服薬するための白さ湯ゆを、彼自ら運んできてくれたらしい。

「一人で着替えたのか？　熱はどうした！」

　彼はテーブルの上にコップを置くなり、ミクの眼がん前ぜんに膝ひざをついた。

「なぜこんなことを……痛みは？　目眩めまいは？　どこか苦しいところはないのか！」

「心配かけてごめんね。もうすっかり良くなったの」

「だが昨日きのうまで寝込んでいたんだ。そんなに急によくなるわけが──」

「ほら見て、三日ぶりにドレスを着たのよ。髪も自分で結ゆってみたんだけど……ダメだね。ルカみたいに上手にはできなかった」

　難しいな、と苦笑しながら、二つに結った髪を揺ゆらしてみせる。

「ねえカイト。わたし、少しやつれちゃった？　ここ最近、ちゃんとごはんを食べられなかったでしょう？　でも今日はけっこう頑張れたの」

　ミクはテーブルの上に置いたままの朝食を指差した。

　ミルク漬けのパンと、きのこのスープ、じゃがいものサラダ、ヨーグルトを使ったデザート。それらを食べきることはできなかったけれど、昨夜までとは比べものにならないほどの量を今朝は口にすることができた。

「そうだ、さっき窓を開けてみたら寒くて驚いたの。もう冬なんだね。ここ数日でいきなり季節が変わってしまったみたい」

　カイトは無言。それでもミクは、一方的に口を動かし続ける。

　病状が良くなったことが嬉しくて、声が自然と弾はずんでいた。そして明るく喋しやべっていれば、彼も安心してくれるのではないか。そうも考えていた。

「あとね、さっき、そこの通りを大きな馬車が走っていったような気がしたんだけど……」

　もしや父の放った追っ手ではないだろうかと、その時ばかりは顔色を曇くもらせる。

　するとそこで、ようやくカイトが口を開いた。

「ミク……本当か？　本当に元気になったのか？」

　彼の大きな手が、ミクの頰ほおに向けておずおずとのばされた。

「うん、本当だよ」

　冷たい指先が頰にふれた瞬間、ミクもカイトもわずかに身を震ふるわせる。

「カイトが側にいてくれたから元気になったの」

　それは噓うそじゃない。彼の存在が力となり、彼との未来が希望となった。

「だから一緒に行こうね。クラヴァーの船に乗せてもらって。……世界中を旅して、たくさんの珍めずらしいものを見よう？」

　そう告げた直後、奪うばわれるように抱きしめられていた。

　耳を掠かすめる彼の吐と息いきが、ミクの全身をぞくりとさせる。抱き合う互いの胸の間にはわずかな隙すき間まもなく、ミクはまるで彼と溶け合ってしまうのではないかと錯さつ覚かくした。

「ああ……そうだな。いろんな場所に行こうな」

　ミクの髪に顔を埋める彼は、心なしか震えているようにも感じられた。

「嬉うれしい……夢だったの。熱にうなされてる間も願ねがい続けてたのよ」

「俺もだ。おまえが良くなるようにと、ずっと祈り続けていた」

「じゃあきっと神さまがお願いを聞いてくれたのね」

　良かった、と口元を緩ゆるめれば、カイトは抱きしめる手によりいっそう力をこめてくる。

「そうか……これが神の答えか」

　やがて彼は、気を取り直すかのように息を吐はき、ミクの体を解放した。

「ねえ、何時頃ここを出発する予定なの？　出航まであとどれくらいあるのかな」

　ミクは再び声を弾ませた。

「できるなら今すぐに乗船したいな。船の中を見て回りたいの」

　楽しそうでしょう？　そう言ってカイトの手を握り、駄だ々だをこねるように揺らす。

「ね？　どうせだったら早く乗せてもらおうよ。カイトからもお願いしてくれる？」

「そうだな……クラヴァーに頼んでみるか」

「絶対ね。早めに──ううん、今すぐ乗船できるようにお願いしてね」

「わかった。ちゃんと頼んでやるから安心しろ。──それよりまずは薬の時間だ」

　いきなり立ち上がった彼は、軍服の内ポケットから薬の包みを取り出した。

　その手の平に載のせられているのは、見慣れた二種類と初めて目にする一種類だ。

「昨夜、おまえが寝ている間に医師が診みていったんだ。新たな薬を追加していったが、別種の熱冷ましだと言っていたな」

　カイトは薬包を次々開けると、三種類全てを白湯に溶かし込んだ。

　受け取ったそれを覗のぞき込めば、白湯は薄緑色の奇き妙みような液体に変化している。漂ただよってくる匂いは薬独特のものだ。ミクは顔をしかめながら、それを喉のどの奥にひと息で流し込む。

「う……おいしくない」

　あまりの不ま味ずさに愚ぐ痴ちをこぼすと、なだめるように頭を撫なでられた。

「よく頑張ったな、これでもう大丈夫だ。……あとはとにかくゆっくり休め」

　再び跪ひざまずいていたカイトが、ミクの目の前で笑みを浮かべる。

　しかしその笑顔がなぜか苦しげに感じられて、ミクは途と端たんに不安を抱いだいた。

「どうしてそんな顔をするの……？」

　カイトの頰におずおずと手をのばし、ふれる。

「ゆっくり休めなんて、今から船に──」

　乗るんでしょう？　そう問いかけたかったが、最後まで口にすることは叶わなかった。

　その時、どうしてかミクの体は、激しい怠だるさを感じ始めていた。

　手足の指先が痺しびれるように重くて、普通に座っていられない。目に映るもの全てが歪ゆがむ感覚に襲われ、つい瞼まぶたを閉じてしまいたくなる。

「ミク、好きだ……愛してるよ」

　なぜ、と戸と惑まどっている間にそんな告白をされ、ミクの体はあらためてカイトに抱き寄せられた。彼の大きな手が切せつ羽ぱ詰つまったような動作で、青あお緑みどり色の髪を撫でる。

　──想いが、あふれる。

　彼の告白に応こたえたくて、ミクは必死に口を動かした。けれど言葉は声にならずに、たちまち喉の奥で搔かき消えた。

　──どうして？　カイトに伝えたいのに……。

　ミクは泣きたくなった。全身に彼の温ぬくもりを覚え、胸中は幸せで満たされている。彼の一挙手一投足から、自分がどれほど愛されているかを感じ取れる。それなのに、のしかかるような怠さに見舞われ、彼の気持ちに応えることができないのだ。

「カイト……」

　ようやく彼の名前を呼んだ直後、明らかな眠気に襲われた。瞼が重くなって、いよいよ目を開けていられない。体が泥のように溶けて、どこかに沈んでいく感覚がする。

　──いやだ……わたしからカイトを奪わないで。

　迫り来る睡魔に抗あらがおうと、カイトの首に必死にしがみついた。しかし逃げきることは叶かなわず、ミクはいとも容た易やすく意識を奪われてしまった。

「ミク……幸せでいてくれ。いつまでもずっと、幸せに……」

　眠りに落ちる直前、彼がそう囁ささやいたように聞こえたが、ミクの気のせいだったろうか。





[image: ]






　──眠ったか……。

　穏やかな寝息を立て始めたミク。その体をそっと抱き上げ、ベッドに横たえた。

　まだ若干意識が残っているのだろうか。離れようとした間際、ほっそりした手に軍服の袖を摑つかまれる。それをベッドの上にそろりと下ろし、彼女の首元まで毛布を引き上げた。

「不ふ審しんがられたらどうするかと思ったが……」

　ミクはなんの疑念も抱くことなく、薬を口にしてくれた。

「ごめんな……別種の熱冷ましなんて噓だ」

　さらに昨夜、ここに医師が来たというのも真っ赤な噓。

　彼女が服薬した三種類目の薬は、即そつ効こう性せいの高い眠り薬だ。飲めば五、六時間は目を覚まさないというそれを、カイトは昨日のうちにクラヴァーに用意してもらっていた。

　なぜならミクの体調が回復しなかった場合、彼女を眠らせ、その間にやるべきことを済ませて出しゆつ立たつする必要があったからだ。

「……バカだな、ミク。どこが元気になったっていうんだ」

　カイトは泣き笑いのような表情を浮かべた。

　置いていかれまいと演技していたのだろう。必死に元気を装よそおっていた彼女だが、カイトの目にはどうしたってそうは映らなかった。

　明るい声こわ音ねを心がけていたのだろうが、彼女の話し声は明らかに震えていた。きっちり着込んだつもりのドレスは、瘦やせてしまったのか、サイズが合っていないように思えた。

『今日はけっこう頑張れたの』

　ミクはそう言っていたが、実際は朝食のほとんどが残されていた。

　そして極めつけは熱だ。彼女は『下がった』と主張していたが、カイトの指先にふれた頰の、なんと熱かったことか──。

　結局、彼女の容態は、ここ二日でさらに悪化してしまった。この状況で船旅に出ればとんでもないことになるのは、火を見るよりも明らかだった。

「そうまでして行きたかったのか、俺と……」

　もちろんミクは、熱が下がっていないことを自覚していたはずだ。だからこそカイトに、『今すぐ乗船できるようにお願いして』と求めたのだろう。

　一度船に乗ってしまえば下ろされることはないと考えたのか、あの時の思い詰めたような様子がいじらしくて、カイトの心が引きちぎられるように痛む。

「バカだな、本当に……あんなにはしゃいだふりをして」

　目の前で眠るミク。その姿を目に焼きつけたくて、カイトは彼女をひたと見つめた。

　艶つややかな青緑色の髪。再会後、初めてふれた時には、その滑らかさに胸が高鳴った。

　同色の長い睫まつ毛げ。瞬まばたきする度に羽のように動くそれに、何度視線を奪われたことか。

　怒るとすぐに膨れる白い頰や、忙せわしく動く薄うす紅べに色の唇くちびるは、幼い頃の面影を残したままだ。華きや奢しやな手や首も、抱きしめた時のやわらかな感触も、吐息の甘さも体の温度も──。

「全部……全部忘れない」

　眠るミクに口づけを落とし、カイトは椅子から腰を上げた。

　──神は俺の願いを叶えてはくれなかった。

　幼い頃から恋い焦こがれた彼女を、一度はこの手に摑んだと歓かん喜きした。しかし今、彼女を手放す決断を、自ら下さなければいけない。なんの因果かわからないけれど。

「ミク……おまえに求婚した時に言った言葉は噓じゃない。俺が死ぬその瞬間まで、おまえだけのことを想うと誓ちかうよ」

　カイトは込み上げる涙をぐっと堪こらえた。

　耳の奥で、自分の名を呼ぶ彼女の声が響ひびいているような気がする。脳のう裏りには出会ってから今までの、眩まぶしい思い出の数々が走そう馬ま燈とうのように過すぎる。

　──行かなければいけない。自分が進むべき未来へ、彼女のためにも。

　しかしカイトの足は、なぜか一歩も動こうとしない。時間を無駄にできないことは充分理解しているのに、まるで縫い止められてしまったかのように微動だにしないのだ。

「いやだ……本当は置いていきたくなどない……！」

　本音がおのずと声になった。

　きつく嚙かみしめた唇からは、じわりと血が滲にじむ。

　ここで離れてしまったら、おそらくミクとはもう二度と会えなくなる。侯こう爵しやく家けを捨てたカイトは、クラヴァーの船に乗って世界へ。一方の彼女は伯はく爵しやく家けに戻り、今までどおりの日常へ。もう二度と交わることのない道を、二人は歩み始めるのだ。

　カイトに置いていかれたミクは、もちろん失意に暮れるだろう。けれどやがて元気を取り戻し、いずれは別の男と結婚するのだ。伯爵家の次女の役目を果たすために。

　──俺以外の男に、あの笑顔を見せるのか……？

　ふと考えた瞬間、全身に火のように熱い怒りが込み上げてきた。

　あの声で違う男の名前を呼び、身を寄せ合い、唇を重ねる。そしていつかは、カイトもまだ知らない彼女の全てを他の男が知ることになるのだ。

　──ダメだ！

　怒りにまかせて拳こぶしを握れば、手の平に爪つめが刺さった。

　あまりに残酷だ。自分以上に彼女を愛する人間など存在しないというのに、なぜ他の者に彼女を奪われないといけないのか。

「ダメだ……ミク、絶対にダメだ！」

　けれどそれでも。

　──今ここで手放すほかないのだ。この愛いとおしすぎる少女を！

「幸せになれ、ミク……頼むから」

　言葉にできない全ての感情を喉の奥に押し込み、カイトは踵きびすを返した。

　自分の未来はどうでもいい。ただミクだけは──誰よりも大切な彼女だけは。

「幸せになってくれ……！」

　心の奥底から強く願いながら、カイトは廊ろう下かに繫つながる扉に手をかけた。




「──本当に置いて行かれるおつもりですか？」

　身を切られる思いでミクの部屋をあとにすると、扉の前でクラヴァーが待っていた。

「クラヴァー……また盗み聞きか？」

　そうでないことはわかっていたが、カイトはわざとおどけて見せた。

　しかしクラヴァーはくすりとも笑わない。いつからそこにいたのか、ひどく悩ましげな顔で廊下の真ん中に立っている。まるで前に進もうとするカイトを阻そ止しするかのように。

「カイトさま、どうか考え直してくだされ。残念ながらミクお嬢ちゃんは回復しなかった。だが置いていくより何か別の方法が──」

「クラヴァー……！」

　話を遮さえぎるためだけに、カイトは彼の名前を呼んだ。

「頼む、もうやめてくれ。やっと……本当にやっと今、ミクと別れる決心がついたんだ」

　今ここで何か言われてしまえば、その決意はたやすく揺らぐに決まっている。なぜならカイトの両脚は、すでにミクが眠る部屋へと戻りたがっているのだ。

「正直なところ、ミクへの想いは絶えない。俺はきっと、この先耐えて耐えて──どれほどかわからないほど耐えて生きていくんだと思う」

　もしかすると一生、この決断を悔やみ続けることになるのかもしれない。

　だがそれでも。

「彼女を伯爵家に戻すと決めたんだ……！　何より大切な、彼女自身を守るために」

　カイトはうつむいたまま、どうにか微笑ほほえんで見せた。

　すると一方のクラヴァーは、気落ちした様子で息を吐いた。

「愛し合っているのに別れなければいけないとは……なんとも切ないですな」

　カイトの強固な意志を知り、いよいよ説得をあきらめたのだろう。彼は廊下の端はしに退どく。

「……いや、愛しているからだ」

　そこでカイトは、ようやくまっすぐ顔を上げた。

「愛しているからこそ、あいつを置いていく」

　それが今、自分が彼女にしてあげられる唯一で最上のことだと確信していた。
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　それからカイトは、今後についてクラヴァーと軽く打ち合わせたのちに、彼の館やかたを出た。

　そして馬を駆かり、向かった先は館から数十分の場所にある港みなと町まち──ラシェル。

　そこはとある男だん爵しやくの領地で、海に面している以外は特筆すべきことのない場所だ。

　もちろん町というからにはそれなりの店が存在し、時に船乗りたちで賑にぎわう時期もあるという。だが基本的には店や宿が少ない寂さびしい町だと、以前、クラヴァーは嘆なげいていた。

　ではなぜ今、カイトは単身その町にやってきたのか。

　その目的はミクの父──オーランシュ伯爵に面会するためだった。

　今朝、ミクは言っていた。『そこの通りを大きな馬車が走っていったんだけど』と。その時彼女は、もしや父の放った追っ手ではないだろうかと考えたに違いない。

　とすれば正解。ミクは見落としたようだが、馬車には伯爵家の紋もん章しようが刻まれていた。

　それだけではない。実は馬車が通り過ぎる直前に、伯爵家を名乗る男がクラヴァーの館を訪ねて来ていたのだ。

　対応した使用人によると、その男は男女の絵姿を見せ、『二人を捜さがしている。もし見かけたらラシェルの宿屋まで知らせに来てくれ』と願ったのだという。

　カイトが考えるに、今朝、館の前を通り過ぎた馬車は、追っ手が使用するには立派すぎた。ということはあれに乗っていたのはオーランシュ伯爵その人。娘を案じた伯爵が、あちこちで情報収集をしつつ、いよいよラシェルにまでやってきたのだろう。




「ここか……」

　ちらほらと人影が行き交うラシェルの町中。目的地付近で馬の足を止めたカイトは、何度か深呼吸した。

　指定された宿屋は、白い壁と木造のバルコニーが印象的な、三階建ての建物だ。

　辺りに立ち並ぶ店に比べれば、格段に大きくて小こ綺ぎ麗れいな佇たたずまいをしている。しかし伯爵という身分の高貴な男性が普段、利用するような宿では絶対にない。

　──このような場所に自ら来るほど、ミクのことが大切なのか……。

　父の深い愛情を見せつけられたような気がして、カイトの胸は痛みを孕はらんだ。それはカイトが一度だって自分の父から向けられたことのないものだった。

　──あの宿屋に入ってしまえば、それこそ絶対に後戻りできなくなる……。

　カイトの心に一瞬、躊躇ためらいが生じる。だがその直後には、熱にうなされるミクの苦しげな姿が脳裏を過ぎる。

　──行くしかないのか、やはり。

　決死の思いで馬を進めたカイトは、やがて宿屋の入口の前で下馬した。すると中から勢いよく飛び出してきたのは、伯爵家の人間だと思しき男たちだ。

　その数、全部で三人。彼らはそれぞれ困惑に目を丸くしている。

「あなたはブランヴィル侯爵家の……！」

「まさか、カイトさまご本人か!?」

「落ち着いてくれ。もう逃げも隠れもするつもりはない」

　それが真実であることを証明しようと、カイトは握っていた手た綱づなを男の一人に預けた。

「オーランシュ伯爵は中にいらっしゃるんだろう？　ならば伝えてくれ。カイトがやってきたと。あなたと話したがっていると」

　直後、三人のうちの一人──二十代半ば程度に見える男が、宿屋の中に駆け込んでいく。

　そして待つこと数分。男は息せき切って、カイトを呼びに戻ってきた。

「伯爵はあちらの部屋でお待ちです」

　やがて案内されたのは、宿屋の三階にある一室だ。他の部屋と比べれば上級なのだろうか。そこだけ両開きの大きな扉を使用し、出入り口の脇わきには鉢はち植うえの花が置かれている。

「──伯爵、失礼いたします」

「ミクは!?　ミクはいったいどこにいるんだ！」

　カイトが部屋の中に足を踏み入れるやいなや、伯爵は血相を変えて詰め寄ってきた。

　簡素な机と椅子とベッドのみが置かれた一室で、部下からの報告が上がってくるのを待っていたのだろう。三日ぶりに会った伯爵の顔には、疲労が色いろ濃こく滲んでいる。

「伯爵、お時間を作っていただいて──つうっ！」

　ありがとうございます。そう頭を下げる前に、握った拳で頰ほおを殴られた。

　一瞬、眼前で火花が散った。強打された頰が痺れるように熱くなり、体が大きく傾く。

　それでもカイトは痛みを奥歯で嚙み殺し、毅き然ぜんと顔を上げた。

「今回のことを謝罪するつもりはありません」

「人の大切な娘をさらっておいて、何を馬ば鹿かげたことを……！」

「そうしなければミクとは一緒にいられなかった……！　僕と共に行くことを、彼女自身も望んでくれたのです！」

　つい感情的に言えば、一方の伯爵は怒りに震える拳を壁に叩きつけた。

「だが何も駆け落ちのようなことをしなくてもよかったはずだ！」

「それ以外に彼女と別れずに済む方法はありませんでした。あなたは聞く耳をもたず、僕とミクを遠ざけることしか考えていなかった」

　そう、三日前のあの夜。もし事を起こさずに引き下がっていたなら、それこそカイトとミクは永遠に引き離されていただろう。

「原因が僕の出しゆつ自じにあることは重々承知しています。ですがあまりに強引です」

　すると伯爵は、悩ましげに額を押さえ、大きな息を吐く。

「……こちらにも非はある。それは認めよう。だが君とのことを許すわけにはいかないんだ！　それも理解できるだろう!?」

　伯爵は必死の形相で、カイトの両肩を摑んできた。

「頼む……わかってくれ！」

　その掠れる声や祈るような眼差しが、カイトの心に深々と突き刺さる。

　わかりたくない、そんなことなど。いくら頼まれたところでミクをあきらめるものか。

　強く──心の奥底から本当に強くそう思うのに、しかし意志に反して理解してしまうのだ。彼女を大切にするがゆえの、伯爵の行動を。

　──言え、カイト。もう言うしかないんだ……！

　カイトは軍服の胸元をきつく握り締めた。

「伯爵……。ミクを……ミクをお返しします……！」

　意を決して告げると、伯爵は啞然とした顔で固まった。

「近くまでいらしてくださっていて助かりました。あなたの元に……彼女をお返しします」

　胸元を握る手によりいっそう力をこめ、仰あおぐように顔を上向ける。そうしていなければ今にも涙がこぼれてしまいそうで、カイトはぐっと唇を嚙んだ。

「そうか……ミクが病に罹かかったか」

　伯爵は溜ため息いきを吐きつつ、カイトの肩から手を下ろした。

　さすが世間から切れ者と評ひようされている伯爵だ。この状況下でカイトがミクを伯爵家に戻す理由はそれしかないと判断したらしい。

　見事に言い当てられ、カイトはばつが悪くなる。

「おっしゃるとおりです。申し訳ございませんでした……！」

　彼女と共に逃げたことに対して、決して謝罪はしない。しかし彼女が高熱を出すことになった原因は間違いなく自分にあるため、カイトは深々と頭を下げた。

「本当に……本当に申し訳ございません！」

「ルカが──ミクの侍女が言っていたのだ。ミクが一日半ほど食事をとっていなかったと。その上、熱があったような気もする、と」

「それに加えて僕が無理をさせました」

　カイトは、ミクが倒れてから現在に至るまでの病状を、詳しよう細さいに話して聞かせた。

　すると伯爵は、自身の怒りをなだめるかのように、何度か深呼吸した。

「カイトくん……正直今、腸はらわたが煮えくりかえるような思いだ。最愛の娘を私から奪っていき、なおかつ彼女を苦しめた君を、殺してやりたいくらい憎んでいる」

　その言葉に噓はないのだろう。伯爵は握ったままの拳を、小刻みに震わせ続けている。

「だが先ほども言ったとおり、こちらに非があるのも事実。──だから君がミクを返してくれると言うのなら、この件は水に流そう」

　言うやいなや、伯爵はカイトの肩をなだめるようにぽんと叩いた。

　娘が自分の元に戻るのなら、もはやカイトに用はないのだろう。ただちにミクを迎えに行こうと、椅子に掛けてあったコートを着込み、帽ぼう子しを手に取る。

「それでミクはいったいどこにいるんだ」

　こちらに向けられたのは、焦あせりの色を隠しきれないような眼差し。そこでカイトは、ここが勝負所だと判断し、あらためて伯爵に向き直った。

「──伯爵、それをお伝えする代わりに、ひとつ僕の願いをきいてほしいのです」

　これから口にするのは、去りゆくカイトが最後にする賭かけだった。

　勝算はかなり低い。そのため何も変えられないかもしれない。

　だが願いにも祈りにも似たそれに伯爵がのってくれるのなら、自分の未来はまだミクと繫がっているのかもしれないと、希望を持てる気がしていた。
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「カイトさま……？　なぜここにあなたさまが……」

　伯爵との話を終え、宿屋から外に出たところで、ミクの侍女である女性──ルカと出くわした。伯爵に命じられ、周囲で聞き込みをしていのだろう。簡かん素そなドレス姿の彼女の手には、ペンと小さく折りたたまれた紙が握られている。

「そうか……あなたもここまで来ていたのか」

「ええ、ミクさまが心配でしたので……」

　今、この場にいるカイトを見て大方の察しをつけたのか、ルカは戸惑うように視線を泳がせた。カイトに向けて何か言おうと口を開いて、しかし力なく閉じてしまう。

「……あなたにはいろいろと世話になったな」

　数日前、伯爵家の別荘から逃げる際の手助けをしてくれたことは、記憶に新しい。

　カイトが知らないだけで、他にも大いにミクの補佐をしてくれていたのだろう。

「最後にもう一つ頼まれてくれるか？」

　ここで彼女に会えたのも何かの縁えん。そう考えたカイトは、彼女からペンと紙を借りた。

　やがて用を済ませたのちに返却し、入口近くに繫がれていた馬にすぐさま跨またがる。

「お行きになられてしまうのですか？」

「ミクを頼む。……この先もずっと彼女の力になってやってくれ」

　するとルカは、急に悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「カイトさま……わたくし、ミクさまのことが大好きですの。ですからもしミクさまのお相手がどうしようもない男でしたら、とことん邪じや魔まさせていただくつもりでいたのですわ」

「それで？　あなたの目から見て俺はどうだった？」

　若干の緊張を抱きながら問えば、ルカは満足げな表情で頷うなずいた。

「合格ですわ。あなたさまに恋をされてから、ミクさまは本当にお綺き麗れいになりました」

　それには同感だ。再会した時、美しく成長した彼女の容姿に目を奪われたカイトだが、今はその数倍も綺麗になったと感じている。そして彼女を変化させたのが本当に自分であるのなら、こんなにも嬉しいことはないと思えた。

「ですからどうぞ戻ってきてくださいませ、ミクさまの元に。ミクさまはずっとあなたさまのことを待ち続けると思いますわ」

　贈られた言葉に、カイトは明確な答えを返せなかった。

「ありがとう。……あなたもどうか元気で」

　ただ微笑を返し、馬の胴を勢いよく蹴けりつけたのだ。

　──行かなければ。

　きつく握っていた手綱を緩めれば、芦毛の馬は高らかに嘶いななき疾しつ走そうし始めた。通りを行き交う人々や馬車の間を縫うように、カイトは町中を器用に走り抜けていく。

　──あと少しだ。あと少しで海の上に出られる……。

　海に出れば、たとえどれだけ願おうとも、もう決して彼女の元に戻ることはできなくなる。だからこそカイトは、今や一刻も早く出しゆつ航こうしてしまいたかった。




「ここがラシェルの港のはずだが……」

　それから馬で走ること数十分。やがてたどり着いたのは、町の南に位置する港だ。

　秋の──いや、初冬の陽光が降り注ぐ下、港の船着き場には大小様々な漁船や貿易船が並んでいる。辺りに漂うのは強い潮の香りだ。港には鷗かもめの鳴き声と、商人や船乗りたちの活気溢れる声が飛び交っていた。

　馬を下りたカイトは、波止場の最奥に停てい泊はくしている、とびきり大きな貿易船を目指して走っていった。すると間もなく前方から声をかけられる。

「カイトさま、こちらですぞ！」

　声の主はクラヴァーだ。彼は白いシャツと深ふか緑みどり色の上着を身にまとい、右肩には漆しつ黒こくのマントを着けていた。それが貿易商人である彼の仕事着なのだろう。その背後には、彼の部下である三十数人の乗組員たちが、整然と並んでいる。

「よかった……間に合ったか！」

　出航の時刻は午後一時と定められていたため、カイトは用が済み次第、直接港に向かう計画でいた。だがオーランシュ伯爵との話が予想以上に長引いてしまい、かなり直前での合流となってしまったのだ。

「いよいよ出発ですが……心残りはございませんかな？」

　船の前までやってきたカイトに、クラヴァーはそう問とうてきた。

「心残りは……」

　ある。もちろんミクのことだ。

　だがもう後戻りはできない。クラヴァーの館で眠るミクの元には、今頃、父である伯爵や侍女のルカが向かっているはずだ。

　だからカイトも振り返らずに前に進む。自分が下したこの決断が、正しいと信じて。

「カイトさま、これを。私からの贈り物でございます」

　クラヴァーが合図をすると、彼の部下の一人がこちらに向けて何かを差し出してきた。

　それは金きん糸しの縫い取りが施された濃のう紺こんの上着だ。さらに漆黒のマントも付けられている。

「いいかげん軍服はお脱ぎくだされ。あなたはもう軍人ではない。今、ここから貿易商人として新たな一歩を踏み出されるのです」

「そうか……わざわざ用意してくれたのか」

　十二の時から今日まで着続けたリュシオル王国、国軍の軍服。それはカイトにとって、ブランヴィル侯爵家に自分を縛しばる鎖くさりのようなものだった。

　だからこそ一刻も早く脱ぎたいと願い続けてきた。ブランヴィルの姓せいを捨て、ただのカイトになって、初めて自由を手に入れることができるのだ、と。

　だが実際にそれを脱ぐ時、カイトは一いち抹まつの切なさを感じた。

　──たくさんのことがあった。

　ここリュシオル王国で、ブランヴィル侯爵家で、あのエクラトンの別荘で。

　けれどいつだってカイトの心を支え続けたのは、彼の少女の存在に他ならなかった。

　ありがとうもごめんも言えずに置いてきてしまった、愛いとしい少女、ミク。

　しかしその存在は、これからもカイトの心の帰る場所であり続ける。たとえカイトが、オーランシュ伯爵との賭けに破れてしまったとしても。

　クラヴァーから贈られた服に袖を通した時、目の前に浮かぶ貿易船──三本マストのそれから鐘かねの音ねが鳴り響いた。どうやら出発を急かす合図らしい。クラヴァーを初めとする乗組員たちが、慌ただしく船に向かい始める。

「さあ、いよいよ世界に向けて旅立ちますぞ！」

　──行ってくるよ、ミク。

　ここから新たな未来を摑むために。

　──そしていつか……もしまたおまえに会うことができたなら……。

　心の中で語りかけながら、カイトは船へと──未来へと続く階段を駆け上った。
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「ミク……ミク、大丈夫か？　起きられるか？」

「ミクさま、目を覚ましてくださいませ、ミクさま」

「頼む……起きて何か食べてくれ！　でないとますます弱るだけだ……！」

　そんな声が何度も意識にふれて、やがてミクはゆっくり瞼を上げた。

　目にぼんやりと映ったのは、もうすっかり見慣れたクラヴァー邸の一室の天てん蓋がいや壁やカーテン。そして誰よりも愛おしい青年、カイトの顔──ではなく、今ここにいるはずのない父の顔だ。椅子に座る父の背後には、ミクの侍女であるルカの姿もある。

「ミク……！　よかった、目が覚めたか！」

　──どうして……。

　夢か現うつつか。考えてやっと正気に戻ったミクは、その時、恐怖にも似た不安を覚えた。

　エクラトンにいるはずの父とルカが、なぜここにいるのか。脳裏を過ぎるのは、恐ろしすぎる答えだ。

「どうしてお父さまがここに……カイトは？」

　反射的に身を起こし、彼を求めて視線を巡めぐらせる。直後、激しい目眩に襲われ倒れそうになったが、それでもミクはベッドから下りようともがき続けた。

「ねえ、カイトは？　どこにいるの……!?」

「まだ起きてはダメだ！　熱がひどく高いんだ、おとなしくしていてくれ！」

「そうですわ。こんなにも瘦せてしまって……まずは落ち着いてくださいませ！」

　動き出したミクを制止しようと、父とルカが血相を変えて手をのばしてきた。

「カイトは……」

　ルカの腕にしがみつくようにしながら、ミクは顔をうつむける。

「カイトは行ってしまったのね……？」

　ミクの目に映っているのは、眠りに落ちる前となんら変わらぬクラヴァー邸の一室の光景。しかしそこにカイトではなく、父とルカがいる。──ということは。

「そうだ。カイトくんは出発したよ」

「あああああっ！」

　その瞬間、ミクは耳をつんざくような叫び声を上げていた。

「あああっ……いや……カイト、どうして？　噓でしょう……!?」

　たった今、父はなんと口にしたのか。それはミクの聞き間違えではなく真実なのか。

　とても正気を保つことができずに、ミクは握った拳を自らの腿ももに叩きつける。誰か噓だと言って。お願いだから夢であって。心の奥底から切に願いながら。

「噓よ……絶対に噓。だって、だってカイトは──」

「ミクさま、落ち着いてくださいませ！」

　泣き叫ぶ主人をどうにか鎮しずめようと、ルカがミクの体をきつく抱きしめてきた。だがそれでもミクの感情は収まらず、掠かすれた声で彼の名前を呼び続ける。

　突きつけられた現実が、いとも簡単に心を壊していく。

　胸が痛くて──ただただ痛くて、今にも正気を失ってしまいそうだ。

「ねえ、お父さま……本当は噓なんでしょう？」

　知らず口元に笑みが浮かんでいた。

　そうだ、これは噓に違いないと、ミクの思考が勝手に判断する。

「わたしを驚かそうとしてるだけでしょう？　本当は別の部屋にいるんでしょう？」

　しかし父が無言のまま首を横に振ったので、ミクは体に回されたルカの腕を振り払った。

「港に行かなくちゃ……」

　かつて交わした約束どおり、カイトと一緒に世界に向けて旅立つために。

「きっとまだ出ていないもの。だってわたしも一緒に行くって約束したもの……！」

　するとそこで、父が呻うめくような声を発した。

「違う……ミク、違うんだ！」

　父は両手で額を押さえ、ひどく言いにくそうに言った。

「港に行ってもカイトくんはいない。彼は港ではなく……エクラトンの別荘に戻ったんだ」

「え……」

　エクラトンに？　その時、ミクの頭の中はたちまち真っ白になる。

　あまりに予想外なことを聞かされ、心臓がおかしな脈みやくを打った。どうして、と鈍にぶい思考であれこれ考えを巡らせてみるが、理由を見つけるどころか現状すら把は握あくできずにいる。

「どう、して……なぜエクラトンに……？」

　呆ぼう然ぜんと目を瞬しばたたき続けていると、やがて父がミクの手をそっと握ってきた。

「今朝、ここにブランヴィル侯爵家からの使者が来たそうだ。詳しくはわからないが、何やら急用ができたとかで、カイトくんは急きゆう遽きよ、エクラトンに戻ることになったらしい」

「……今朝？」

　侯爵家からの使者が来た。ということは今朝、ミクが目にした大きな馬車はそれだったのだろうか？　漠然と考えるうちに、ようやく父の言葉の意味を理解できてくる。

　──カイトはエクラトンの別荘に戻った。急用ができたから、一人で。

「じゃあカイトは今頃……」

「彼が私のところにミクを託たくしに来たのが昼前だから、そろそろ向こうに着く頃だろう」

　壁に掛けられた時計の針が指すのは、午後六時過ぎ。部屋の窓に視線をやれば、そこから見える外はもう暗い。初冬の太陽はとうに沈んでしまっている。

「だって……クラヴァーは？　船に乗るって言ってたのに……」

「おまえの体調があまりに悪いから、今回は断念したそうだ。自分はエクラトンに戻らなければいけないが、病のおまえを動かすことはできないからと、私に助けを求めてきた」

　その時父は、ちょうどラシェルの街の宿屋にいたらしい。エクラトンから三日の時をかけ、数々の情報を集めた末にそこまでやってきていたのだとか。

「そんな……」

　確かにミクの容態は、回復するどころか悪化していた。だがそれをカイトに悟さとられまいと、必死に演技したのだ。なんとしてでも今日、二人一緒に旅立ちたかったから。

　しかしその噓は、彼にあっさり見破られてしまっていたらしい。

「わたしが、元気になれなかったから……」

　ミクの瞳から再び涙がこぼれ落ちた。

「だからあきらめたの……？　一緒に行くことを……」

　そうしているうちにもまた熱が上がってきたのか、側にいるルカに寄りかからなければ起きていられなくなってしまう。気づけばミクは、全身に激しく汗をかいていた。

「お願い、お父さま……エクラトンの別荘にわたしを連れていって……」

　目め眩まいを覚えながらも顔を上げ、目の前の父に懇こん願がんした。

「不安なの……カイトが本当にそこにいるのかどうか、わからないもの……」

　しかし父は、その願いを息つく間もなく却下する。

「ダメだ。まずはおまえの体調が回復するのをこの地で待ってからだ」

　ラシェルの街からエクラトンの別荘まで、馬車で終日。ミクの今の健康状態でその行程を旅するのは危険だと、父は判断したらしい。

「カイトくんに会いたいと思うのなら、なおさら頑張って治なおすんだ。そんなにも瘦せてしまって……頼むからこれ以上、私にカイトくんを憎ませないでくれ！」

　苦しげにそう言われてしまえば、ミクの心にたちまち罪悪感が満ちた。

　だがそれでも、莫大な不安に駆られる今は、そう簡単に引き下がれない。

「馬車に乗るくらい大丈夫。ごはんをちゃんと食べて薬を飲めばきっと──」

「ダメだ!!」

　一いつ刀とう両りよう断だん。驚くほどの大声を上げられ、ミクはびくりと身を震わせた。

「おまえは自分が何を言っているのかわかってるのか？　その顔、その体、その熱……今にもどうにかなってしまいそうなのに、どうしてわからないんだ！」

「でも……でも」

「頼む……！　元気になるまでここでおとなしくしていてくれ。カイトくんがおまえを置いて一人で行った意味を、ちゃんと理解してくれ……！」

　そう言うなり父は、口元を手で覆おおった。嗚咽を嚙み殺すようなその仕し種ぐさを目にすれば、ミクはさすがにもう何も言えなくなってしまう。

「旦那さまのおっしゃるとおりですわ。ここでしっかり元気になってから帰りましょう？」

　体を支えてくれているルカが、なだめるようにミクの背を撫でてきた。

　──カイト……。

　ミクは目を閉じた。瞼の裏には、最後に目にした彼の泣き笑いのような表情が浮かぶ。

　カイトに会いたい。一刻も早く彼に会って、この悪夢のような現実からミクを救い出してほしい。そして今度こそ一緒に旅立つのだ。かつて交わした約束のとおりに。

　──けれど今は……体が自由にならない今は、とてもそうはできそうにないから。

「カイトは……本当にエクラトンにいるのね？」

　おそるおそる問えば、父が「ああ」とすぐさま答えを返してきた。

「だったらここで治すから……すぐに治すから、そしたらエクラトンに連れてって……！」

　絞り出した声は、聞き取れないほど震えてしまっていた。

　そうしたくないけれど、そうしなければいけない。なぜならいくらカイトに会いたいと願ったところで、自分一人の力では、とてもエクラトンまで帰ることはできないからだ。

「お願い、お父さま……！　お願いだから……！」

　ミクはベッドに横になり、頭まで毛布を引き上げた。

　きつく閉じた目からは、涙が流れ続ける。体中が燃えるように熱くて、思考が霞かすむ。

「ミク、すまない……本当にすまない」

　やがて頭の上から、父の溜息混じりの声が降ふってきた。

　だがミクの声はもう言葉にならず、返事をすることすらできなかったのだ。
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　それから数日間、ミクはクラヴァーの館に留とどまり、病の回復に努つとめた。

　泣き叫ぶことなく睡眠をとり、滋じ養ようのある食べ物を進んで口にし、父が手配した名のある医者に診てもらい、処方された薬を全て指示どおりに飲んだ。

　その間、ミクの心を支配し続けたのは、カイトに会いたいとの願いだけだ。

　元気になってエクラトンに戻れば、今度こそ彼と一緒に旅立てる。それが希望となり、力となった。

　やがてミクの熱は徐じよ々じよに下がり始め、わずかながらも体力も戻ってきた。

　そのためミクは、六日目の朝には、エクラトンに帰ることを父に望んだ。

　だが結局、その願いが叶えられたのは、九日目の昼のことだ。

　その日、医師からの了承を得たミクは、いよいよ父とルカと共にラシェルを出発した。そして翌日のまだ夜が明けきらぬ頃に、エクラトンに到着したのである。




「ようやく着きましたけれど……ミクさま、体調は大丈夫ですか？」

　白み始めた空の下、街道を走る馬車の中で、ルカがそう問うてきた。

「うん、大丈夫。心配してくれてありがとう」

　答えるやいなや、ミクは馬車の窓から見える景色に視線を移す。

　──なんだかすごく久しぶりに思える……。そんなに離れていなかったのに。

　およそ半月ぶりに戻ってきたエクラトンの地は、早朝ということも相まってか、まるで見知らぬ土地のようにも感じられた。やがて馬車は、伯爵家の別荘の敷地内に入っていく。

「お願いルカ、ブランヴィル侯爵家の塔にわたしを連れていって……！」

　カイトに会いたい。その一心でここまで戻ってきたミクは、馬車が別荘の正面玄関前に到着するなり、ルカにそう願った。

　だが彼女は、戸惑った様子でミクの父に視線をやった。すると父は、馬車を降りようとするミクの腕を、怖いくらいに真剣な顔で摑んでくる。

「ミク、おまえに謝らなければいけないことがある」

　その時ミクは、まさか、と不穏な予感に襲われ、ぶるりと身を震わせた。

「いや……聞きたくない」

　即座に首を横に振る。同時に胸中に滲み出すのは、怒ど濤とうのような不安と動揺だ。

「ミク、聞いてくれ。十日前、私はここにカイトくんがいると言ったが──」

「やめて！　聞きたくない……！」

　父の手を振り払い、逃げるように馬車から降りる。まだ体に残る倦けん怠たい感かんに、一瞬、足元が激しくふらついた。だがそれをどうにか堪え、ミクは父を振り返る。

　──もしかしてカイトはエクラトンには……。

　この十日間、何度もそう考えては、彼を失う恐怖に心が押し潰されそうになった。

　だがそれでもミクは、彼がここにいることを信じて体の回復に努めたのだ。──そうしなければ、とても正気ではいられなかったから。

「お父さまが言ったのよ、カイトがここにいるって……。だから今から彼に会いに行くの。だってそのために元気になったんだもの……！」

　ミクはふたたびルカを見上げた。

「お願いルカ、わたしをあの塔まで連れていって……！」

　震える声でそう願うと、彼女はまたしてもミクの父に視線をやった。すると父は、今度は無言のままひとつ頷いた。もはや何を言っても無駄だと考えたのか、制止されることはない。

「ええ、ではまいりましょう。少し距離がありますが……歩けますか？」

「大丈夫。だってかなり元気になったもの。これならすぐにでもカイトと行けると思う」

　馬車から降りてきたルカが、ミクの肩に厚手のケープを掛けてくれた。馬車の前で見送る父に「行ってきます」と挨あい拶さつし、ミクはルカと共に薄暗い早朝の森を歩き始める。

　朝あさ靄もやでけぶる森の中は、驚くほどに静まり返っていた。二人が落ち葉を踏ふむ以外は何の物音もせず、まるで世界から音が消えてしまったかのようにも感じられる。

「あら……寒いと思ったら雪ですわ」

　ルカの声に立ち止まると、自分の頰に何か冷たいものが落ちるのを感じた。

　ふと顔を上げる。木々の合間から、確かに白くて小さなものが舞い降りてきている。

「初雪だ……」

　呟つぶやいた瞬間、ミクの胸きよう中ちゆうに押し迫るような切なさが込み上げてきた。どうしてだろう。白い息と共に嗚咽がこぼれ、目め頭がしらが痛いほどに熱くなる。

　──まだ……まだ泣かない。だってカイトはきっとあそこにいるもの。

　ミクは喉に落ちた涙を強引に飲み込んだ。

　ケープの前を搔きあわせ、ルカと共に先を急ぐ。こんなにも長い距離を歩いたのは、病に倒れてから初めてのことだ。そのためミクの息はすぐに乱れ、足取りは鈍くなった。

「ミクさま、あれは……」

「うん、塔の前に誰か座ってる……！」

　やがてミクは歓喜に声を震わせた。

　森の小こ径みちの先に現れた、四角形の石造りの塔とう。暗くてはっきりと見てとることはできないが、その前に座り込む人影のようなものがあったのだ。

　──本当にカイトなの……!?

　ルカの手を離し、全力で駆け出せば、弾みで肩からケープが滑り落ちた。

「まだ走ってはいけませんわ！　ああケープが……お待ちくださいませ！」

　病から回復したばかりの体は、なかなか思いどおりに動いてくれない。軽い目眩を覚え、自分が走っているのか歩いているのかすらもよくわからなくなる。それでもミクは、次第に激しさを増す雪の中、塔を目指して疾しつ走そうする。

　そして塔の前にたどり着いたところで──。

「レンくん……？　リンちゃん……？」

　ミクは崩れるようにその場に座り込んだ。

「どうしてこんな時間に、二人が……」

　塔の入口の前でわんわん泣いていたのは、驚くことに二人の子供だった。

「ミクちゃん、お兄ちゃまは!?」

「お兄ちゃまがいないの！　どこにいるか知らない!?」

　柔らかそうな黄色の髪と、緑色の大きな瞳ひとみの、可か愛わいらしい顔立ちのカイトの弟妹。

　──あの人影は……誰かが座り込んでいるような人影は、二人だったの……？

　つい言葉を失っていると、双ふた子ごたちは泣きながらミクの体にしがみついてくる。

「あのね、お兄ちゃまがどこかに旅に出ちゃったんだって！」

「もう二度と戻ってこないって、昨日の夜、お母さまが言ってたの！」

　その瞬間、ミクは頭を鉄てつ槌ついで殴られたかのような、大きな衝撃を受けていた。

　──どこかに旅に出て、もう二度と戻ってこない。

「噓だよ、そんなの……！」

　双子たちは知らないのだ。カイトがここに戻ってきていることを。

　だからこんなにもわんわん泣いているのだと、ミクはぼんやり考える。

「だってカイトがわたしを置いていくはずないもの……！」

　するとそのうちに、ブランヴィル侯爵家の本邸の方角から、いくつかの足音が聞こえてきた。誰、と目を凝らせば、降りしきる雪の向こうに四つの人影が見える。

「レン、リン……！　こんな時間に何をしているの！」

　やがて現れたのは、おそらく彼らの母である女性──つまりカイトの義ぎ母ぼであるブランヴィル侯爵夫人だ。眠っていたところに双子の不在を知らされ飛び起きたのだろう。夜よ着ぎの上にガウンを羽は織おった彼女は、髪も結っていなければ化粧も施ほどこしていない。

　その背後に控えているのは、使用人らしき男女三人だ。彼らはすぐに双子たちを抱き上げ、用意していた毛布で小さな体をくるみ始めた。

「ごめんなさい、お母さま。でもカイトお兄ちゃまがいないんだもの……」

「朝ならいるかもしれないと思って、僕たち、お兄ちゃまを捜さがしに来たの！」

「だからあれはもう戻ってこないと言ったでしょう！　いいかげん理解してちょうだい」

「──本当ですか……？」

　ミクはふらつきながらも、ようやく立ち上がった。

「カイトは本当にここにいないんですか？　一度も戻ってきてないんですか!?」

　一切の挨拶もせず、ただ詰め寄るように侯爵夫人に向かっていく。

「あら、あなたはオーランシュ伯爵家の……？」

　今初めてその存在に気づいたとでも言うように、夫人はこちらに顔を向けた。

「あなた、あれと一緒に駆け落ちしたのではなかったかしら？　なぜここにいるの？」

「お父さまが……父が言ったんです。カイトは急用ができたから、エクラトンに戻ったと」

　すると夫人は突然、高らかな笑い声を発した。

「あははっ。噓よそれ。かわいそうに……あなた、騙だまされて戻ってきてしまったのね」

「じゃあカイトはここには……」

「いないわ。二度と帰らないと宣言して出ていったけれど、本当に出発したようね。ラシェルにいたうちの使用人から連絡が入ったの。確か十日ほど前に出しゆつ航こうしたはずよ」

「そんな……」

　突如、足元がぐらつくような感覚に襲われ、顔からさっと血の気が引いた。

　受け入れがたい現実が今、いよいよミクのことを捕らえようとしている。

「てっきりあなたも一緒だと思っていたけれど……そう、あれは一人で行ったの。ふふふ、結局いつまで経っても一人なのね、いい気味」

　その瞬間、ミクは無意識のうちに拳を握っていた。

「笑わないでください……！」

　言ってはいけない。頭のどこかでそう思っていても、感情が勝手に声になった。

「笑ったりなんかしないで……！　だってカイトを一人にしたのはあなたたちでしょう!?」

　そう。大人たちの勝手な都合のおかげで、彼がどれほど辛い思いをしたことか。

「それでもカイトは誰のことも悪く言ったりなんかしなかった。……あの人はあなたとは違う。とても強い人よ。だからあなたの子供たちだってこんなにも懐いてるんだわ！」

　ひと息に言い切ると、侯爵夫人はハッとした様子で固まった。その隙にミクは、速やかに一礼し、塔の入口の扉に手をかける。

「ミクさま、お待ちください！」

　背後から追ってくるルカを待たずに、塔の中へと飛び込んだ。激しい呼吸を繰り返しながら、長い階段を這うようにして上り始める。

　──お願いだからここにいて。わたしを置いていかないで。一人でなんて行かないで！

　溢れ出る涙もそのままに、ミクはカイトの部屋の扉を開けた。

「カイト！」

　だがそこに彼の姿を見つけることはできなかった。

　そればかりか部屋は、少なくとも昨日今日は使われていないようにも感じられた。室中の温度は身を震わせるほどに冷えきっている。まるでミクの知らない場所のようだ。

「ミクさま、旦だん那なさまとわたくしの噓をお許しくださいませ！　ああでもしなければミクさまは弱られるばかりでしたわ。ですからカイトさまが出航したことを知りながら──」

「ううん、ルカ、謝ることない。だってカイトはきっと屋上にいるもの……！」

「あっ、ミクさま……！」

　ルカの言葉を遮り、ミクは再び螺ら旋せん状じようの階段を駆け上った。なぜなら部屋にいない時、彼は屋上で仕事の書類に目を通していることがあったからだ。

「カイト、いるんでしょう……!?」

　今日、この時だってそうに違いない。そう信じて屋上に繫がる扉を勢いまかせに開ける。

　目に映ったのはいまだ降り続く雪、うっすらと白く染まった石塀、いくつかの石造りのベンチ。けれどそのどこにも──。

「どうして……！　どうして一人で行ったの!?」

　カイトの姿を見つけることはできずに、ミクは崩くずれるようにその場に座り込んだ。

「ひどい……！」

　一緒に行こうと言った彼が──ミクを愛していると言った彼が、どこにもいない。

　こちらを見て優しげに細められるあの青い瞳も、いつだってミクをドキドキさせる言葉を発するあの唇も、抱きしめてくれる腕も、温もりも、『怖いくらいに幸せなんだ』と言ったあの日の微笑みも、全て──本当に全て失ってしまったのだ。

「うそ……誰か噓だと言って……」

　心が壊こわれる。悪夢のような現実が、ミクの感情をいともたやすく破壊していく。

　──誰か助けて……。

　喉に落ちる涙と荒い息が混ざり合い、時折呼吸が困難になった。このまま息が止まって死んでしまえればどんなに楽だろうかと、ミクはぼんやり考える。

「カイト……いないの？」

　やがてミクは、雪が降りしきる屋上を、覚おぼ束つかない足取りで歩き始めた。

　──やっと会えると思ったのに……。

　この長い階段を上れば、そこに彼がいると信じていた。それなのに。

「ねえ、本当にいないの？　一人で行ってしまったの……？」

　その現実をどうしたって受け止めることができずに、雪の中に彼の姿を求め続ける。

　するとその時、ミクの背後で聞き慣れた旋せん律りつが響いた。

「カイト……？」

　瞬時に振り返ると、そこにはあとを追ってきていたルカが立っていた。その手の平には、ミクが預けておいたオルゴールが載せられている。

　彼女の手によって、上面の蓋ふたが開けられれば──。

「カイトさまから託たくされたメッセージを入れてあります」

　中には小さく折りたたまれた白い紙が収められていたのだ。

「ミクさまをお迎えにラシェルに行った日、カイトさまから直接預かりました。ミクさまが眠られている間に、町の宿屋に旦那さまを訪ねていらっしゃいまして……」

　ルカは心苦しそうに眉根を寄せている。

「本当はすぐにお渡ししたかったんです。けれどわたくしと旦那さまは、ミクさまに噓を吐いてしまった……。それでここまで遅くなってしまいました」

　申し訳ありませんでした、と、彼女は深々と頭を下げた。

　ミクは頼りない足取りで、吸い寄せられるように彼女の元に向かった。

　いまだ音を奏で続けているオルゴール。その中から紙を抜き取り、小さく折りたたまれたそれを震える手で開ける。

　そしてミクは──。

「あああっ……！」

　思わずその場に泣き崩れた。

　雪のように真っ白い紙には、少し癖くせのある彼の字で、メッセージが残されていた。




『何もないと思ってここまで生きてきた。けれど出会った時から俺にはおまえがいた。

　幸せになってくれ、ミク。強く生きてゆく花のように。

　おまえを心から愛してた──いや、愛している。


カイト』






「カイトの、噓吐き……！」
















　あなたがいなくてどうして幸せになれるというのか。この先、ミクはどうやって生きていけばいいのだろうか。

　こんなにも彼を愛してしまった。彼がいない未来など消えてなくなってしまえばいいとすら思うのに、さみしくて、苦しいこの想いを抱えて生きていくのは辛すぎる。

「カイトは、ひどい……」

　本当は心のどこかでわかっていた。彼がエクラトンではなく、イスマリス王国に向けて旅立ってしまっていたということも、その理由がミクの病にあるということも。

　だがそれと向かい合うことができずに、今日この時まで父の噓に逃げ込んだのだ。認めてしまえば、その瞬間からミクは一人になってしまうから。

　普段からミクの体調をミク以上に気遣ってくれていたカイトだ。熱がある状態のミクを船に乗せる選択はとてもできなかったのだろう。彼はどんなにか苦しんで一人で旅立って行ったのか──その優しさが、今は心に痛い。

「それにカイトだって……」

　ミクと離れて、どうやって生きていくというのか。

　支えてくれる家族も、この先ずっと側にいてくれる人も、何も持っていない彼。

　以前、カイトが辛い時には、誰が彼を支えるのだろうかとミクは疑問に思った。

　切なくて、さみしさに潰されそうな夜には、いったい誰が彼を温あたためるのだろうか、と。

　──わたししかいないのに……！

　そう。自分以上に彼を愛している人など、この世界のどこにもいないのだ。

　屋上に座り込むミクは、辺りに積もり始めた雪を、衝動的に手に摑んだ。

　目に映る景色が白く霞む中、身も凍こおるような空気を揺らして、オルゴールが鳴り響く。

　愛している。その言葉だけ贈おくられたところで、ミクの心は満たされやしない。それを囁いてくれる彼自身が隣にいてくれなければ、全くもって意味がないのだ。

「カイトの、噓吐き……」

　うつむいたまま、ぽつりと呟いた。──そしてそこでふと顔を上げる。

　理由がどうであれ、一方的に約束を破ったカイトは、やはり噓吐きだ。

　だが噓を吐かれたなら──ミク一人、この国に置いていかれてしまったならば。

「そうよ……追いかければいいんだ……」

　まるで何かに導かれるように、自分の口からそんな言葉が滑り出ていた。そして声に出した直後には、自分が今後どうするべきか、すでにミクの心は決まっていたのだ。

「だって、約束したんだもの……」

　カイトがいない未来は必要ない。彼をこの世界で一人にしないためにも、ミクは彼と一緒にいたい──いや、いなければいけない。

　そのためにはどうすればいいのか。この先、ミクがとるべき行動は？　答えはこの上なく簡単だ。

「ルカ……わたし、カイトを追いかける」

　ふらつきながらも立ち上がり、目の前に立つルカにあらためて向き直る。

「カイトを捜して、必ず見つけ出すわ」

　真しん摯しな眼差しを向ければ、一方のルカは啞然とした様子で口元を押さえた。

「ミクさま……」

「このメッセージもそうだけど……わたし、最後に言われたの。『愛してる』って」

　だがその時、ミクはカイトに盛られた眠り薬の影響で、応えることができなかったのだ。溢れる想いの全てを、彼に伝えたかったのに。

「だから直接言いに行く。『わたしも愛してる』って」

　一度目にカイトと離れた六年間、ミクはただ運命を受け入れ、彼の存在を思い出に変えた。だがもう同じ過ちは繰り返さない。二度目は自ら動いて彼との未来を手に入れる。

「わたしにはカイトが必要なの」

　この世界の誰よりも、ただ彼のことが。

「……それから、たぶん、カイトもわたしのことを」

　やはりこの世界の誰よりも、ミクのことを必要としてくれているはずだと思えた。

「だから一緒にいたいの。……これからもずっと」

　祈るように言えば、ルカは何度も頷いた。舞い落ちる雪のおかげではっきりとは見てとれないが、彼女の青い瞳には涙が滲んでいるようにも思えた。

　──カイト……。

　ミクは小さな紙──彼が残したメッセージを手に握り、瞼を閉じた。贈られた言葉が、彼の切ない想いが胸に痛い。心の中に、雪のようにそっと降り積もっていく。

「ミクさま……でしたらもう戻りましょう？　旦那さまが医師を呼ばれているはずですわ」

　ルカは気遣わしげな視線と共に、こちらに手を差し出してきた。

「うん……まずはもっと元気にならないと。お父さまともちゃんと闘えるように」

　ミクは泣き笑いのような表情を浮かべ、頰を濡らす涙を無造作に拭う。

　目的が定まれば、やるべきこともおのずと見えてくる。

　第一に体調を整え、反対するであろう父を説得しなければならない。そしてカイトが立ち寄りそうな周辺諸国について調べ、そこに行くための段取りを組んで、身の回りの準備をして──ミクのこれからは、きっと目まぐるしい日々になるだろう。

「だからルカも協力してくれる？」

　そう願えば、彼女は「もちろんですわ」と、笑みを浮かべて頷いた。

　のばされたルカの手に、自分のそれを重ねる。肩に厚手のケープが掛けられ、ミクはひとつ、大きく息を吐く。

　──カイト……今、どこで何しているの？

　今はまだ涙がこぼれる。彼を失ってしまった現実に、心臓が凍りつきそうなほど恐怖し、泣き喚わめきたいような衝動に駆られる。

　けれどいつか再会できると信じているから。あの曲をまた、一緒に聴けるはずだから。

　──必ず行くから……絶対に行くから、待っていてね。




　その日、雪は絶え間なく降り続いた。

　そしてあっという間に、エクラトンの地を真っ白に変えたのだ。
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　時は流れる。誰がどこでどう生きようとも、止まることなく平等に。

　身も凍こおるような寒さの冬が終わり、植物が芽め吹ぶく春が訪れ、新しん緑りよく眩まぶしい夏が終わり、また秋が訪れ──そうして世界は、何度も季節を変えた。




「ねえ、ルカ。向こうに船乗りたちが立ち寄よる酒屋があるらしいの。それから大きい宿屋とか……あっ、あの辺りもたくさん人が集まってる！」

「ミクさま、少し落ち着いてくださいませ」

「でも今度の旅は短いんだもの。早くしないとなんの情報も摑つかめずに終わっちゃう」

　カイトと別れてから二年後。十八歳になったミクは、リュシオル王国の南西に浮かぶ島国──イスマリス王国にいた。

　イスマリス王国は絹きぬ織おり物ものの名産地で、世界中から貿易商人たちが集まる国だ。二年前、クラヴァーの貿易船に乗ったカイトが、最初に目指した国でもある。

　カイトと別れて失意に陥ったミクは、あの時、彼を捜さがしに世界を回ることを決意した。だがもちろん父は激しく反対し、一時は伯はく爵しやく邸ていに監かん禁きんされるほどの騒動にまで発展した。

　それでもミクは決してあきらめなかった。カイト以外の男性とは絶対に結婚しないと主張し続け、一年間、ことあるごとに旅行と称した脱走と家出を繰くり返した。

　すると先に折れたのは父のほうだった。

「実はラシェルの宿屋でカイトくんと話した際に、彼から賭かけを持ちかけられていたんだ」

　今からちょうど一年前、父は疲れ果てた様子でそう白状してくれた。

「どんな？　ねえ、お父さま、カイトとどんな賭けをしたの!?」

　父によると、カイトはラシェルの港を出発する直前、こう願ねがってきたらしい。

『あと三年のうちに、僕は名だたる貿易商人になってみせます。きちんと財ざいを成し、ミクを一生幸せにできるだけの基き盤ばんを必ず作ってみせる。ですからその時は、彼女との結婚を許してください』と。

　その言葉に父がなかなか頷うなずかなければ、さらに彼はこう付け加えたのだとか。

『この話をミクに明かす必要はありません。もし彼女が他の男と結婚するというなら……それでミクが幸せになれるのなら、その時は潔いさぎよくあきらめます。ですからどうかこの賭けに乗ってください』

　結局父は、ミクの居場所をカイトから聞き出す代わりに、それに乗ることにした。

　そして一年経っても彼のあとを追おうとするミクを見かねて、賭けの存在を話して聞かせてくれたのだ。

「カイトはそんなことを願ってくれていたの……？」

　ただ彼に置いていかれたわけではなかったと知ったミクは、その時、嬉うれしさに涙した。そして彼と自分の未来がまだ繫つながっていることに安あん堵どし、やはり涙したのだ。

「カイトくんは三年後には必ず帰って来ると言っていた。その頃もし彼が、本当に名だたる貿易商人になっていたなら……二人のことを考え直してやらないこともない」

　だから彼のあとを追うことはあきらめろと、父は熱心に説得してきた。

　しかしその話を聞いたあとでも、ミクはうんとは頷かなかった。

「お父さま、カイトはきっと今も一人でいると思うの。わたしが幸せになれるのならあきらめる──そうは言っても、今この瞬間だってさみしさや不安に押し潰されそうになっているはずよ」

　だから伝えたいのだ。

　わたしは変わらずあなたを愛しています、と。あなたの温ぬくもりと優しさは無くなってしまったけれど、あのオルゴールを聴きながら、あなたのことを想っています、と。

「お父さまが認めてくれる可能性があるなら、駆かけ落ちのようなことはしない。カイトに自分の気持ちを伝えたら、必ずここに戻ってくる。だから旅行という形で、彼を捜しに行くことを認めてほしいの」

　それから数カ月間に渡り、ミクは執しつ拗ように父に願った。

　するとまたしても先に折れたのは、父のほうだった。

　父は自分も同行することを条件に、ミクがカイトを捜すことを認めてくれた。そのためミクは、父の仕事の合間を縫って、あちこち旅に出られることになったのである。




「ここで五カ国目だけど……甘かったかな。またイスマリスに戻ると思ったんだんだけど」

「そうですわね。三カ月前に滞在したエスイツ王国では、数日の差で旅立ってしまわれていましたものね」

　過去旅行した四カ国で、再会こそ叶かなわなかったものの、彼の噂うわさを聞くことはできた。

　どうやらカイトは、クラヴァーと行動を共にしつつも、彼とは別の貿易会社を立ち上げたらしい。三カ月前、エスイツ王国で出会った老年の貿易商人は、カイトのことを『将来が楽しみな貿易商人の一人だ』と説明してくれた。

　噂を元にミクは彼を追いかけ続けているが、わずかの差で出しゆつ航こうしてしまっていたり、はたまた長らく訪れていなかったり、とんだ見当違いの国に行ってしまったり。ミクの『愛している』というメッセージは、まだ彼に届けられずにいる。

「ねえ、ルカ。とりあえず絹織物の商人に会ってみようと思うの。港の近くに大きな倉そう庫こがあるってお父さまが言っていたし……」

　ミクはイスマリス王国の王都、シィズリの港の目抜き通りを歩き始めた。

　右側には秋の日差しを受けてきらきら輝く真っ青な海。左側には酒屋や鍛か冶じ屋や雑貨屋などの看板を掲げる建物が立ち並んでいる。

「商人がたくさんいるし、多分あっちの方角かな。試しに一度──」

　向こうに行ってみてもいい？　そう続けようとして、ミクはハッと息をのんだ。

　──これは……この音は。

　なぜならミクの耳に、もう何百回と聴いたあの旋せん律りつ──オルゴールの金属めいた音が届いてきたような気がしたからだ。

「ミクさま？　どうかなされましたの？」

　ルカに声をかけられたが、とても返事をすることはできなかった。ミクの心臓は、いつしか壊れそうなほどに激しく脈打っている。

「あっ、どこに行かれますの!?」

　言われて初めて気がついた。ミクは無意識のうちに、全力で駆かけ出していたのだ。

「ミクさま……！　お待ちくださいませ！」

　背後からはルカが追ってくるが、それを待つ余裕などない。買い物客や船乗りたちが賑にぎやかに行き交う街の中、人ごみを搔かき分け、大通りをただ前に進んでいく。

「すみません、通してください！　お願い、通して……！」

　やがて足を止めたのは、海沿いに作られた石いし塀べいの前だ。そしてそこには。

「────……！」

　塀に腰掛け、海を眺ながめている青年の後ろ姿があったのだ。

　──想いが、あふれる。
















　その瞬間、ミクはぼろぼろと涙をこぼしていた。沸き立つ様々な感情が嵐のように襲おそってきて、たちまち胸がいっぱいになる。

　気を抜けば漏れてしまうであろう嗚お咽えつを堪え、ミクは涙を拭ぬぐった。

　濃のう紺こんの上着に漆しつ黒こくのマントを着けた彼の隣には、見慣れたオルゴールが置かれていた。

　やはりそれは、ミクの大好きなあの曲の旋律を奏で続けている。

　ミクはドレスのポケットに手を入れ、中から小さな木箱を取り出した。それはもちろん、青年の横に置かれたオルゴールと全く同じものだ。

　──やっと……今度こそやっと心から笑える。

　ミクは唇くちびるを開いた。そして海を見つめ続けている青年の背に向けて、声を発したのだ。

「カイト……！」

　と、震ふるえる声を。


〈ＥＮＤ〉
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　はじめまして。もしくはお久しぶりです。秋あき月づき志し緒おです。

　小説版「ＶＯｉＣＥ」をお手にとってくださいまして、ありがとうございます。




　まずははじめましての方に自己紹介を。

　普段はビーズログ文庫さんで、オリジナルの小説を書かせていただいています。ファンタジー世界を舞台に、主人公の女の子が恋をしたり、夢に向かって突き進んだり、望まない運命と闘ったりするようなお話です。

　今回、縁えんあって「ＶＯｉＣＥ」の小説版を担当させていただきました。

　元々大好きな楽曲。そのぶん不安もありましたが、恋がテーマということで、ラヴリーＰさまや担当さまのお力添えをいただき、無事かたちにすることができました。




　ここからはお礼の言葉を。まずは楽曲の制作者であるラヴリーＰさまへ。

　小説化に携たずさわらせていただきまして、本当にありがとうございます。拙つたないプロットの段階から目を通していただき、深く感謝しております。「ＶＯｉＣＥ」、もう数え切れないほど聴きました。そしてこれからもずっと聴き続けます。

　イラストを担当してくださった堀ほり泉いずみインコ先生。美しくて可か愛わいらしいイラストをありがとうございました。執筆中は先生の絵に何度も励はげまされました。

　担当さま。いつにも増してお世話になりました。素晴らしい案や細やかなお気遣いをありがとうございました。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

　編集部の皆様、校正様やデザイナー様など、全ての関係者の方に心からの感謝を。

　支えてくれる家族、側で励まし続けてくれる人、そして毎晩カフェオレを差し入れてくれた姉へ、あらためてありがとう。




　最後に読者の皆さまへ。

　ここまでお付き合いくださいまして、本当にありがとうございます。小説版「ＶＯｉＣＥ」、どうか少しでも楽しんでいただけますように。そう祈いのるばかりです。

　もしよろしければ感想などお聞かせください。興味を持たれましたら、他の作品もお手にとってくださると嬉うれしいです。

　では、またお会いできる日が訪れることを願っています。


秋月志緒





































原案

ラヴリーＰ

Lovely P




神奈川生まれ神奈川育ちのラヴリーＰです。

素敵なお話、イラストに包まれ幸せです。

そして読む前でも後でも構いませんので、曲も聴いていただけたら嬉しいです。

http://www.nicovideo.jp/watch/sm4271779










著者

秋月志緒

Shio Akizuki




10月16日生まれ。Ｏ型。茨城県在住。

小説を担当させていただきました。どうぞよろしくお願いします。

お仕事情報等載せています。【アキハナ】

http://akizukishio.blog.fc2.com/










イラスト

堀泉インコ

Inco Horiizumi




はじめまして。イラストを担当させて頂きました堀泉インコと申します。

ＶＯｉＣＥ小説化おめでとうございます！

ミクさんのドレス姿やカイトの軍服など描いててとても楽しかったです。
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